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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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絶対に勝てないと言われる

　　相手に挑む時こそ、

　　　　活路を見出すことが難しく、

　　　　　　最も情熱を向けられる娯楽だ


──イチノ
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　あとがき

　特別付録　カバーイラストコレクション＆文庫未収録イラスト








■第一章









「イチノ。あなたは、私たちに協力するしかないんです」

　親指大の歪いびつな欠片かけらはイチノが強く望み、所在だけは明らかになっていた《メモリーフラグメント》。

　アイテム道具名、〈ＳＴ００８〉。

　チュートリアルダンジョンのボスがドロップする落とすはずのアイテム。イチノの現時点における最優先目標。

　シオンが手に持つそれが、否いやが応でもイチノの目を奪うばう。

　小さいアイテムだというのに、イチノの瞳ひとみはそれに囚とらわれていた。

「………」

　イチノは一度目を瞑つぶり、心を落ち着ける。

　ともすれば我を忘れてしまいそうだった。

　少々の時間を置いて目を開き、この場所に視線を巡めぐらせた。

　ここは〈八や咫た烏がらす〉のギルドホームだ。この部屋は地下にあり、剝むき出しの土に、簡素な木材のテーブル。まるで場末の居酒屋から取ってきたような椅い子す。

　およそ会議室という場所には見えないが、これも彼らなりのカモフラージュなのかもしれない。

　そして、改めてシオンたちを真正面に見み据すえる。その表情は平静を装よそおいつつも、抑おさえ込まれた怒いかりが滲にじんでいた。

「シオン。なぜ、お前らがそれを持ってる？」

「………」

　イチノの質問に、かつてのギルド仲間であるシオンは答えない。

　綺き麗れいな顔立ちのはずの彼女だが、今の表情は俯うつむきがちで暗い。行き交かう人が必ず目で追ってしまうほどの美人だった彼女だが、今はどこか陰かげがある。紫し苑おん色の長い髪かみをまとめたポニーテールも心なしか力なく垂れていて、端たん正せいな身体からだに装備されたミスリル装備も陰っているように見える。

　つい先さき程ほどまで共に闘とう技ぎ大会に出場し、全力で戦っていたというのに今の彼女は別人のようだった。

「我々からすればチュートリアルダンジョンは庭のようなものでしてね。ちょっと行って取ってきました」

　彼女の代わりにバルトロが答える。

　髪を剃そり上げている、体つきががっしりとした中年男性。装備しているのは革かわ装備だが、赤い模様が、レアリティの高い防具だと見て取れる。髭ひげを生やしており、ほとんどの者は気のいい小父おじさんという印象を抱いだくだろう。

　だが、その顔の下に隠かくれた獰どう猛もうな笑えみをイチノは知っている。

　そんなバルトロは、シオンの持つ《メモリーフラグメント》を見ながら小さく笑った。

「ちなみに、今から行ってボスを倒たおしても《メモリーフラグメント》はドロップしません。あしからず」

「当然だろうな。恋れんの人格がダブっても困る」

「はははは、ごもっとも」

　バルトロは先程まで間ま違ちがいなく、目的を看破され動どう揺ようしていた。

　だが、シオンの登場で動揺は鳴りを潜ひそめたらしく、余よ裕ゆうな態度を取り戻もどしている。

　慇いん懃ぎん無礼な態度をイチノに取っていた。

「イチノ。偽にせ物ものかも、と疑っているかもしれないけど……これは本物ですよ」

　未いまだ、眇すがめた目で《メモリーフラグメント》を見るイチノにシオンが念を押す。

「一度、偽物には騙だまされた身なんでな。チェックさせて欲しいんだが」

　以前、イチノはマシューという冒険者プレイヤーとのいざこざの際に、精せい巧こうに作られた偽物を目にしたことがある。

　あの時、戦友のサクラはそれに騙され、決けつ闘とうをする羽目になったのだ。

　事実、パッと見ただけでは区別はつかない。

「……今、所有権は私にあります。渡わたすことはできませんよ」

《メモリーフラグメント》は特とく殊しゆなアイテムで、決闘でしか受け渡しできない。

　見せることは可能で、シオンはイチノに向けてそれを見せる。

　イチノは手を触ふれず、それを仔し細さいに眺ながめた。

　アイテム名、形、あらゆるすべてが本物のような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

「ひとつ聞きたい。俺にまた何をさせたいんだ？　また闘技大会にでも出場すればいいのか？」

「いえ、拙せつ者しやたちの依い頼らいはただひとつです」

　演技ぶった口調で、バルトロはもったいぶるように一度説明を止めた。

　バルトロが視線をシオンに送ると、シオンは説明を引き継つぐ。

「イチノ。レベル制限を解いてほしいの」

「……何？」

「ここにある《メモリーフラグメント》があれば、あなたはレベル１である必要がなくなります」

　イチノがレベル１である理由。

　それは元々〈アストラル・イノベーター〉で低レベルクリアを中心にやっていたからという理由がある。

　だが、それは恋の人格データがゲーム内に《メモリーフラグメント》として散らばったことで義務と化した。

　所在の判明した《メモリーフラグメント》のひとつがあったチュートリアルダンジョンはレベル１でしか入れない。

　そして、チュートリアルダンジョンの中に潜むイベントボス──強制負けイベントを覆くつがえさなければならなかった。

　だが、そのイベントボスのドロップアイテムは目の前にあるのだ。

　シオンの言う通り、もうイチノがレベル１である必要はなくなっている。少なくとも、すでに義務ではない。

「内部で計算されている経験値は、もう凄すさまじい数値になっているはずです」

　イチノはレベル１を続けるために、システムで経験値をカットしている。〈アストラル・イノベーター〉にある設定のひとつで、街の教会に行けばやってくれる。幾いくつかの例外的な状じよう況きようにおいて、レベルが上がると困る事態はあり得るからだ。

　一部の初心者用救済武器がレベルが10を超こえると使えない、師し弟ていシステムはレベル差が近づいてしまうと破は綻たんする……等々。数は多くないが、一時的な利用者はそれなりにいる。イチノのように低レベル攻こう略りやくをしている者は皆かい無むだろうが。

　だが、このカットされた経験値が、実は内部で留保されており、システムを元に戻せばその経験値が一気に入ると言われている。

　元に戻した瞬しゆん間かん、レベルアップした者がいることが、それを証明した。

「俺は別に、《メモリーフラグメント》を集めるためにレベル１になったわけじゃない。今回のケースはたまたま合がつ致ちしただけで、ただ前々から低レベルクリアをやっていただけだ。レベルに興味はない。シオンはそれを知っているはずだろう」

「知ってるわ。ギルドにいた時、何度も聞いたもの。でも、今回は……」

「断る」

　その答えを聞いたシオンが、ホッとしたような反面、困り果てた表情となった。

　すると、今度はバルトロが首を振ふって口を開く。

「それでは困るんですよ。あなたにはレベル99になってもらわなくてはなりませんのでね」

「移民第二号ってことか？」

「まあ、それもあります」

「そんなもの、いずれ出てくるだろう。なぜ俺に頼たのむ？　エリゼだっていつかはレベル99になるだろうに、闘技大会で促うながすような真似まねをして何の意味がある」

「………」

　イチノの質問に、バルトロは口を噤つぐむ。

　シオンもまた顔を俯かせ、口を真一文字に結んでいる。

　その様子は、ここで言えない重要なことがあると雄ゆう弁べんに物語っていた。

「……《メモリーフラグメント》はまだすべて所在が明らかになっていない。俺が四つ。サクラがひとつ。そして、今ここにあるひとつ」

　ひとつはカレンが持っているが、ここでイチノはその話題を避さけた。

「なんにせよ、まだひとつ所在が明らかになっていない。そういう状況で、軽々しくお前らに協力できないな」

「所在を明らかにする努力は致いたしましょう」

「何をそんなに焦あせっている？」

　不意にイチノがそう指し摘てきすると、バルトロは苦い顔をする。

　痛いところを衝つかれた、と顔に書かれていた。

「……焦っている、ですか。確かに仰おつしやる通り、我々には時間がない」

「………」

「イチノさん。今、地球の危機が迫せまっている、と言ってあなたは信じますか？」

　イチノは眉まゆ根ねを寄せ、疑うたぐり深い表情をバルトロに向けた。

「もちろん、今すぐには信じられないかもしれません。ですが、ニュースでは報道もされていたはずです。エネルギーの枯こ渇かつ、とね」

「眉まゆ唾つばだがな。ずっと前から言われて、もう百年以上経たつんじゃないか？」

「それが、ようやく事実となりそうなのですよ」

「それも飽あきるぐらい言われてきたことだろう。もう駄だ目めだ、今度こそ駄目だ、次は無理だ……。だが、結局、何も変わらない」

「しかし、資源が無限に湧わき出てくると、本当にそう思いますか？」

「………」

　イチノは何も言えない。

　そもそも詳くわしく知っているような話ではない。ニュースの記事を斜ななめ読みしているだけで、本当かどうかなど確かく認にんをしていないし、そんな立場でもない。

『まだ発表されてはいないんだけど、アメリカのエネルギー省と住宅都市開発省はすでに揃そろって、持って十年という試算を出している。電気効率は新技術が見つかったコールドスリープ技術以外、大して上がっていないからね。いずれ必ず資源は枯渇する』

　ただ、プリシラがこう話した以上、頭からまったく信用のならない話というわけではない。

　もっとも前提として、エネルギー省と住宅都市開発省の試算そのものが欺ぎ瞞まんでなければ、だが。

「今、世界ゲームは拙者が言うのもなんですが、技術が歪いびつです。これはおそらくこのゲームの根幹のミドルウェアを作り出した天才プリシラ・テレジア・カーリンが興味のある分野だけを突とつ出しゆつして革新してきたことが原因でしょう」

「……人ひとりに、責任を押しつける気か」

「いえ。ただ、こう思っただけです。人ひとりが現実で生きるエネルギーと、仮想で生きるエネルギー……そのコストが逆転してしまったな、と」

「………」

「コールドスリープ技術や〈アストラル・コンバーター〉の技術はもとより、その効率性は異常です。もちろん、ひとりだけのためにサーバーを用意するだけなら、大したコスト差にはならないでしょうが、数百万──いや、数十億単位でデジタルに移民すれば、残り十数年と言われている残存エネルギーが何百年にも増える」

「本当だとすればな……」

　事実、現在のコールドスリープ技術は異常と言っていい。その効率は乾かん電でん池ち数本で人の一生が賄まかなえるという噂うわさもある。確実に世界の技術を数十年から数百年、早めていた。

　それもこれもプリシラが開発したということだが、事実彼女は興味のある分野にしか手を出さないようで、エネルギー開発などには手を付けていない。そのため、エネルギー技術と、一部の効率化技術において、異常な格差がある。

　時計職人ルイ・ブレゲは時計の歴史を二百年早めたというし、チューリングとノイマンがいなければ、コンピュータの歴史も相当変わっただろう。この〈アストラル・イノベーター〉が未だにできていないという可能性もある。

　そして、極ごく一部においてエネルギー効率を早めたのがプリシラなのだ。

　バッテリーは未だ技術革新を得ず、百年以上変わっていない。だが、使用する電気の方を抑おさえることで、少しずつ情勢は変わってきている。

　もっとも、プリシラが世に出始めてからまだ数年だ。すべての技術革新が終わるのにはまだ時間がかかるだろう。

　それを知ってか知らずか、バルトロは続けた。

「〈アストラル・イノベーター〉の世界はすでに、現実世界のエミュレーターと言ってもいい。この世界で暮らすことに不都合もありません。これは〈アストラル・コンバーター〉を作ったプリシラと、この世界の物理を再現した仁じんの功績と言ってもいい」

　プリシラも言っていた。

　自分が凄すごいのではない。世界を再現した仁が凄いのだと。

「サーバー内で実験できる内部環かん境きようを整えれば研究もできる。あなたの父、仁が協力してくれれば、奇き蹟せきは早まるでしょう。その研究で代だい替たいエネルギーが見つかれば、あらゆるすべてが解決します。これは、その未来へ繫つなぐためにもやらなくてはならないのです」

　プリシラに聞いた話とほぼ同じようなものだった。

　数字が僅わずかに違ちがうものの、これは立場による誇こ張ちようという可能性とイチノは見る。

　ただ──。

「お前らは、大事なことを言っていない」

　そう。

　ここまではイチノも知っている話だ。

「俺としては勝手にやってろ、としか言い様がない。なぜ急ぐのか、って理由になっていない」

「それは残りのエネルギーが少ないからで……」

「確かにお前らにとっても重要なことだろうが、今日明日でどうにかなるものじゃない。お前らは一刻も早くという雰ふん囲い気きだ」

　すると、シオンが諦あきらめたように小さく息を吐はく。

　仕方なさそうに、そして、悲しそうに彼女はイチノを見み据すえた。

「もうすぐ法案が提出されるのですよ」

　そう説明したシオンに、バルトロが目を見開いた。

「言わなければ、彼を説得できないですよ」

　疲つかれたような姿のシオンは、未いまだに迷っているようにも見える。

　いや、それ以外にも焦りが表情に滲にじんでいた。

「このデジタルイミグラントを実行するためには幾つかの法律を修正しなければなりませんが、それは米国でも未承認です。今は研究段階でまだまだ実用的な計画は立っていません。ですが、法案が通ればすぐにそのための資金が出ます。移民への環境を整えるための資金が」

「なるほど。法案、ね」

　それからバルトロが説明を再開する。

　ここまで言われたからには自分で説明する必要を感じたのだろう。

「ええ。その法案の成否判定が迫っています。承認を得るために、こちらとしても調査結果を報告しなければならないわけです。安全かつ、問題がない。そして、信用に足る政策である、と」

「それが急ぐ理由か……」

「はい。今の議会政治は面めん倒どうでしてね。一度法案が反対多数で否決されると再提出には時間がかかる。そして、そんな再提出を待っている時間は残されていないんですよ。人類のためにもね」

　人類のため。未来のため。地球の危機。

　すべてがあまりにも胡う散さん臭くさい言葉だった。

「これを逃のがしてしまえば、エネルギー問題は危険域に達してもう間に合わないかもしれない。だからこそ、ご協力を願いたい。人類の未来を守るために」

　胡散臭さ極きわまれりだ。

　だが、バルトロはもとより、シオンも真しん剣けんな表情をしている。

　少しばかり宗教的な不気味さを感じたが、彼らは噓うそを言っていないのだろう。

　あるいは噓と気付いていない、そんな可能性も大いにあるが。

「俺が了りよう解かいしなかったら？」

「ここで過ごしてもらうことになります。あなたは知りすぎた」

「……穏おだやかじゃないな。この場でソウルアウトすればいいことだ」

「してみればよろしいでしょう。この領域は特とく殊しゆで、簡単にソウルアウトはできないようになってます」

　イチノが試ためしてみると、確かにソウルアウトできないようになっていた。

「なお、脱だつ出しゆつアイテムも使用不可能です」

「まったく、こんなところだけは慎しん重ちようだな。自死にも対応しているということか？」

　自死はイチノにとっては悪手だ。今まで集めた《メモリーフラグメント》を、デスペナルティで失うかもしれない可能性を有しているのだから。

　だが、ここで捕つかまることはもっと最悪と言える。

「御ご明めい察さつ。ギルドホーム内の自死は──」

　そこで言葉を切り、意味ありげにイチノを見てから、

「研究室へと送られるようになっております」

「研究室だと……？」

「あなたの妹──レナ殿どのの人格データを分ぶん割かつした場所でもありますな」

　その瞬しゆん間かん、イチノの表情が変へん貌ぼうした。

「そのような顔をしても無む駄だです。イチノ殿が送られれば……妹君と同じことになると思っていただければ」

「要するに冷れい凍とう状態の植物人間……というわけか」

「ええ。行ってすぐさま分割というわけにはいきませんし、時間もかかりますがね。ですがその分、恐きよう怖ふは醸じよう成せいされるでしょう」

　バルトロは不気味に笑いながら続ける。

「協力していただけないのであれば自死してくれる方がありがたいですね。無理矢理、そこに送るのは仁殿が部下に組ませたプログラム上無理なのでね。我らにとってアストラル・コンバーターと同時に、彼のワールドデザインもまたブラックボックスなので」

　ＭＭＯ多人数同時参加型オンラインＲＰＧにおいて、あらゆる主導権は運営にある。神のように振ふる舞まうことも可能なはずだ。

『運営もまた、その世界に浸ひたることができるのが理想だな』

　かつて言っていた父の言葉をイチノは思い出す。

　彼らが、何でもできるわけではない理由は、仁たちが組んだプログラムのおかげなのかもしれない。こういった事態を想定していたわけではないだろうが、〈八や咫た烏がらす〉の持つ権限は大きく制限されている。

　彼らはそのプログラムの隙すき間まを縫ぬって、マスターとしての権限を使っているに過ぎないということだ。

「父さん……」

　父に守られているような気がして、イチノは冷静さを取り戻もどす。

　今、父は外で妹をどうにかするべく戦っているのだ。自分まで恋れんと同じ道を辿たどるわけにはいかない。

　ここで暴れて、無む駄だ死じにするのだけは避さけたかった。

「まったく、こんなところだけは慎重だな」

「我々も真剣にやっております。できれば、あなたのレベル99のデータが欲ほしかったが、協力してもらえないのであれば、ここで過ごしてもらいましょう。何、不自由はさせません。三日ほど経たてば解放しましょう」

　それを聞いて、イチノは小さく溜ため息いきを吐つく。

　彼らの言うことは事実なのだろう。

　この部屋から逃にげ、入ってきた場所から出ていくしかないが、この狭せまい中でその算段が付かない。あまりにも、ここには逃げ場がなさ過ぎる。

　しかも、部屋の外にいるメンツはすべて敵だ。

「ひとつ問いたい」

　どうせ、どうしたって逃げられない。

　であれば、時間稼かせぎをして脱出の方法を探すしかなかった。

　時間稼ぎにしても実入りがあった方がいい。

「……何なりと」

「お前らは、なぜ俺の妹の恋を──」

　イチノが尋たずねようとした、その瞬間。

　この部屋の外が俄にわかに慌あわただしくなる。

　バルトロの眉まゆが不ふ愉ゆ快かいそうにぴくりと動いた。

「失礼」

　立ち上がり、部屋の扉とびらを開けた瞬間──煙けむりが蔓まん延えんする。

「なっ！」

「バルトロ殿、奇き襲しゆうです！」

「馬ば鹿かな、なぜここが……！」

　狭いアジトの中、どんどん白はく煙えんが充じゆう満まんして視界を染めていった。そんな状じよう況きように思わず口を塞ふさぎたくなるが、この世界では生あい憎にくと煙けむたいといった感覚にはならない。

　何が起こっているのか、イチノにも理解できなかったが、脱出するのであれば、今しかなかった。

　すぐにイチノはここまで来たルートを頭の中に思い浮うかべて、行動へと移す。ノンビリしている場合ではない。

「イチノ！」

　逃げるイチノを見て、シオンが叫さけぶ。

「シオン。俺はやっぱり、お前らには協力できない」

「《メモリーフラグメント》はいいの!?」

「後で絶対に取り返してみせる」

　視界が悪い中、イチノはシオンを睨にらみ付ける。

「もし壊こわしでもしてみろ。かつての仲間でも、俺はお前を絶対に許さない」

　シオンの表情が不意に歪ゆがむ。

　悲しそうに、寂さびしそうに、あるいは理解して欲しいと懇こん願がんする顔だったかもしれない。

　だが、イチノは一いち瞥べつしただけですぐにその場から離はなれた。

「逃がすな！」

　バルトロの一いつ喝かつが轟とどろく。

　すると、周辺で奇襲への対応に出ようとしていたギルドメンバーたちが、奇襲よりも優先するべきと考えたか、反転してイチノへと襲おそいかかった。

　イチノが剣けんを抜ぬいて応戦する。

「チッ！」

　煙に身を隠かくしながら進むのも難しい。

　イチノがどうにか包囲されるのを避けながら剣けん戟げきを響ひびかせていると、そこに別の剣音が鳴る。

　まるで激しい風が嘶いななくように。

　最近ではもはや聞き慣れた音だった。

　白煙の中を、翠みどりの軌き跡せきが躍おどる。

　その剣けん閃せんが燦きらめく度たびに、敵が倒たおれていった。

「イチノ！」

　煙の中から現れたのは桜色のロングヘアーを纏まとわせた妖よう精せいのような剣士。

　イチノの戦友となった少女、サクラだった。

「サクラ。なんで、ここに……」

「説明は後！　ここを脱出するから！」

　サクラはイチノの腕うでを握にぎって引っ張る。

　出口とは逆方向へと。

「お、おい。出口はそっちじゃ……」

「イチノが入った場所はもう塞がれてる！　別の出入り口を確保してるから！」

　何が起こっているのか、さっぱり理解できなかったが、イチノはサクラに従った。

〈八咫烏〉のギルドメンバーを一いち撃げきで倒しながら進むサクラは非常に心強い。

　その上、イチノの教えた相そう殺さいを使って、敵の攻こう撃げきを堅けん実じつに無効化している。そこいらのセミオートプレイヤーの攻撃判定は、もはや練習ですらない。

　煙で視界が悪い中、凄すさまじい勘かんと洞どう察さつ力だった。

「お前、よく相手の剣が見えるな」

「一撃じゃ死なないから余よ裕ゆうがあるからね。それにイチノやシオンの攻撃に比べれば、大したことないし」

　ということだったが、サクラの成長速度は群を抜いている。

　いずれまた戦うことがあるのだろうかと、こんな時にも心を躍らせながらイチノはサクラの後ろを付いていった。

「それにしても、相当広いな、ここ」

「全域は誰だれも把は握あくしきれてないみたい。もしかしたら、〈八咫烏〉そのものも把握してないのかも……」

「〈八咫烏〉が把握してないってことはないだろ」

「ううん、それにも事情があって……」

　走りながら説明をしようとしていたところで、煙が少しずつ晴れ、広いスペースの部屋に出た。

　剝むき出しの土は変わらないが、整備が放ほうっておかれているのか、起き伏ふくが激しく歩きにくくなっている。

　そして、そこにはイチノの見知った人物がいた。

「こんにちは、イチノくん」

「ヒルトさん!?」

〈ゴスペル・クァイア〉のリーダー、ヒルトルートだった。

　貴族然とした服装に装そう飾しよくの付いた剣と、いつもと変わらない。しかし、いつ見ても立っているだけで気品がある。

　こんな状況だというのに、その表情には笑えみすら浮かべていた。

「もう何が何だか……。どうしてヒルトさんがここに。黒幕なのはなんとなくわかりますが」

「黒幕とは失礼ですね。間ま違ちがってはいないかもしれませんけど。何にせよ、道すがら話しましょう。走りながら、ね」

　そして彼女は奥へと駆かけ出す。

　イチノとサクラもそれに付いていった。

「元々、わたくしたち〈ゴスペル・クァイア〉は、信用ある一部のメンバーで〈八咫烏〉を内ない偵ていしていたの。結構、前からなのだけどね」

　部屋から通路に入り、併へい走そうしながらヒルトが語り出す。

「内偵って……穏おだやかじゃないですね」

「ええ。ゲームの中作り物だけじゃなく、リアルの方でも調べてましたからね。それで今回、ようやくかなり黒い情報が手に入りましたから」

「こんな実体当たり判定もよくわからないようなギルドのこと、よくわかりましたね」

　そう言うと、ヒルトはクスリと笑う。

「あなたのおかげよ、イチノくん」

「俺が何か？」

「あなたがここに入るのと同時に、アレス君を尾び行こうさせていたの。場所の報告と同時に、話の内容も少しだけ聞かせてもらったから」

「……アレスの奴やつ、あそこにいたのか。全然気付かなかった」

「彼はそういう術に長たけてるから。ごめんなさいね、何も言わずに」

「いや、気付けずに尾行された俺が悪いです。それに結果的にはそのおかげで助かりましたから」

　逃げられない、ソウルアウトもできない、となると脱だつ出しゆつはかなり厳しい。

　あの騒さわぎはイチノにとっては渡わたりに船だった。

「サクラはどうしてここに？」

　次にイチノはサクラに顔を向ける。

「ヒルトさんにイチノが危険かもしれないって聞かされてて。それで一いつ緒しよにいたの。イチノの救出までヒルトさんたちは手が回らないから、そっちを頼たのむって」

「マジか」

　ヒルトはどこまで読んでいたのか。

　底知れない女性である。

「実際のところ、わたくしたちの目的は〈八や咫た烏がらす〉の黒い証しよう拠こを摑つかむことで、あなたの救出は二の次だったのよ。そこまでのリソースも割さけなかったし。それで外部協力者を頼んだわけ」

「そうだったんですか。いや、でも助かりました。ホントに」

「イチノくんの機き嫌げんが悪くならなくてよかったですわ。私たちにも大きい成果がありましたし、最上の結果ね」

　どんな？　と問うと、

「ここを出たら話すわ」

　そう返されて、イチノたちは走ることに集中する。

「逃がすか！」

　そこに通路の角から突とつ然ぜん、〈八咫烏〉の冒険者がひとり出現した。

「邪じや魔まですわ！」

〈リザルターナイン〉ふたりが相手では為なす術すべがない。瞬またたく間にその剣で貫つらぬかれ、拠きよ点てんへと転送される。

　しかし、相手の目的は三人を倒すことでも時間稼ぎでもなかった。

　突とつ如じよ、進んでいた通路が鳴動を始める。

　異変はすぐに起こった。

「割れてる!?」

　サクラが悲鳴のように叫んだ。

　ビキビキと地面が音を立てて割れ始めている。

「こんな罠わなを作ってたの!?」

「早く行きましょう。崩ほう落らくに巻き込まれますわ。落下ダメージ衝撃を避さけられません」

　三人は急いで走り出した。必死に足を動かして奥にある部屋に向かう。

「他ほかのギルドメンバーたちは大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

「この中の簡易地図を渡してますし、大丈夫ですわ。そもそも別の場所から出る手て筈はずですの」

　だが、もう通路はほぼ崩落しかかっている。

　先行していたヒルトは思いっきり跳ちよう躍やくした。その手がどうにか部屋の入り口の端はしを摑むことに成功する。

　イチノとサクラも跳躍したが、その手は届かなかった。

　重力に従い、ふたりは岩と共に落下する。

「くっ！」

　イチノはサクラを左手で抱だき寄せ、右手で剣を抜いた。

　そして、そのまま壁かべに突つき刺さす。

　がりがりと壁を斬きり裂さきながら、どうにか途と中ちゆうで止まってくれた。現実では不可能な、〈アストラル・イノベーター〉ならではの行動だ。

「ふぅ……」

「あ、ありがと……イチノ」

　抱き寄せられているサクラは、顔が赤くなっている。

　洞どう窟くつ内は暗くて見えないが、サクラはそれを自覚していた。

「気にしないでいい。それよりもここからどうするかを考えないと……」

　そこにすでに通路へ上がったヒルトがひょっこりと顔を出す。

「大丈夫ですの？」

「大丈夫です。何か上がる方法とか思い付きませんか？」

「思い付きませんわね……。わたくし、ロープも持ってませんし」

　ヒルトのギルドであれば飛行魔ま法ほうを使える者もいるだろう。だが、ここに呼ぶのにも時間がかかる。

　イチノの道具袋ぶくろの中にロープはあるが、イチノの両手は今塞ふさがっていた。

「サクラ。俺の道具袋に手は届くか？」

「ご、ごめん、無理みたい」

　サクラが空いた手を目め一いつ杯ぱい伸のばすが、その道具袋の中には届かない。そもそも、サクラは剣けんを持っているのだ。自分の道具袋から取り出すならまだしも、如何いかに許可を得れば人の道具袋から取り出せると言っても無理がある。

「参ったな……。このまま落ちつつ、剣を突き刺していくか？」

　何度も突き刺せる保証はない。

「イチノ。ちょっと試ためしてみたいことがあるんだけど……」

「どんな案だ？」

　その話を聞いたイチノは、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。

「……なんとかできるのか？」

「今の私ならできると思う」

　そして、サクラは相棒となる剣に目を落とす。

「オッケー。サクラを信じよう。頼む」

「うん。心の準備はできてるから、いつでもいいよ」

「何をする気ですの？」

　ヒルトの質問に答えるように、イチノは突き刺した剣を抜ぬいた。

　身体からだに重力がかかり、一気に地面へと落下していく。

　未いまだに地面の見えない状じよう況きよう──。

「〈風精剣ゼフィランサス〉！　風よ、舞まい上がれ！」

　サクラの持つ《オリジンウェポン》、ゼフィランサスが緑色に光る。

　剣から強い風が吹ふき荒あれ、地面へと向かっていった。その反動でサクラとイチノの身体がふわりと浮うく。

　そして、再び落下するが、サクラは再び風を巻き起こした。

　またふわりと浮いて、ふたりの身体は風に弄もてあそばれるように落ちていく。

　暗い底へ向けて、加速と減速を繰くり返して。

　それから少しして、暗くら闇やみの中で足が付いた。

　丁度、ビルの三十メートルほど上に小さくヒルトの姿が見える。

　一瞬、ロープを使って上がれないかと考えたが、イチノの持つロープは十二メートルほどだ。まったく足りない。

「下りました！　無事です！」

「わかりました。ご武運を」

　大きな声で伝えると、下を覗のぞいていたヒルトは部屋の奥にある通路へ去った。

　イチノはすぐに袋から松明たいまつを取り出す。勝手に火が灯り周囲が照らされ、僅わずかに辺りが見えるようになった。

　剝むき出しの土……というのは変わらないが、ところどころに成形した石らしき物が埋うまっている。

　崩落した通路の土とはまったく別の素材だ。

「……これどこかで見たような」

　サクラが不思議そうに呟つぶやく。

「俺は見たことないぞ。こんなダンジョンあったか？」

「うーん……。随ずい分ぶんと昔のことだと思うんだけど」

　丁度、広間になっており、奥には通路も見える。

「とりあえず、マッピングしながら進むか。一応、ダンジョンっぽいしな」

「う、うん。ダンジョン脱出アイテム使えないかな？」

　サクラが試してみるものの、アイテムは起動しなかった。

「ソウルアウトもできないな」

「あんまりやりたくないけど、自死してみる？」

「いや、やめておいた方がいい。連中は死ねば〈八咫烏〉のギルドホームの中に戻もどるだけと言っていた。ここまでそうかはわからないが、可能性がある以上やめておいた方が賢けん明めいだろう。どうにもできなくなった時の最後の手段だな」

　仕方なく、ふたりは通路へと進む。

　一本しかない道は明かりさえあれば迷うことなく進むことができた。

　奥に進んでも景色が変わることはなかったが、ここがダンジョンであることはわかる。ここは人の手が入っていない天然のダンジョンのようだった。

「こんな場所にダンジョンなんてあったか？」

〈八咫烏〉のこの日のギルドホームから入って地下へ降りて走りはしたが、それでも大した距きよ離りではない。

　地図とヤマトの座標を思い浮かべながら、イチノは首を捻ひねる。

　この辺りにダンジョンがあること自体が不自然と言えば不自然だ。

「うーん、ここまでは出かかってるんだけど……」

　サクラがモヤモヤしているようだった。

「ただ、ダンジョンだとすると、ちょっと変だな。アイテムもまったく落ちてないし、そもそも敵の気配がない」

　ダンジョンにアイテムや敵は付き物だ。

　そもそもゲームのダンジョンは攻こう略りやくされるためにある。

　ただ、罠もなく進むだけのダンジョンなど特とく殊しゆなイベント用のものでない限りは考えられない。

「やっぱり〈八咫烏〉が作ったものとか？」

「こんな形で作ってもなぁ……」

　ただ、

『〈八咫烏〉は運営が作った実験ギルドなのですよ』

　以前言っていたバルトロの台詞せりふ。

　彼がどこまで何をできるのかは不明だが、ダンジョンをひとつ作ることもできるのかもしれない。

　これも実験用の施し設せつという可能性もあった。

「何にせよ、進んでみないことにはな。そもそも、あのポイントがスタートってことはないだろうし、どっかに通じてるだろ」

「う、うん……」

　そして、確かめるように進んでいると、イチノたちは広間へと出た。奥まで三十メートルほどで、長方形が少し膨ふくらんだ形だ。

　ここの床ゆかは成形した石が並べられており、遺い跡せきダンジョンの内部にも見える。

　この広間で分ぶん岐きはしていないが、奥に進むための通路が見えた。

「やれやれ。いつまで続くのやら……」

　イチノが肩かたを竦すくめると──。

「ここで終わりです」

　少女の声に続き、ガコン、と何かが閉じる音。

　振ふり返った時には、広間の出入り口はすべて石で閉じられていた。戻ることも進むこともできない。

　声がした方を向くと、そこにはまるでダンジョンの奥に潜ひそむボスキャラのように、シオンが立っていた。

　その手に持つ剣、〈グラシオグラーヴォ〉が共鳴するかのように鳴いている。空気の凍こおる音が、微かすかに反はん響きようしながら響ひびいているのだ。

「シオン……」

「ここで、しばらく過ごしてください。ここから先は行かせません」

「………」

「もう私を倒たおす以外、ここの扉とびらは開きません。ダンジョンのボスと同じです」

　そう語るシオンに、サクラが反論する。

「プレイヤーがボスキャラクターになることはできないわ。これは単にそれを模したトラップよ」

「……サクラ、あなた」

「シオン。あなたはイチノの良心に縋すがってる。そう言えば、イチノは剣を向けないと思って」

　サクラの指し摘てきは図星だったのか、シオンは眦まなじりを吊つり上げた。

「……邪じや魔まを……しないで！」

「私は、イチノの戦友よ。その戦友の意に添そうわ。あなたは違ちがうの？」

「邪魔、しないでッ！」

　シオンは〈グラシオグラーヴォ〉を操あやつり、サクラへと襲おそいかかる。

　予想以上の攻こう撃げき速度でサクラは一瞬足を踏ふみ出すのが遅おくれた。

「はっ！」

　イチノの〈ワンサイドブレード〉の蒼あおい軌き跡せきが、甲かん高だかい音と共に氷の凶きよう刃じんを阻はばむ。

　相そう殺さいされ、お互たがいの攻撃判定が無効化された。

「サクラ。松明、持っててくれ」

　相手の了りよう解かいも得ずに松明を投げる。サクラはおっかなびっくりとした様子でそれを受け取った。

　松明が移って手が自由になったイチノは、警けい戒かいするようにシオンに向けて剣を構えながらサクラに呟く。

「お前の言う通り、このトラップはボスの閉じ込めるものとは違う。おそらく解除するための仕組みがあるはずだ。それを探してくれ」

「い、イチノは？」

「シオンを止めておく」

「だ、だったら、わたしが！」

「……お前の言う通り、俺は甘いのかもな。シオンだけは殺したくないんだよ。戦せん闘とう不能にしても拠きよ点てんに転送されるだけってわかっててもな」

　それを聞いて仕方なさそうに息をひとつ吐はいて、サクラは黙だまって頷うなずいた。

「わかったわ。まあ、そういうところがイチノよね」

「理解してくれて何よりだ」

　そして、サクラはトラップを解除するための仕し掛かけを探すべく駆かけ出す。

　おそらくは目立たないところに隠かくされているだろうと当たりをつけて、偽ぎ装そうをしやすそうな場所に視線を巡めぐらせながら、彼女は離はなれていった。

「余計なこと、しないでッ！」

　それをシオンが追いかけるが、すぐにイチノがその動きを妨ぼう害がいした。サクラへの動線を邪魔するように立ち塞ふさがる。

「悪いな、シオン。ここで少しの間、俺と殺陣たての真似まね事ごとでもしよう」

「イチノ、お願いッ！　ここに、留とどまって！」

「シオン……」

　必死に訴うつたえてくるシオン。その手に持つ剣けんは震ふるえ、表情も今にも泣き出しそうだ。

　その態度は〈八や咫た烏がらす〉に心から仕えているとは思えない。

　戦いたくないと顔に書かれているのに、彼女の行動は相反している。

「なんで、お前はそこにいるんだよ。どうして、俺に剣を向けている？　俺がいない間に、何があったんだ」

　シオンはかつての仲間だ。

　現ギルドリーダーにイチノが誘さそわれ、その数日後に彼女が来た。

　それからずっと、シオンとイチノはクエストで場数をこなしている。

　その間に信しん頼らいを築き上げてきたと思ってきた。

「イチノがいなかったからとかじゃない……。私はどういう形にせよ、彼らと道を共にしていたわ」

「どうして」

「そっちにしか道がないからよっ！」

　シオンは剣を握にぎり直す。見るからにその手には力がこもっていた。

　強く握ったところで、数値には反映されないことはわかっているだろうに、彼女の抑おさえきれない感情がそうさせているようだった。

「イチノ、退いて。ここから逃にがすわけにはいかないの！」

「……そっちにしか道がないなんて、曖あい昧まいな言葉で濁にごされても俺は納なつ得とくできない」

「お願い……！」

　一いつ拍ぱく置いて、イチノも諦あきらめたように剣を構えた。

「俺を止めるなら、一撃当ててみろ。それで俺は〈八咫烏〉の研究室へと送られることになる。バルトロは嬉き々きとしてレナと同じように人格を分ぶん割かつしてくるはずさ」

「イチノ！　お願いだから……」

「説得ができそうにないのであれば戦うしかないだろう。ただし、俺は防ぼう御ぎよに徹てつする。お前に攻撃はしない。お前を殺せば《メモリーフラグメント》を失う可能性もあるからな」

　懇こん願がんするような表情でシオンがイチノへと間を詰つめる。

　暗い洞どう窟くつの中、僅わずかな光が〈グラシオグラーヴォ〉の刀身を月つき影かげのように映し出した。三日月を想起させられる剣筋がイチノを襲う。

　イチノは薙なぐように一いつ閃せん。横から当て、攻撃を相殺した。

　もはや相殺されることがわかっていたシオンは、次の攻撃モーション動作に移っている。

〈グラシオグラーヴォ〉を床に突つき刺さした。

　すると、その刺した箇か所しよから氷が生まれる。シオンは突き刺さった剣をイチノに向かって振ると、氷は音を立てながらまるで波のようにイチノの足を捉とらえにかかる。氷の魔ま剣けん、〈グラシオグラーヴォ〉のスキルだ。

　イチノはそれを横に避よける。

　だが、地を走る氷の波はイチノをターゲッティング標的にしているかのように、目標に向かって角度を修正した。

「あなたにこれを使ったことはなかったはず……！」

　確かに冒ぼう険けん中、モンスター相手に使ったところを何度も見たことはあるが、実際に攻撃として向けられたのは初めてだ。

　シオンは床から剣を抜ぬき、さらに何度も突き刺しては剣を振り上げる。

　氷の波が幾いくつも生成され、すべてイチノへと向かった。

「剣から生成されたとはいえ、魔法ならこの手の対処はできるはずだな」

　イチノは一いつ旦たん、部屋の隅すみへと待たい避ひするように駆け出す。

　氷柱つららはビキビキ音を立て、床を削けずるようにしてイチノを追いかけた。

　氷の波の群れは直線軌き道どうとなって、その中心となるイチノの逃げ場を塞いだ。

　扇おうぎの形になって、氷がイチノを襲う。

「ホントに、キョウ様々だなっ！」

　氷がイチノに絡からみつこうかという瞬しゆん間かん、イチノは地に向かって剣を振った。

　氷の波を斬きり裂さくように蒼い軌跡が床に刻まれる。斬り裂かれた氷はその魔力を失ったかのように消えていった。

「魔法切断……！」

「普ふ通つうの剣だったらやられるだけだが、〈ヒヒイロカネ〉で作られてるからな」

　元々、サクラがユリとの戦いで見せた技わざだが、イチノも見て覚え、ヒルトに対して使っている。

〈アストラル・ガード〉でも防げるが、それでもＳＰスキルポイントはできる限り使わずに済ませたい。

「くっ！」

「自棄やけになった剣じゃ俺には届かないよ、シオン」

　もはや姿勢もフェイントも何もなく剣を振り回すシオンだったが、イチノはその攻撃を容よう赦しやなくすべて相殺した。

「なあ、シオン」

　殺陣を演じながら、イチノは問う。

「〈八咫烏〉にしか道はないのか？　俺に何かできることはないのか？」

　シオンは何も言わない。

　ただただ、悲ひ愴そうな顔を見せるだけだ。

　その剣先は彼女の感情を汲くみ取るように揺ゆれている。もはや、その剣に殺意など微み塵じんもない。

「これだっ！　イチノ、解けたよ！」

　そして、走り回っていたサクラがトラップを解除したらしい。どうやら部屋の隅にあったスイッチを剣で叩たたき斬ってオフにしたようだ。

　岩と岩が擦こすれ合う音を響かせて、扉が再び開き出す。

「……じゃあな、シオン。次会う時は……考え直してくれてると嬉うれしい」

「ま、待って！　イチノ……！　お願い、待って！」

　イチノは彼女をそのまま引き連れていきたい衝しよう動どうに駆られたが、すぐにその感傷を振り払はらった。

　彼女は恋に危害を加えた一派にいるのだ。

　それが、彼女に手を差し出すのを躊躇ためらわせる。

　イチノは振ふり切って彼女を置いて扉へと向かった。

　シオンはすでに気力を失ったのか、追いかけず床ゆかへとしゃがみ込む。

「シオン」

　その座り込むシオンにサクラが近寄る。

　サクラを見上げるシオンの表情にはおよそ活力というものがなく、死相が漂ただよっているようにも見えた。

「……あなたの印象は最悪だったけど、イチノのためなら共きよう闘とうもできると思ってた」

「………」

「言わなきゃ伝わらないことだってあるわ。何も言わずにわかってもらおうなんて甘いと思う。わたしから言えることはそれだけよ」

　そう言ってサクラはシオンに背を向けて、イチノを追いかける。

　後には動かないシオンだけがぽつりとその広間に残された。




　シオンを退け、しばらく奥へ進んでいるとこのダンジョンがほぼ袋ふくろ小路こうじであることがわかった。

「まだ巡ってないルートがあったか？」

「ううん。全部回ったと思う。後、あり得るとすれば隠し通路だけど……」

「その手のものを見つけるスキルは何ひとつ持ってないぞ。どうするかな……」

　回ってきたルートはすべて行き止まり。

　通ってきた道は僅かながら登る坂道になっており、上に近づいているのはわかったが、ここが限界だった。

「ダンジョンとしての体ていをなしてないんだよな、ここ」

「やっぱり〈八咫烏〉の手が入ってるんじゃ……」

「まだ開発の途と上じようなのかもしれない。どちらにしろ、脱だつ出しゆつ口こうはここ以外にはなさそうだ」

　そう言ってイチノはその壁かべを見上げる。

　壁というよりも、崖がけ崩くずれを起こした後のようだった。上の方から落ちたのであろう岩が床に積み重なっている。

　そして、上にはぽつんと通路らしき穴──出入り口も見えた。積み重なった岩の十メートルほど上の方にある。

「あそこまで上るしかないな」

「ど、どうやって？」

「幸い、ここまで坂道を登ってきたことで届きそうだし。崩れた後みたいな岩もあるし。ちょっと松明たいまつ持ってて」

　サクラに松明を手て渡わたし、イチノは袋ふくろから鉤かぎ爪づめのようなものと縄なわのロープを取り出した。

　鉤爪にロープを括くくり付けてぶんぶんと振り回す。

「ヒルトさんところじゃ距きよ離りが遠すぎて無理だったが、十メートルならギリギリ行けるはず……！」

　イチノは上に向かって投げつけた。

　だが、鉤爪は通路側の床に引っかかることなく落ちてきてしまう。

　失敗だ。

「やっぱり無理かな？」

「いや、ギリギリでいけると思う」

　イチノはもう一度、鉤爪を振り回して上空へと放ほうり投げた。

　今度は鉤爪が引っかかる。

　だが、少し力を入れて引っ張ると鉤爪はすぐに落ちてきてしまった。

「やれやれ。これじゃ意味がないな」

　三度目の正直。イチノはロープを投げる。

　鉤爪が引っかかり、落ちてこない。

　イチノが全体重を掛かけてぶら下がっても、鉤爪は落ちてこなかった。

「……よし」

　鉤爪はしっかりと食い込んだようで、これなら登っても問題はないだろうとイチノは判断した。

「よっ」

　ロープと、その壁を伝って上へと上がっていく。

　手慣れたようにひょいひょいと上がり、通路に辿たどり着いた。

　こちらの通路は奥へと広がっている。真っ暗なせいで、五メートル先も見えないが、松明を使えば問題はないだろう。

　イチノは下に向かって顔を出す。

「サクラ、そのロープを伝った登って来てくれ。松明はそこに置いてっていい。もうひとつあるしな」

「う、うん。鉤爪、ちゃんと引っかかってる？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「こういうの苦手なんだけどなあ……」

　少し不安そうにしながら、サクラはロープを握にぎって登ってくる。

　イチノはロープを念のために手で握ってサクラを待った。

「んっ、しょ……」

　拙つたない仕草で、少しずつ少しずつ。

　遅おそいことを自覚しているせいか、その表情には焦しよう燥そう感かんが募つのっていた。

「ゆっくりでいい。自分のできる範はん囲いで登ってこい。敵の気配もないしな」

「わ、わかった」

　それから頂上付近に手が届く距離になると、イチノはサクラに腕うでを差し出した。

「腕に摑つかまれ」

　サクラはおっかなびっくりとした様子でイチノの腕を摑む。

　腕を絡めるようにして、イチノもサクラの腕をがっしりと力強く握った。そして、後方に倒たおれ込みながらサクラを引っ張りあげる。

「よっ、と」

「あっ」

　引っ張りあげられたサクラは、イチノへと折り重なるようにして倒れこんだ。

　まるで抱だき合うようにして、ふたりは一息吐はく。

「大丈夫か？」

「う、うん。大丈夫。遅くなって、ごめんね」

「問題ないよ。遅くなってもなんとかなるだろ」

　イチノは立ち上がり、サクラに手を差し出す。

　その手をサクラはごく自然に握って、立ち上がった。

　それにふと気付き、サクラは頰ほおを染める。よくよく考えれば、今、抱き合ってはいなかっただろうか？　と、そんなことまで頭に浮うかんだ。

「なんだ？　なんで赤くなってるんだ」

「な、なんでもない……」

　消え入るような声を出して、彼女は照れくさそうに俯うつむいた。
















「ここは〈八や咫た烏がらす〉のホームっぽい雰ふん囲い気きだな」

　袋からもうひとつ松明を取り出して灯ともすと、その通路の様相が露あらわになる。

　剝むき出しの土を見て、〈八咫烏〉のギルドホームの中に戻もどってきたのだとわかった。

　幸いなことに、〈八咫烏〉のメンバーは誰だれもいなかったが、油断もできない。

「よし、行こう」

「うん」

　それからふたりは暗い通路を進む。

　丁度、人ふたり分ぐらいある通路だ。ただ、１８５センチを超こえるキャラメイクをしてる冒険者は腰こしをかがめる必要があるだろう。

「にしても、広いな。〈八咫烏〉のギルドホーム……どうなってんだ？」

「広いはずよ。かなり広域に張り巡めぐらされた地下通路。それが〈八咫烏〉のギルドホームだもの」

「なんじゃそりゃ」

「話によるとヤマトを中心にファルセリアまで延びてるみたいだし」

「呆あきれる広さだな。それで常に入り口だけ変えてたって寸法かよ」

〈八咫烏〉は毎日のようにギルドホームを変へん更こうしているという話をシオン扮ふんする紅葉もみじから教えてもらっている。

　だが、それがまさかすべて繫つながっているとは、イチノは思いもしなかった。

「そうみたい。入り口はほとんどヤマトの方にあるみたいだけど」

「やりたい放題だな……。それに何の意味があるのか知らんが」

「ヒルトさんは、何らかの施し設せつのためじゃないかしら、って言ってたけど」

「施設ねぇ……」

　そんな話をしつつ、方角だけ確かめて元いた方へ戻っていると数人の人ひと影かげがあった。

　一いつ瞬しゆん、敵かと警けい戒かいしたが、顔見知りなその人の顔を見て、ふたりはほっと安あん堵どの息を吐く。

「あら、イチノくん。戻ってこられたのね、よかったわ」

　ヒルトと、三名ほどのギルドメンバーだ。

「ようやく人を集めてふたりの捜そう索さくに行こうと思ってたのに、無む駄だが省けましたわね」

「ご心配おかけしました」

「いえ、私たちが開けた出口はもうすぐ近くだから。早く行きましょう」

　ヒルトたちが先導し、イチノたちがそれに付いていく。

　五分もしないうちに出入り口に到とう着ちやくし、そこから外へと出た。

　もうすでに夜の帳とばりは下りており空は暗い。星々の瞬またたきは不気味なほど綺き麗れいで雲ひとつなかった。夜風が少しばかり身に染しみる。サーモスタット温度自動調整システムが働いているはずなのだが、妙みように肌はだ寒ざむさをイチノは感じていた。

　サクラも腕で身体からだを抱だいて寒さを凌しのいでいる。

「よいっしょ……！」

　お付きのギルドメンバーたちがその出入り口を埋うめて偽ぎ装そうした。

　鉄の棒を刺さして何やらやっている。おそらくは魔ま法ほうだろうと、イチノは見ているが原理はわからない。

「〈八咫烏〉は自分たちのギルドホームすら把は握あくしていないのは本当でしたのね」

「どういうことですか？」

　ヒルトの独り言に耳みみ聡ざとくイチノが反応する。

「〈八咫烏〉はユビキタス──代表もおらず、それぞれが目的のために動く。これが〈八咫烏〉の実体、といえば実体ね。共通点としては運営の要望を満たす者ということのみですわね」

「じゃあ、自分たちのギルドメンバーすら把握できてないってことですか？」

「そういうことになりますわね。自身の部下ぐらいは把握してるでしょうけど。それが私たちの調査結果ですわ」

　そこでふとヒルトが気付いたように顔を上げる。

「あら。もうこんな時間だわ。三人とももうソウルアウトしていいですわよ」

　その言葉に三人のギルドメンバーたちが、それぞれ了りよう解かいの言葉を言ってソウルアウトしようする。

　だが──。

　ソウルアウトをしなかった。

　いや、それらしい行動はしているのだ。緊きん急きゆう用に存在するホログラフィのインターフェースを出し、ソウルアウトシステムまで使っている。

　それでも彼女たちがこの世界から消えることはなかった。

「……ソウルアウト事故？　そんな馬ば鹿かな」

　ヒルトもソウルアウト処理を行う。

　だが、ヒルトの表情は曇くもった。

「本当にできませんわね」

　イチノとサクラもやろうとしたができない。こんなことは〈アストラル・イノベーター〉では初めてのことだった。

　ヒルトは通信石を取り出して、何処どこかに連れん絡らくを取る。

「誰か。そっちにソウルアウトできる人はいる？　街の様子は？」

　通信石に語りかけた後、その石を耳に当てた。

　その表情は見る見るうちに曇っていく。

「全員、ソウルアウトできないですって……？　混乱してる……当然でしょうね」

　そこから異変はさらに続いた。

「うっ……」

「ちょ、ちょっとミリカ。大丈夫？」

「あ、う……。だ、大丈夫。ちょっと気持ち悪いだけ……」

　三人の内、ひとりの顔色が紫むらさき色いろへと変化する。

　典型的なゲーム酔よいの表情だ。

　だが、こんな事態になっても強制的にソウルアウトがかからなかった。身体の異常を検出した時や、ソウルインから八時間後、保険用の様々なソウルアウト処理があるはずだが、それが一向に実行されない。

「ヒルトさん、ファルセリアに戻りましょう」

「ええ。嫌いやな予感しかしないわ。ミリカ、少々我が慢まんしててね。エラ、負ぶってあげて」

　ヒルトは〈アリアドネの結けつ晶しよう〉を取り出し、行き先を告げる。

「ファルセリアへ」




　ファルセリアの街は恐きよう慌こうに陥おちいっていた。

「お、おい！　何でソウルアウトできねぇんだよ！」「運営は何をしてるんだ？」「こんなこと、起こったことなかったのに？」「バグってやつ？」「噓うそだろ、冗じよう談だんだろ」「誰か！　ゲーム酔いの対処法を……！」「お前、どんどん顔色、悪くなってっぞ！」

　当然だろう。何しろソウルアウトができないのだ。

　本来の世界、現実に戻れない。如何いかにここが現実のような世界とはいえ、そこには恐きよう怖ふしかないだろう。

　海外でひとり置いてきぼりにされたような不安が、少しずつ帰れないという絶望へと変質していく。

　そして、迫せまり来るゲーム酔いの症しよう状じよう。

　すでに何人かの冒険者たちは倒れ込むようにして街中に横たわっていた。

　イチノたちは急ぎ〈ゴスペル・クァイア〉のギルドホームへ向かう。篝かがり火びがそこら中で焚たかれる中、先を急いだ。

「ヒルトさん。これを」

　戻ってきたヒルトに、挨あい拶さつも抜ぬきにサブリーダーが何かを手て渡わたした。

「これは……ゲーム酔いを起こした者のレベル？」

「念のためソウルインしてから八時間以上経過している冒険者と、ゲーム酔いを起こしている冒険者を調べておきました。このファルセリアだけじゃありません。どの街も同じで、午後七時二十八分以降、誰もソウルアウトできていません」

　イチノもそのデータを横から覗のぞき込んだ。

　レベルの低い者からゲーム酔いを起こしている。

　レベルの高い者は比ひ較かく的てき無事である者が多かった。

　ただ、絶対的な基準ではない。

　レベルの低い者でもゲーム酔いを起こしていない者もいるし、レベルの高い者でもゲーム酔いを起こしている者もいる。

　だが、比較をすれば一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　レベルの高い者──特にレベル45以上のプレイヤーは半数以上がゲーム酔いを起こしていない。

「これが、レベルが上がったことによる恩おん恵けい……？」

　サクラが不安そうにぽつりと呟つぶやく。

　ゲーム酔いを起こさなくなっている身体。それは先天的な体質によるものも大きいだろう。

「少しずつ、俺たちの身体が慣れてるんだ」

　ただ、確実なのは。

　高レベル者はデジタルへの慣れを得つつあるということだった。








■第二章









〈アストラル・イノベーター〉の世界ゲームの中で、冒険者プレイヤーたちは大混乱に陥っていた。

　ソウルアウトできない。運営に連絡が付かない。

　その上、ゲーム酔いは容よう赦しやなく襲おそってくる。

　今はまだ大だい丈じよう夫ぶでも、いずれはそれに冒おかされるかもしれないのだ。これで不安にならないわけがない。

　今も冒険者たちは暴れる者、放心して動けなくなっている者、笑い続ける者等々、非常に凄すさまじいことになっていた。

　それでもまだ無事な〈ゴスペル・クァイア〉のメンバーたちが落ち着かせようと奮ふん闘とうしている。ヒルトはその陣じん頭とう指し揮きを執とっていた。

　外と繫つながる手段は、運営を通す以外にない。その運営と繫がらないのであれば、内側のトラブルに対応するしかない。

「ヒルトさん、運営とは？」

「まったく応じませんわね。予想していたことでしたが」

　イチノが尋たずねると、ヒルトは爪つめを嚙かんで不快感を露あらわにする。

　普ふ段だんから優ゆう雅がに振ふる舞まう彼女にしては珍めずらしい仕草だった。

「ヒルトさんが焦あせるって珍しいですね」

「対処法がありませんからね。主導権が向こうにありますし……。殺されるようなことはないでしょうけど」

　そこでイチノの隣となりにいたサクラが不安そうに問う。

「ここでの死が、現実の死になるとか？」

「わたくしたちがつけてるウェアラブルコンピュータにそんな機能はないですわ。……ただ、サーバーとのやり取りの中で、植物人間のような状態になることはあり得るかも。原理的に。いえ、植物人間というのは違ちがいますわね。冷れい凍とう人間とか仮死人間という感じかしら……」

　妹の恋れんがそうなっているイチノは、それを否定することができなかった。

　運営はどういう形であれ、冒険者を冷凍人間に持っていくことが可能なのだ。

「あくまで可能性ですけど。それに現時点ではそうはならないようですわね」

　そう言ってヒルトが街の中央にある噴ふん水すいを指さす。

　そこからは戦せん闘とう不能になったであろう冒険者たちが、続々とこの街へ転送されていた。

「もっとも、今は……としか言いようがありませんのですけど」

「……予断を許さない、ってやつですか」

　レナとて、ダンジョンでやられた時に人格分ぶん割かつをするための研究室に転送されたはずだ。

〈八や咫た烏がらす〉のギルドホームで死んでも研究室に転送されるという。制限はあるとはいえ、死んだ際に研究室へと送る手段はあるということだ。

　イチノたちとの会話を終えたヒルトは陣頭指揮へと戻もどる。

　今もまだ街中ではゲーム酔いで倒たおれている者が続出していた。

　装備品から見るに、おそらくはまだ低レベルで初心者なのだろう。仲間に支えられながら、必死に大丈夫と言い繕つくろっていた。

「……しまった！」

　イチノはそんな光景を見て、ふたりの姿が脳のう裏りを過よぎる。

　失念していた。

　レベルが低い者がゲーム酔いに陥りやすいという先さき程ほどの情報。そこから、すぐに身近な存在に繫げることができなかった。

　なぜ、すぐに思い出せなかったのか、強い後こう悔かいの念が浮うかぶ。

　気付けばイチノの足は、真っ先に思い当たる場所へ駆かけていた。

「い、イチノ！　どうしたの！」

　慌あわててサクラもついてくる。

　イチノは何も言わずにファルセリアを十字に貫つらぬく大通りを走り、混乱する冒険者たちの中を抜けて目的地へと向かう。

　そして、ひとつの大きな建物の前へと到とう着ちやくした。三階建ての木造。扉とびらの上の看板には『雲雀ひばり工こう房ぼう』と書かれていた。

「ひばりさん！」

　扉を開けてすぐに中へと入る。

　食堂側の方にもテーブルで項うな垂だれている冒険者が多数いた。ゲーム酔いを起こした冒険者たちだろう。

　そして、何よりも作業台付近に、まだ無事な冒険者たちが集まっている。

　そこでまごついていた冒険者たちが突とつ然ぜん入ってきたイチノを一いつ斉せいに見た。

「お、おう、イチノか……」「ひばりさんが倒れてるんだ」「呼吸が辛つらそうでよ……」「他ほかにもガンガン倒れてるんだぜ……」「俺もあと少しで八時間だ。やだなぁ……」

　冒険者たちの中央に、花はな柄がらの和服を着た少女が倒れている。

　イチノとサクラはすぐにひばりに駆け寄った。

「ひばりさん！　大丈夫ですか!?」

「…………………………あ、イチノさん？　あはは」

「いや、喋しやべらなくていい。辛いなら黙だまっててくれ」

　ひばりのレベルは28。

　今日は闘とう技ぎ大会の実じつ況きようまでやって、八時間はとうに過ぎている。

　完全にゲーム酔よいの症状に冒されていた。その表情は青白く、もはや病的なほどになっている。

「すいません。お役に立つことができそうもなくて……。これから冒険に出るのでしょう？」

「い、いや……」

「違いましたか？　そういう顔をしてましたので……。変なことを言ってすいません」

　いつもは明るいひばりの笑え顔がおが痛々しい。

　その声も力なく、今にも消え入りそうだった。

「寝ねててくれ。あと、ひばりさん。言うの遅おくれたけど、腕うで輪わ、すごく役に立った。ありがとう」
















「そう、ですか。イチノさんの、役に、立てて何よりです……」

　辛そうな表情で苦しそうに呼吸をしている。

　たとえ、このまま長く放置されても身体からだには影えい響きようが出ないかもしれない。

　だが、彼女が苦しがっていることには変わりなかった。その苦しみは、間違いなく脳に記き憶おくされてしまうだろう。

「くそ……」

　今、イチノにできることは何もなかった。

　それにレベルが低いのは、何も彼女だけではない。

「サクラ。ちょっと、ひばりさんの傍そばにいてくれ」

「ど、どこに行くの？」

「キョウの安否を確かめに行く。すぐに戻る」

　そう言ってイチノは雲雀工房を出た。

　大通りを通って、キョウの鍛冶かじ屋やへ向かう。

　イチノの表情は晴れず、嫌いやな予感しかしていない。

　キョウのレベルは41。高レベル帯と言えるが、今の段階で比ひ較かく的てき安全となるボーダーはレベル45以降だ。

　キョウもこの日はずっとソウルインしているはずだった。リミットはもうかなり前に過ぎている。

「無事でいてくれ……！　あるいは、ソウルアウトしててくれ……！」

　街の南にある外がい壁へき近くまで入り、そこから小さな家が混在する細い裏道を通ってキョウの鍛冶屋へと向かった。

　Ｃｌｏｓｅｄになっている札を無視して、鍛冶屋の扉を開ける。

　中は暗く明かりが灯ともされていないが、微かすかに人の気配があった。

　いつもキョウが使う鍛冶の作業スペース。そこに、小こ柄がらな身体が横たわっていた。

　薄うす着ぎの布の服に、簡素なズボン。普段と同じ鍛冶の時の作業着を着ている。間違いなくキョウだった。

「キョウ！」

「……い、イチノか。すまない、今、君とやり取りできる余よ裕ゆうがない」

「ゲーム酔いだな？」

　その言葉にキョウはゆっくりと頷うなずくだけだ。

　その表情は暗くてよく見えないが、息いき遣づかいも荒あらく、彼女が異常であることはすぐにわかった。

「ああ……。突然、ソウルアウトできなくなって……」

「わかった。もう喋らなくていい。すまなかった」

　イチノはキョウの身体を抱かかえた。

　背中と膝ひざの裏に手を回して持ち上げる。

　中ちゆう途と半はん端ぱに閉まろうとしていた扉を蹴けって外へ出た。

「はは。君にこの姿でお姫ひめ様抱だっこされるなんてね」

「黙ってろ。そんな場合じゃない」

　少しだけ唇くちびるを嚙みながらイチノが続ける。

「こんな状じよう況きようでも俺はお前に何もできない。お前は俺のために剣けんを作ってくれたり、必死に奔ほん走そうしてくれたのに……。ごめんな……」

「君に……見返りを求めたりしないよ、ボクは。こうして、ボクのために必死になっている姿を見るだけで嬉うれしくなるしね」

「……ひとまず、皆みんなのいる雲雀工房にいてくれ。俺が必ず何とかする」

　キョウは頼たのもしそうに小さく頷うなずいた。

　雲雀工房に戻ったイチノは、キョウを自分の部屋に運び、ベッドの上に横たえる。

　ひばりの方も、すでにサクラが彼女の部屋に運んで同じように寝かせていた。

　床ゆかに寝ているよりは柔やわらかい感かん触しよくの方がいいだろう。ゲーム酔いの症しよう状じように対しては、完全に気休めでしかないが。

　ひばりもキョウも、顔色があまりにも悪すぎる。

　食堂で突つっ伏ぷしている冒険者たちも今にも死にそうだ。その上、先程よりも突っ伏している人数が多くなっている。

　八時間が過ぎて、ゲーム酔いに冒おかされる冒険者たちが次々と現れていた。

「くそっ……」

　何もできない事態に、焦しよう燥そう感かんが募つのる。

　運営と〈八咫烏〉が何かをしているのは間違いない。

　だが、現時点でイチノたちに何ができるわけでもないのだ。

　雲雀工房を出て、何か進展はないかヒルトのいる場所へと向かう。

「イチノー！」

「イチノさーん！」

　その途と中ちゆう、遠くでイチノを呼ぶ声がふたつ響ひびいた。

　そちらを見ると、小さな身体でぶんぶんと手を振ふっているのがひとり。装備もいつものようにソーサラー用の装備と変わらない。

　もうひとりも普ふ段だんと同じ法衣を着込んでいるプリーストのカレンだ。珍めずらしい組み合わせだった。

　ふたりは一いつ緒しよにイチノたちへと近づいてくる。

「イチノたち、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「イチノさんもサクラさんも無事みたいですね」

　イチノたちの顔色を見て、安心した表情を浮かべるふたり。

　ふたりを見て、イチノもまた安あん堵どした。

「ユリもカレンも、ゲーム酔い大丈夫か？」

「う、うん。凄すごいことになってるんだけど……。明日あしたの宿題あるのに、バグとか勘かん弁べんして欲しいってのよ」

　ユリは不安そうに肩かたを落とす。

　まだ事態を完全に把は握あくしていないのか、まだ楽観的なところが見えた。

「カレンも大丈夫です。まだ特に異常はないですね」

　カレンは元々、ＮＰＣかどうかわからない上に二十四時間ソウルインしている姿も見られている。

　だが、周囲でゲーム酔いを起こしている冒険者たちを心配そうに見ていた。

「ゲーム酔いは、回復魔ま法ほうで回復できないんですよね……」

　そして、プリーストらしい労いたわりを口にする。

「というか、何でふたり一緒にいるんだ？」

「いえ、先さき程ほど、ちょっと偶ぐう然ぜんばったりと」

「ホントはソウルアウトしようと思ったんだけどね。できなかったから、事情を知ってそうなヒルトのところに行こうと思って、そしたらすぐそこで」

　ユリは闘技大会が終わってから、使った道具を補ほ充じゆうするべく街で買い物をしていたらしい。

　それから街が混乱していることがわかり、外に出たところでカレンと会ったということだ。

「ユリとサクラは、八時間を超こえてログインしたことは？」

　イチノはユリ、そして傍にいたサクラに尋たずねる。カレンだけは以前に聞いた話では二十四時間ソウルインしている例外なので外した。

「最初の方はあったかな。もう絶対に嫌だったから、アラームで強制的にソウルアウトするようにしたけど」

　最初にそう答えたのはサクラだ。

「あたしも同じ。入って最初の頃ころ、一回だけやらかして、もう二度と八時間以上はしなかったな」

　ゲーム酔いの症状は時間が経たてば経つほどかなり酷ひどくなる。一度、味わったら二度と味わいたくないと思うほど、その気持ち悪さは強きよう烈れつだ。

　レベルが低いころはまだ身体がデジタルに慣れておらず、ひどいゲーム酔いを味わったのだろう。

　そして、アラームをつけて、八時間で強制ソウルアウトすることで、自身が八時間を超えても大丈夫になったと知覚できないでいたのかもしれない。

　すべては推測だが、エリゼのことを考えればあり得ない話ではない。

「ふたりはレベルが上がって慣れてるのか……？」

　サクラは現在、レベル52。ユリはレベル49。

　高レベル帯で、おそらく〈アストラル・イノベーター〉にいる上位五パーセントに入るだろう。

　レベルが上がることで、ゲーム酔いまでの時間が延びている可能性は大いにあった。

　だが、イチノはレベル１。

「俺もだ。ここ二年はゲーム酔いそのものを味わってない」

　もうイチノもサクラも、そしてユリもあの闘とう技ぎ大会を経へて、八時間を過ぎている。

　しかし、未いまだにイチノにゲーム酔よいの起こる気配はない。

　イチノはレベルが上がっていないにも拘かかわらずだ。

　だが、システム的に経験値を入れていなくても、データとしては裏で加算されているという。

　だとすると、むしろレベルよりも経験値そのものが『デジタルへの順応』なのかもしれないとイチノは考え始める。

　何しろ、経験値の計算に入っている補正が『デジタルへの順応』なのだから。

「……イチノ」

　そこにもうひとり来客が来る。

　こんな時でも変わらず、陰かげから彼は現れた。

「アレス、お前も無事か」

「……まあな。レベルが40以下だから危険かとも観念していたが、今のところは問題がない」

　ヒルトに見せてもらったデータの中には、レベルが低くともゲーム酔いを発はつ症しようしていない者はいた。

　だとすれば、アレスはそのレアケースに属しているのだろう。デジタルに順応できる先天的な資質を持っているのかもしれない。

「……そんなことよりも、オレはこれを渡わたしに来た」

　そう言ってアレスが差し出してきたのは、妙みような石だった。

　以前、ヒルトに渡された通信石のようだが、色が違ちがっている。

「……特とく殊しゆな通信石だ。あの女に渡された」

「あの女……って、ああ、プリシラか」

「……この一連の事件が起きる前に奴やつはソウルアウトしている。運のいい奴だが、ソウルアウト間ま際ぎわに『念のため』とこれを渡してきた。せいぜい有効に使え」

　言うだけ言って彼は、次にヒルトへと足を向けた。

　何かしらの依い頼らいを請うけ負っているようで、彼女と会話をし始めている。

「どれどれ……」

　イチノが通信石を耳に当てると、ノイズ混じりで何かが聞こえてくる。

『もしもし、聞こえる？』

　少し幼い少女の声。紛まぎれもなくプリシラの声だった。

「プリシラか。ソウルアウトしてて何よりだ」

『サンクス。ラッキーだったけど、そっちはアンラッキーみたいだね』

「まあ、これ以上ないぐらいな。というか、外との連れん絡らく用の通信石かよ、これ」

『もうチートだのインチキだの何だのと言ってられない状況っぽかったからね。でも、向こうが先に仕し掛かけてきたんだから、この程度はやらせてもらわないと。逆に言えば、今はこの程度しかできないってことだけど……』

　石から聞こえてくるプリシラの声には、悔くやしさが滲にじんでいる。

　彼女は本気で怒おこっているようだった。

「そっちでももう話題になってるのか？」

　そうイチノが尋ねると、プリシラは心苦しそうに唸うなる。

『まだ大規模障害が起こってるってぐらいね。昔も別のゲームとかでこういう事態はあったからか、特にそこまで大おお騒さわぎになってない。あの時も結局何も起こってないっしょ？　後こう遺い症しようもなかったし』

　以前、別のゲームではあるが、そういったデジタルの中に閉じ込められるという障害は数回起こっている。

　もっともそれで大規模な事故は起こらず、ただデジタルの中に閉じ込められるだけだった。

　約一時間という短い時間だ。

　死人が出たわけでもないし、障害が残ったということもない。

　黎れい明めい期きこそ大きな騒ぎにもなったし、取り沙ざ汰たされることもあったが、今では稀まれに起こりうる現象として捉とらえられている。

　ニュースでも閉じ込められた人は、恐きよう怖ふは感じなかったと言っていた。

　それは偏ひとえに、その世界が現実世界と同じような世界だったからというのが、要因のひとつとしてあるだろう。また、その時は運営スタッフが絶えず情報を伝えて、プレイヤーを安心させていたという。

　ただ、今回、それと違うのは運営の話がまったく聞けないということだ。これでは恐怖が広がるばかりのはず。

『運営が意図的にやってるってのは、そっちももう把握してる？』

「俺たちはなんとなく。他ほかの冒険者たちはわけがわからないだろうな。そっち経由で警察にたれ込むとかできないのか？」

『残念なお知らせになるけど、もうやってる。でも、動かないね。ポリスが運営の方に確かく認にんのために連絡を取ってるぐらいで。運営はすぐに修復する、って程度のことしか言ってない。仁じん曰いわく、運営の内部でも相当な混乱が起こってるみたいだけど……』

「……こっちはゲーム酔いしてる冒険者が多くてヤバいんだが」

『運営は数時間程度じゃ解除しそうにないんだよね。このままじゃデジタルの不適性者の精神がやられてしまうかもしれない……ファック』

「女の子があんまり不適切な言葉を軽々しく口走るもんじゃない」

『……ごめんね、イチノ』

　すると、プリシラは弱々しく謝罪した。

「いや、そんな殊しゆ勝しように謝る必要は……」

『そうじゃない。プリシラは全プレイヤーに謝らなきゃいけない。結局、プリシラが会社を放置して、自分勝手に研究なんかやってたから、部下たちが馬ば鹿かな考えを持つようになった……。親友もそれが原因で会社を辞やめていったんだと思う。結局の火種は、プリシラにあるんだよ』

「馬鹿言うな。悪いのはいつだって、悪意を持って事をなす奴だ。プリシラ、お前は悪くない」

『でも、プリシラがアストラル・コンバーターなんて作らなかったら……』

「素す晴ばらしい技術じゃないか。そのおかげで人とデジタルの繫つながりは何年進んだと思う？　何度も言うが、お前は悪くない。馬鹿なことに使う連中が、悪い」

『イチノ……』

「プリシラ。お前なら何かできないか？　この状じよう況きようを。せめてゲーム酔いを起こしてる冒険者だけでも……」

『できること、か……』

　向こう側で苦く慮りよする様子がわかる。

　少しして、プリシラは思い付いたようでイチノへ要望を伝えた。

『イチノ。ゲーム酔いした人、全員を教会とかに集めてもらえる？』

「何する気だ？」

『デジタル信号の行き来を止めることはできないけど、そこだけデジタル信号の行き来を最小限に抑おさえる』

「……わかりやすく言ってくれ」

『そっちとこっちで行動するために行き来してるデジタル信号が脳に負担を掛かけてるわけだからね。デジタル信号の行き来を遅おくらせるんだ。もっと言えば、その空間だけ時間を遅おそくするようなもんだよ。行き来してる信号を止めることはできないけど、そこに集中的にあり得ないほどのダミーデータで負荷を掛ければ遅くなる』

「わかった。じゃあ、教会に集めればいいのか？」

『うん。よろしく。それと、イチノ』

「あん？」

『ありがとう。慰なぐさめてくれてさ』

「慰めてなんてないよ。俺は自分の思ったことを言っただけだ」

　プリシラとの会話を終えたイチノたちは、すぐにヒルトがいる場所へ向かった。

「ヒルトさん。ちょっと協力してもらえますか？」

「え？」

　イチノに呼ばれたヒルトは首を傾かしげながらイチノの話を聞く。

　プリシラの話を搔かい摘つまんで伝えた。

「まさかアストラル・コンバーターを作ったカーリン氏と仲がいいなんて、イチノ君、本当に手が早いわね」

「こんな時に冗じよう談だん言ってる場合ですか！」

「こんな時だからよ。焦あせっても仕方ないのだから、余よ裕ゆうを持って行動しないと。ゲーム酔いを起こしてる人には悪いけど、百パーセントのパフォーマンスを出すには普ふ段だん通りを心がけないとね」

　微笑ほほえみながら言うヒルトに、イチノは毒気を抜ぬかれた。

「わたくしは、カーリン氏に会ったことはないけど、信じていいのね？」

「はい」

「わかりました。イチノ君がそう言うなら信じましょう」

　すると、ヒルトは周囲に向かって号令を掛けた。

「全員、集合！　伝達事じ項こうがあります」

　それからすぐにギルドメンバーたちに、ゲーム酔いを起こしている者たちを教会に集めよ、という指令が下された。

　ギルドメンバーが手際よく自分たちのエリアを決めて散っていき、その号令は街中へと伝達される。

　それはアマツマウラやピストレイアら、五大街以外の小さな街も含ふくめてすべてに伝わった。

「教会ならすべての街にありますからね。許容量も桁けた外はずれですから、街の住人たち全員でも入るでしょう。今、〈アマツマウラ〉を始めとする他のギルドにも協力を募つのって、教会へ集めさせてます」

　ヒルトがそう説明すると、メンバーのひとりが意見を述べる。

「おそらく街の外やフィールド、ダンジョンで倒たおれている者もいると思うのですが……」

「少しでもいいわ。ゲーム酔よいを起こしていない人は外にいるであろう冒険者を探して。雲を摑つかむような要望ですがお願いします。おそらく街から離はなれれば、アクティブモンスターも増えるし、倒れている冒険者は戦せん闘とう不能にされて、こちらに転送されてくると思うのですけど……」

　ヒルトが矢や継つぎ早に指揮を出す間、イチノたちも行動を起こす。

　ひばりとキョウを雲雀工房から教会へ移さなくてはならない。

　雲雀工房からひばりの身体からだを抱だき上げて、教会へ向かう。キョウはサクラが負ぶっていた。食堂で突つっ伏ぷしていた冒険者たちもまた、雲雀工房の常連冒険者たちが運んでいく。

「………」

　ひばりはもう起き上がる力も、話をする気力もないらしい。

　イチノは申し訳なさそうな表情を浮うかべて教会へと急いだ。

『そうだ。ゲーム酔いを起こした人に、意識をしっかり持ってって声を掛けてあげて』

「どういうことだ？」

『ゲーム酔いの苦しさは、意志の力で治る……って言うと胡う散さん臭くさいけど、それに近いことは起こるんだよ。苦しさの生み出す信号が、別の意志で追いやられるんだ。ゲーム酔いだけに限らないけど、揺ゆるぎない意志の力でその手のデジタル信号を追いやることは可能だよ、理論上ね』

　それを聞いたイチノは、抱き上げているひばりに声を掛ける。

「頑がん張ばってくれ、ひばりさん。きっと、なんとかしてみせるから」

「………」

　ひばりは声を出せない。

　しかし、少しだけ。少しだけ笑った気がした。

「奥に詰つめて！」「急げ急げー！」「こっちまだ空いてる！」「寝ねかせるならこっちに！」

　教会に到とう着ちやくすると〈ゴスペル・クァイア〉のギルドメンバーたちが的確な指示を出しながら、次々とゲーム酔いを起こした者たちを寝かせていた。

　どこから調達してきたのか、大量の布ふ団とんも用意されており、しっかりとしたケアもされている。

　イチノたちもひばりとキョウを寝かせて外に出た。

　そして、ファルセリアで瞬またたく間にゲーム酔いを起こした冒険者たちが、すべて教会の中へと入った。

「プリシラ。終わったぞ」

　イチノが外部通信石に向けて伝える。

『了りよう解かい。健常者は全員出てる？』

「ああ。もう全員、出てる」

『オッケー。じゃあ、行くよ』

　教会の扉とびらが開け放たれたまま、それは実行された。

　一見すると何も変わったようには見えない。

　だが、よく見れば教会の中で寝ている者たちの呼吸運動が異様なほど遅くなっていた。深呼吸よりも遥はるかに遅い。

『これで苦しみを感じる時間は少しばかり短くなると思うよ。彼らの時間は遅くなってるはずだから』

　その言葉にイチノは少しだけホッとする。

「なあ、少し気になっているんだが、なぜここに来てレベル45以上の半数がゲーム酔いをしなくなってるんだ？　エリゼのようにレベル70を超こえたら、八時間制限を解かれるのかと思っていたんだが……。それにレベルが低い冒険者でも無事な奴やつは無事だ」

『〈アストラル・イノベーター〉はシステム的に八時間以上入った冒険者に、ゲーム酔いのエミュレートをしていた。で、今はエミュレートを切って本当のゲーム酔いを起こしてるんだよ。本来はレベル70になったら、そのシステムを切るはずだったんじゃないかな？』

「じゃあ、今ゲーム酔いを起こしていないのは適性がある、ってことか？」

『平均よりは、だね。何かしら十二時間経たてばゲーム酔いが襲おそってくることもあり得る。もちろん、二十四時間いけるという可能性もあるけど。デジタルへの適性も高ければ補正もあって、レベルが高くなるわけだし』

「じゃあ、レベルが低くてもまだ無事な冒険者も同じか？」

『そうだね。適性はあると思うし、中には年ねん齢れいの低い人もいるんじゃないかな』

「年齢が低いこと？　それに関係があるのか」

『小学生以下はデジタルへの適性が元々高いって、研究結果は一応出てるんだよ。デジタルへの適性は何もしなければ、年齢を経へるごとに衰おとろえていくんだ。今みたいにデジタルの中に入っていれば落ちないけどね』

　プリシラとそんな会話をしていると、他ほかの街でも教会に入れ終わったという話が流れてくる。

「プリシラ、他の街も終わったらしい。どうすればいい？」

『終わった街から名前を伝えてもらえば、こっちでやれる』

「わかった。だが……」

　このままでは何も変わらない。

　ゲーム酔いの応急処置を施ほどこしただけで、冒険者たちは未いまだに現実へ戻もどることはできないのだ。

「この状況を打開する術はないのか？」

『現状でできるのはこれぐらい。もう少しいい機材があればサーバーをハックできるけど、さすがに向こうもセキュリティがしっかりしてる。今、仁に機材の調達をお願いしてるけど、ソウルアウトさせるにはまだまだ時間がかかる』

「くそ。向こうの思う壺つぼか」

　イチノが歯は嚙がみする。

　だが、プリシラは少し違ちがう意見を持っていた。

『ううん。この事態は向こうにとってはやむを得ない処置のはず』

「どういうことだ？」

『そもそも、こんなことをして、〈八や咫た烏がらす〉に何の得があるの？　向こうはこんなことをする必要が本来はないのよ』

「こうなった時点でその疑問は感じていたが……」

　思い出せ。

　何かがイチノの頭の中に引っかかる。

「そうだ。連中は焦っていた」

　人類のため。未来のため。地球の危機。

　そんなことを言ってはいたが、そこではない。

『もうすぐ法案が提出されるのですよ』

　そんなシオンの言葉を思い出す。

　だが、だからと言って冒険者全員をソウルアウトさせない理由は何だ？

『このままソウルアウトさせるとマズい人物が出てきたんじゃないかな。このスキャンダルよりも、出したらもっとヤバい人』

　プリシラがそう言うが、見当がつかない。

「誰だれだよ」

『わからない。案外、イチノなんじゃないの？』

「冗談よしてくれ。俺は何もしていないぞ」

　あるいは、自身の知る情報を外に漏もらされたくないのか？

　そう考えるものの、イチノの知る情報はプリシラたちによってもたらされたものだ。

　であれば、プリシラや仁の方を狙ねらうだろう。

『ほら、法案がそろそろ通過するから。例えば、イチノが〈八咫烏〉から何か変なもの盗ぬすんできたとか？』

「俺は何も盗んじゃいないぞ。ただ逃にげてきただけだ」

『現状、法案はこのまま行けばおそらく通るって見通しだけど、何かスキャンダルがあれば、一発でアウトだろうね』

「まさにこれがスキャンダルじゃないか」

『この程度は、彼らにとって大したスキャンダルに入らないってことだろうね』

　確かにデジタル世界に閉じ込められるというのは、今までにもあったことだ。

　責任問題程度はあり得るだろうが、死者でもでない限り、ニュースにはなってもスキャンダルにはならないだろう。

『恐おそらくは、もっとヤバいタネがあるはずだよ』

「ヤバいタネって……。ちなみにひとつ聞くが、法案が通ったらどうなる？」

『わからないね。ただ……間違いなくデジタルイミグラント政策のために、さらに事態は混迷を極きわめるかもしれない。そして、そのために〈アストラル・イノベーター〉はさらに利用されるはず』

「冗じよう談だんじゃない……！」

　父親が作った魂たましいのゲームを、そんなことに使われるなどあり得ない。許せない。

　イチノは強く拳こぶしを握にぎる。

『おそらくはゲーム酔いをどうにかする手段を構築するはずだよ』

「ゲーム酔いか……」

『デジタルイミグラントで一番ネックになっているのは、ゲーム酔いだからね。こんな症しよう状じようがあったんじゃ、デジタル世界で生きることなんてできやしない。そのために今までプレイヤーにレベルアップという手段で教きよう唆さしてた』

〈アストラル・イノベーター〉には、ひとつの標語がある。

『遥かな高みを目指せ。このゲームは君の現実を変える』

　これは文字通りの意味ということだ。

〈アストラル・イノベーター〉がそもそもゲーム酔い克こく服ふくのためのテストケース。

　レベル99になれば、確実に克服できるようになるということだ。

　二十四時間。

　一日をすべて虚きよ構こうの世界で過ごすことが可能になる。

『このまま手をこまねいていれば、今回の事件も何かしらの規制がかかって、表には出てこないことになるだろうね』

「こっちとしては、すでに結構な大事件なんだが……」

『ゲーム酔よいを起こしても現実の身体からだには問題がないんだ。だから、せいぜいいっても賠ばい償しよう金きんを払はらって終しゆう了りようだよ』

「そりゃそうかもだが、そんな馬ば鹿かな話があるかよ……！」

『本当にね。でも、確実にそうなり得るんだよ』

　プリシラはさらに続けた。

『だから、プリシラも君たちをソウルアウトさせる努力をする。その間、〈八咫烏〉を探さぐって、この事態を引き起こした原因をもっと突つき詰めて欲しい。彼らも彼らで焦あせっているはずだから』

「そうは言ってもな……」

　とはいえ、今できることはそれしかない。

　この事態を引き起こしたのが、運営──〈八咫烏〉であることには間違いがないのだから、そこを探っていくしかなかった。

『お願い。プリシラの会社の連中が引き起こしたことだけど……こっちは全力でフォローする』

　イチノは気持ちを落ち着けるように呼吸をひとつ。

　そして、プリシラに伝えた。

「期待してる。頼たのんだぜ」

『もちろん』

「あと、俺は少し出張る。他の街でゲーム酔い対策ができたかどうか伝えることはできないから、誰かに渡わたすぞ？」

『わかった。信しん頼らいできる人に渡してね』

　そこにひとつの影かげが、イチノに近づいた。

「……イチノ。ちょっと代わってくれ」

「アレス？　何かあるのか？」

　少し前までプリシラとアレスは共に行動をしていた。

　何か言い残したことでもあるのかもしれない。

「……その女に用がある。少し話に時間がかかるから、まだ用事があるなら先にやってくれ」

「わかった。俺はもう大だい丈じよう夫ぶだから渡す。プリシラ。アレスに代わるぞ」

『アレスくんに？　了解』

　特とく殊しゆな通信石をアレスに手渡した。

　サクラが不安げな表情を浮うかべてイチノを見る。

「イチノ、どうするの？」

「ヒルトさんのところに行く」

「ヒルトさんの？」

「彼女はかなり重要なことを知っているはずだ。というよりも、混乱してたせいで聞くのを忘れていた」

　元々〈八咫烏〉を調べ、黒い噂うわさを突き止めたと言っていたのだ。

　彼女の最終的な目的は不明だが、何かしらの協力は得られるかもしれない。そう思ってのことだ。

「行こう」

　だが、そこでユリが不安な表情でイチノに尋たずねた。

「ねえ、何が起こってるの？」

　彼女は未だに何が起こっているのかわかっていない。

　だが、イチノはこんな運営の黒い話を知ってほしくなかった。

　その上、運営の手足である〈八咫烏〉には、シオンがいるのだ。

「いや、ユリには……」

「ねえ。あたし、また置いてきぼりなの？」

　切なそうな表情でイチノを見る。

　また置いてきぼり。

　思えば、ファルセリア防衛の時から彼女には何も言っていない。

　きっと彼女はイチノについてくるだろう。

　理由も知らずに巻き込まれてしまうわけだ。

「……行きながら話そう」

　教会からヒルトの下もとに向かいながら、イチノはユリに運営の企たくらみを語った。

　最初こそ信じられなかったようだが、サクラも真ま面じ目めな顔をしているのを見て、本当のことだと悟さとったようだ。

「そんなこと……」

「俺もあり得ないと思っていた。だけど、連中は本気だ。だからこそ、こんな真似まねをしている。これはバグなんかじゃない」

「………」

「俺はこれから危険なことに首を突っ込む。だから──」

「ついてくるなって？」

「できれば」

「嫌いやよ。あたしだって、イチノの役に立ちたいと思ってる。実力不足だなんて思ってもいない。全員返り討うちにしてやるわ」

　意い気き揚よう々ようと、杖つえを握りながらユリは答える。

「いいのか？　相当危険だぞ」

「それでも、イチノを危険なところに送り出して、自分だけ安全圏けんにいるなんて嫌だから。かなり昔だけど、レナにだって頼まれてるのよ。イチノが危険な時は、魔ま法ほうで助けてあげてって」

　レナは、恋のプレイヤーネームだ。

　元々、イチノとレナは、ユリと同じ〈グリムリーパー〉にいたが、ユリとレナはよく会話していたことを思い出す。

「あいつ、そんなことを……」

「レナが来なくなった理由を、今は聞かない。でも、あたしはあたしの役目を果たすわ」

「わかった。でも、無理はするなよ。いつでも頼たよってくれ」

「うん！」

　そして、イチノたちは未いまだに指揮を執とり続けているヒルトへと近づいた。ヒルトはフィールド外でゲーム酔いを起こしているかもしれない冒険者を探させているらしい。

　もっとも、結果は表情から見て芳かんばしくないようだが。

「ヒルトさん、ちょっといいですか？」

「どうかしまして？」

「脱だつ出しゆつする時に言ってた〈八や咫た烏がらす〉の黒い噂について、聞きたいことがあるんですが」

　すると、ヒルトは少し悩なやむような表情を浮かべてから、近くにいたサブリーダーに顔を向ける。

「ここは任せます。情報収集は怠おこたらないようにね」

「わかりました。ヒルトさん」

「じゃあ、イチノくんたちはギルドホームの中に入って」

　ヒルトがイチノを伴ともなって、ギルドホーム内の会議室に入る。サクラとユリ、カレンもそれについていった。

　会議室の椅い子すに座ると、ヒルトは少し髪かみの毛を弄いじって悩む素そ振ぶりを見せる。

「さて、どこまで話したものやら。それに、イチノくんたちが知ってる情報も気になるしね。どこまで話してくれるのかしら？」

「ヒルトさんなら信じますよ。こっちの情報は全部話します」

「あら。こっちとしてはそれなりに怪あやしく振ふる舞まってたつもりなのに……。いいのかしら？　そんなことを言ってしまって」

「ここまで色々やってきましたけど信じますよ。普ふ段だんからお人好しで身を粉にして働いてますしね。あれはプレイヤーのためって感じがしてますし」

「光栄ね」

「それに……少なくとも街を救おうとしたことは、噓うそじゃないはずですから。あの時の真しん剣けんな表情も」

「あら、照れますわね」

　少し照れながらヒルトは笑う。

　いつもの余よ裕ゆうすら感じる笑えみだった。

「こっちは……」

　そして、イチノはヒルトに語る。

　イチノが持つ情報を。

　デジタルイミグラント政策。そのすべてを。

　情報源──仁やプリシラについても必要に応じて明かした。

「なるほど……予想以上のお話でしたわ」

「これがこっちの出せる情報です。ヒルトさんの方は……？」

「私たちにはそちらの話が噂レベルという形でしかわかってませんでした。それで少々強引に強きよう襲しゆうをかけたのですよ。彼らのギルドホームの中でも、もっとも人員が配置されている場所の中のひとつ、ね」

「それで……見つけたわけですか」

「ええ。彼らの不正……ではないですけどね。デジタルイミグラント政策へ向けたゲーム酔いに関するデータよ」

「不正ではないって……」

「規約にある範はん囲いなのですわ、このデータは。身体情報にはまったく影えい響きようを与あたえないので、より良いプレイのための情報収集をしても問題ないか、ってね。きちんと全部を読みましたか？」

「い、いえ……」

　ヒルトはクスリと笑う。

「この手の規約はちゃんと読んでおかないと後が怖こわいですわよ」

「肝きもに銘めいじます。ですけど、じゃあ、ヒルトさんからすると、このデータは外れだったんですか？」

「いえ。イチノくんの話を聞く限りでは大当たりです。これで彼らがやろうとしていることを、白日の下にさらすことができるのですから。おそらくこのソウルアウトできない問題も、このデータを外に出さないための処置でしょうね」

「そういうことだったのか」

　プリシラの言っていたことが正解だったらしい。

　運営はヒルトと、ヒルトが持つデータを外に出されることを恐おそれたのだ。

　外にいるプリシラがシステムを弄ったのかイチノと連れん絡らくが取れているが、本来、外と中での連絡は不可能となっている。

　現状でヒルトは外にデータを出す手段がないのだ。

「……無関係で巻き込まれたゲーム内の全冒険者には、今回のことが終わり次し第だい謝るつもりですわ。何かしらの謝礼金を持ってね」

「ヒルトさんの正体って一体……」

「ご想像にお任せしますわ。今、言っても身分を明かすためのものがありませんし」

「サイバーエージェント的な？」

「趣しゆ味みも大いに兼かねてますけど、概おおむね合ってますわよ」

「趣味って……」

「イチノくんが低レベルクリアに興じるようなものですわ。それにわたくし自身も〈アストラル・イノベーター〉に魅みせられた一いつ介かいの冒険者のひとりですし」

　そう言われると、イチノは何も返せなかった。

　そして、ヒルトは前髪を払はらって表情を引き締しめる。

「さて、それでは本題に入りましょう」

「はい」

「これらのデータを外に出されれば、彼らの陰いん謀ぼうも終わるかもしれません。ただ、このデータだけでは足りません」

「足りない？」

「証しよう拠こ不足……といったところですわね。これを見てください」

　そう言ってホログラフィックインターフェースを表示し、アイテムの中身を表示する。

　長い文章が書かれた一種の文書アイテムとなっているが、その中身は膨ぼう大だいだった。

　斜ななめ読みをしていくと、ゲーム酔よいに関する記述と、その実験データらしきものがある。エリゼの名前が書かれたデータもあった。

「わたくしはすでにデータをすべて閲えつ覧らんしましたが、実験内容のみが書かれていて、デジタルイミグラント政策については書かれていません。これだけでは運営にしらばっくれられたら、それで終わる可能性もあります。これを裏付ける資料が必要なんです」

　運営の陰謀を暴あばくには足りないのだ。

　ただ、彼らにとってこのデータは重要なものだ。

　今のソウルアウトできない状じよう況きようは、保険をかけているだけなのかもしれない。

　ですが、とヒルトは続けた。

「おそらくあと三つは似たようなデータがあるはずです」

　サクラが怖おず怖おずと尋たずねる。

「何で三つってわかるんですか？」

「確証はありませんが、〈八咫烏〉のあの広いギルドホームの中でも、四つほど人の多い何かを守っているであろう場所があったんです。わたくしたちは、今回、そのひとつを強襲しました」

　その説明を受けてイチノは得心がいった。

「残り三つを取ってくる必要がある、と？」

「ええ。話が早くて助かりますわ。もっとも人員が配置されている場所が他ほかに三つあります。ただ、そこまで私たちだけでは人員が割さけなくてね。その上、まだ信用できる方がいるかどうかわかりませんでしたし」

「じゃあ、他の三つをどう攻こう略りやくするか、か」

「ただし、そこで戦せん闘とう不能になった時、どうなるかは保証しません。先さき程ほどの強襲で戦闘不能になった人たちと連絡が取れません。戻もどってきてもいないのですから……」

　それはバルトロも語っていた。ギルドホームの中で研究室へと転送されると。

　だが、イチノはそんなことで怯ひるむことはない。

「いえ。大だい丈じよう夫ぶです」

　イチノが言うと、他の面々も同じように首しゆ肯こうした。

「では、ひとつは〈ゴスペル・クァイア〉が担当します。わたくしたちは、戦闘不能になった者たちの救出も兼ねるので、それで手て一いつ杯ぱいになりますわね。そして、イチノくんたちにも、ポイントをひとつお願いしたいのですけど」

「それはいいですけど、最後のひとつは……？」

　すると、ユリが手を挙げる。

「全部ひとつずつゆっくりと見つけていくんじゃ駄だ目めなんですか？」

　すると、ヒルトは首を振った。

「このデータをサーバー上から消去される可能性がありますわ」

「でも、それだったら、運営はいつでも消せるんじゃ……」

　サクラが不思議そうに問う。

「いえ。おそらくなのだけど、彼らがデータを消すのには時間がかかる。このデータは彼らの実験の結けつ晶しようですからね。データとして残そうとするはず。そうなれば消すだけではなく、外に抽ちゆう出しゆつする時間が残っているということ。もう彼らも抽出作業に入ってるでしょうけど。あるいは、このソウルアウト不可の状況が実験……という可能性もありますわね」

「つまり、連中が消す前にデータを奪うばう必要があるのか。まあ、どちらにしろ、時間がないのは同じなんだ。どうにかしなきゃならない」

「問題は最後のひとつをどうするかってところですわね」

　そこでバンと盛せい大だいな音を立てて扉とびらが開く。

「面おも白しろいことしようとしてるじゃねぇか！」

　そこにいたのはひとりの〈リザルターナイン〉。〈アマツマウラ〉のリーダー、ヤルシュカだった。

「や、ヤルシュカ、あなた聞いてたの？」

　いきなりの登場人物に、その場にいた全員が目を点にする。

「はっは！　ようやくお前の澄すました仮面が剝はがれた表情が見られたぜ」

「こんな時に冗じよう談だんはやめてください」

「まあ、そう怒おこるな。あたいも〈八や咫た烏がらす〉にはしてやられたからな。ちょっと意い趣しゆ返がえしといきたいんだ。協力させてもらうぜ」

　ヒルトは仕方なさそうに溜ため息いきを吐つく。

「まあ、あなたは単純そうですから、逆に信しん頼らいできますけど……」

「おう。もっと褒ほめていいぜ」

「褒めてません。でも、いいのですか？　確証はありませんわよ？　そもそもこのデータが重要なものかどうかも……」

「あー。たぶん、重要なモンだと思うぜ？」

「なんでそんなことが言えますの」

　するとヤルシュカはくいっと親指で扉の外を示す。

　廊ろう下かに出ると、盗とう賊ぞくやアサシンの格好をした連中が縄なわで拘こう束そくされていた。

「全員、お前を狙ねらいにきた〈八咫烏〉の連中だ。その重要データとやらを強ごう奪だつか、消去しに来たんじゃねーの？」

「もしかして、片付けてくれてたんですの？」

「行きがけの駄だ賃ちんみたいなもんだよ。ちょっと不ふ穏おんな気配に気付いたからな。こいつのおかげで気付いた」

　ヤルシュカが次に指し示したのは虚こ空くうだったが、そこには影かげだけが留とどまっていた。

　すぐに影が浮うき上がる。しかも、ふたつだ。

「アレス。お前かよ」

「……ヒルトの警護も一応、オレの仕事には含ふくまれているからな」

　ひとつは盗賊のアレス。

「お前、ヤルシュカとも知り合いだったのか」

「……別に。先程、たまたま遭そう遇ぐうした。有名だから、こっちが一方的に知っているだけだがな」

　そして、もうひとつの影は──。

「……先程振ぶりだな、イチノ」

　美男子と見み紛まがう、線の細い女性。

　腰こしにはその身体からだには不ふ釣つり合いなほど、大ぶりな一本の剣けん──〈ヤルシュカ〉が打ったという〈天てん魔ま剣けんエクスブレード〉を差していた。

　そして、獅し子しの鬣たてがみを思わせる首にかけたマフラー──この〈アストラル・イノベーター〉における最強の〈リザルターナイン〉。〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼだった。

「エリゼ？　どうしてここに」

「この女に一本剣を打ってもらおうと思ったが、その途と中ちゆうで拉ら致ちられた」

「そういうこった。〈聖光剣エクスカリバー〉は、そこの〈コンプリート・ノービス未経験者を極めた者〉に叩たたき折られたからなぁ。ま、手伝ってくれりゃ一本タダで剣を打ってやるって条件付きなんだけどな」

　ヤルシュカが笑いながら背中をバンバンと叩く。それをエリゼは鬱うつ陶とうしそうに振り払っていた。

　リザルターナインの四人がこの狭せまい室内で一堂に会している。こんなこと、そうそうないだろう。

「エリゼさんが協力してくれるのであれば、隙すきはありませんわね。〈ゴスペル・クァイア〉、〈アマツマウラ〉、そして、イチノ君とエリゼさんのグループで三箇か所しよを強きよう襲しゆうできるでしょう」

「群れるのは嫌きらいなんだ。何をやらせるのかは知らないが、ここまで来たことだし、もうひとつ条件をつけさせろ」

「何がお望みですの？」

　ヒルトが尋ねると、エリゼはイチノに視線を向けた。

「君との再戦だ。イチノ」

「いいですわよ。ご自由にどうぞ」

　イチノが言う前に、ヒルトが了りよう承しようしてしまう。

「ちょ、ちょっとヒルトさん!?　何を勝手に……」

「このくらいいいでしょう。減るものじゃありませんわ」

「えええええ……」

「イチノと戦えるなら、いいだろう。特別に力を貸してやってもいい」

「ええ、よろしくお願い致いたしますわ」

「楽しくなってきたな、オイ！」

　三人の〈リザルターナイン〉が、不気味な笑えみを浮かべている。

「おい、サクラ。お前も〈リザルターナイン〉として止めてくれ」

「ご、ごめん無理」

　あっさりと不可能だと断じられる。

　イチノは諦あきらめたように深い溜息を吐くだけだった。

「さて。では作戦会議といきましょうか」

　こうして、残り三つのデータを奪うための作戦会議が始まった。




　ヒルトからの説明を受け、イチノたちはファルセリアの郊こう外がいへと出るべく、南門へと向かう。

「六人で大丈夫ですの？」

「隠おん密みつで行くんで多くてもマズいですから」

　イチノのグループは、エリゼ、サクラ、ユリ、カレン、そしてアレスを含む六人だ。

「必要なら、うちからもメンバーを出すわよ？」

「いえ。これで充じゆう分ぶんです。〈リザルターナイン〉ふたりもいるし、ソーサラーにプリースト、それにシーフのアレスもいますしね。バランスもいいです。タンク防御役は俺がやればいいですし」

　そして、イチノたちはファルセリアを出発した。

　指定された場所は森の中で、アレスがすぐにそのポイントへと誘ゆう導どうする。

「私たちが前回、出てきた場所じゃないのね」

　サクラが言うと、アレスは肩かたを竦すくめる

「一度使われた場所は足がつくかもしれないからな。この日のためにヒルトは、いくつかの突とつ入にゆう場所を作っておいたらしい。これはそのひとつだ」

「何もないんだけど」

　ユリが訝いぶかしげにアレスに尋ねると、アレスは無言でモノクルを差し出した。

　それをユリが身に付けると、

「あ、うっすら光ってる」

　イチノもモノクルを借り受けてアレスのすぐ近くの土を見る。非常に薄うす暗ぐらい森の中で、そこだけひっそりと薄く光っていた。

「なるほどな。こんなこともできたのか」

「……この世界の可能性は無限大だ。もっともそこに開発者の好こう奇き心しんや悪意が混ざっているのかどうか、それはわからんがな」

　アレスが神しん妙みように言いながら、そこに何かを突つき刺さした。

　一見するとただの細い鉄の棒だったが、土に刺さった瞬しゆん間かん、光っていた土がすべて下へと落下する。

「え、何これ」

「……魔ま法ほうで土を浮かしていたんだ。魔法を解けば当然下に落ちる。しばらくすれば、また魔法が起動して、ここは塞ふさがれる。下から出る時にこれを刺すと土を被かぶるのが難点だがな」

　ユリは興味深そうな顔をしてその場に留まっていたが、

「……時間がないんだろう。行くぞ」

　アレスが率先して中へと入る。

　イチノとサクラ、エリゼ、そして、カレンもそれに続いて、ユリも仕方なさそうに穴へと入った。

　五メートルほど落ちて、イチノたちは床ゆかへと着地する。

　大した高さではなく、すぐに下りることができた。落下ダメージもない。

　光がなかったが、アレスが松明たいまつに火を灯ともして光源を作った。ただし、大した光量ではなく、揺ゆれる炎ほのおはとても頼たよりない。

　光源を見ると、ここが通路の途中だということが見えた。材質は〈八咫烏〉のギルドホームと同じもので、ここが連中のアジトであることが一目でわかる。

「もっと明るくしなさいよ。あたしが魔法で照らそうか？」

「……やめろ。この炎は特とく殊しゆなんだ。オレが指定してる冒険者以外には見えん。これも魔法のアイテムなんだぞ」

「そんなアイテムもあったのか。魔法アイテムがゴロゴロ出てくるな」

　イチノが言うと、

「……お前に言われたくはないな」

　と、言い返された。

「エリゼさん、何かムスッとしてません？」

「……構うな」

　そんな中、カレンとエリゼが何やらやり取りしている。

　カレンがエリゼに纏まとわり付いているが、どうもエリゼのつまらなそうな表情が気に入らないらしい。

「もっと笑っていきましょうよー」

「構うなと言っただろう。こんなことをしている場合ではないだろう」

　エリゼの言っていることももっともだが、イチノも少し気になっていた。

　先に進みながらエリゼに問う。

「あんたが力を貸してくれるとは思わなかった」

「事情を聞いたからな。〈八咫烏〉が目め障ざわりなのは確かだし、連中のやり方は常じよう軌きを逸いつしている。ソウルアウトできないようにするなど正気の沙さ汰たではない。この世界を汚けがすなど、こればかりは許すことはできない」

「へぇ。冷れい徹てつかと思ったら、意外に熱いところもあるんだな」

「………………喋しやべりすぎた。忘れろ」

　機き嫌げんを損そこねたように、エリゼは顔を背そむけた。

　先に進みながら、イチノは先に行っていたアレスに尋たずねる。

「アレス、ここから近いのか？」

「……さすがに遠くから入らないとバレる。ここは〈八や咫た烏がらす〉の連中が把は握あくしていないであろう領域だ」

　イチノたちはアレスに従い進む。

　アレスは迷うことなく、イチノたちを先導した。

「お前、よく道がわかるな」

「……まあ、ヒルトから充分な説明は受けたからな」

「アレスもヒルトさんと同じで、ちょっと特殊な人間だったりするのか？　レベルが多少低いのに、ゲーム酔よいもしてないが」

「……いや、別に。ゲーム酔いしてない理由は知らん」

『小学生以下はデジタルへの適性が元々高い』と、プリシラは言っている。だから、案外アレスの正体は……とイチノが考えていると、アレスは顔を隠かくすように俯うつむいた。

　今は余計な詮せん索さくはすまいと、イチノはアレスとの会話を打ち切る。

　そんな会話をしつつ、六人はゆっくりと進んだ。
















　しばらくすると、〈八咫烏〉のメンバーたちの気配が漂ただよい、アレスは足を止めてイチノたちを手で制した。

　通路の曲がり角で身を潜ひそめながら、気配がある場所を窺うかがう。

　そこでは五人ほどのプレイヤーが手持ち無ぶ沙さ汰たそうにうろうろしているのが見えた。

　ピリピリしているのか、その表情は誰だれもが眉まゆ根ねを寄せている。

「おい、こんなに人必要なのか？」

「同志バルトロによると侵しん入にゆう者が来るって話だしな」

「来るわけねーだろ……こんな地下。どこに何があるかもわからないのに」

　そんな油断しきった彼らを倒たおすことは容易たやすい。

「どうする？　瞬しゆん殺さつしておく？」

　ユリが物ぶつ騒そうなことを言う。

「……いや。ここで騒さわぎを起こしても何のメリットもない。おそらく連中は気配察知のスキルも持っていないだろう。やり過ごす」

　すると、アレスはすぐに気配遮しや断だんのスキルを使用した。

　しかも、周囲のプレイヤーにもその特性を与あたえる上級者用のスキルだ。その効果がイチノたちにも纏わり付く。

「……大きな音を立てるなよ。あと攻こう撃げきしようとするな。向こうからはこちらの姿が見えないだけだ。くしゃみなどしたら殴なぐるぞ。もし、スキルが解けてしまった場合、連中をすぐに無力化してくれ」

　珍めずらしい物の言い方をして、アレスは皆と共に進む。

　イチノは何度かアレスとやっているため慣れているが、サクラやユリは慣れていないのか、おっかなびっくりとした様子だった。

　カレンは気楽そうな表情をしていたが、エリゼもまた無表情のままだ。

　目の前を通っても彼らはまったくこちらに気付かない。

　その溜たまり場となった場所を通り、アレスがスキルの効果を切った。アクションスキルでＳＰスキルポイントを消費するために、長々とは使えないらしい。上級スキルらしい効果はあったが、その反動も大きかった。

「……ふう」

「凄すごいね。こんなことできるんだ」

「……スキルを覚えれば誰でもできる」

　ユリが感心したように言うと、アレスは面めん倒どうくさそうに答える。

　そこにイチノも茶々を入れた。

「結構なレアスキルなはずだけどな」

「……余計なことを言うな」

　そんな話をしつつ、イチノたちは目的の部屋へと近づいたらしい。ドーム状の空くう洞どうに出て、通路内でアレスがイチノたちを止めた。

　ここも数人のプレイヤーたちで溢あふれている。

「すぐそこの扉とびらだ」

　通路から相手に見えないように顔を出すと、確かに奥の方に鉄製の扉が見えた。

　さすがに重要なデータが保管されているだけあって、しっかりと固められており、都合よく無傷で入ることは叶かないそうもない。

「……ここからはお前らの役目だ。手早くここにいる連中を無力化して中に入り、目的の物を見つけ出す」

「了りよう解かいだ」

　アレスからの説明を受け、イチノはユリに顔を向ける。

「ユリ、ここからは派手に行こう。できる限り、煙けむりが蔓まん延えんするような魔法を使ってくれ」

「い、いいの？」

「一撃離り脱だつだ。どうせすぐに気付かれる」

　そんなイチノの意見にアレスも同意した。

「……中ちゆう途と半はん端ぱに静音で戦うぐらいなら、回復不可能な混乱を与えた方がいい」

「わかった」

「俺とサクラとエリゼは、混乱してる連中を叩たたき斬きるぞ。カレンはいざという時のために、すぐ回復できるよう待機しててくれ」

　サクラとカレンはこくりと頷うなずく。

　だが、エリゼは何か考え事をしているかのように黙だまり込んでいた。

「……エリゼ？」

　呼び掛かけると、今気付いたかのようにイチノに視線を向ける。

「すまない。少し気が緩ゆるんでいた」

「あんたでも気が緩むのか」

「私は超ちよう人じんではない。少しだけ……懐なつかしいと思っただけだ」

　そう語るエリゼは、それ以上口を開こうとしなかった。

　ただ、

「準備はできてる。いつでも構わない」

　とだけ呟つぶやいた。

「いい？　行くよ」

　そして、ユリが杖つえを構えて静かに詠えい唱しようする。

「我は渇かつ望ぼうする。受け入れよ、我が世界──」

　その杖の先に火が灯り、その瞬間──扉の前へ火種が飛んだ。

「〈フレア・ボム〉！」

　着ちやく弾だんすると、それは凄すさまじい衝しよう撃げきと爆ばく風ふうを巻き起こす。

　扉の傍そばにいた〈八咫烏〉のメンバーたちはあっさりと消え失うせ、異変に気付いた他ほかの者たちはイチノたちの思惑通り混乱に陥おちいった。

「な、なん──」

　その言葉の先を言うことは叶わない。

　イチノとサクラが衝撃の中を進み、爆風攻撃から漏もれたプレイヤーたちを手早く片付けていく。

　エリゼはひとり、逃にげようとする者を一撃の下もとに斬っていった。〈天てん魔ま剣けんエクスブレード〉だけとはいえ、その実力に陰かげりはない。

　あっという間に、扉の前からプレイヤーがいなくなった。

「……よし」

　粉ふん塵じんが収まらぬ中、アレスが扉に張り付き、五秒。鍵かぎをアンロックさせた。

　そして、勢いよく扉を開く。

　部屋の中は二十人がゆうに入りそうなほどの広さがあり、そこには数名のギルドメンバーがいた。外の大混乱にどう対応するべきか相談していたようだが、何もかもが遅おそい。

　部屋の外でユリが詠唱を終え、待ってましたとばかりに魔ま法ほうを放つ。

「もうひとつ！　〈フレア・ボム〉！」

　部屋の中に爆ばく炎えんが[image: 迸]ほとばしった。

　中にいたギルドメンバーたちはすぐにその身を消し、拠きよ点てん送りにされる。

　イチノたちは部屋の中へとなだれ込んだ。

「……よし、もう誰もいないな。怪あやしいアイテムを探してくれ。ヒルトが持っていたのは石版だ」

　様々なテーブルや椅い子すに紛まぎれて、爆発の余波でアイテムが散乱している。

　それを片しながら全員で、アイテムを探した。エリゼは扉の前で見張りをして、突とつ然ぜんの襲しゆう来らいに備えている。

「……見つけた」

　アレスが部屋の隅すみで目的の物を見つけたようで、その手の中に石版があった。

　手て際ぎわよく、その石版を袋ふくろの中へと入れる。

「よし、もう用は──」

　イチノたちが部屋を脱だつ出しゆつしようとしたその時、

「ぐっ……!?　な、んだ……？」

　出入り口に立っていたエリゼが、突とつ如じよ膝ひざをつく。

「エリゼ!?」

　エリゼの近くに〈八咫烏〉のギルドメンバーたちが立っていた。

　だが、エリゼはそんな簡単にやられるような実力では決してない。〈八咫烏〉のギルドメンバー程度、百人ですら足りなかっただろう。

　第一、現実と違ちがい、仮に攻撃をいくら受けたとしても、膝をつくのはおかしかった。

　だというのに、エリゼは苦しそうに顔を歪ゆがめている。ゲーム酔いとは違い、その顔は熱が出たかのように真っ赤だった。

　そして、彼女は無む抵てい抗こうのまま、〈八咫烏〉の冒険者へと引き摺ずられていってしまう。

「エリゼ！」

　それを助けようとイチノが部屋を出ようとする。

　だが、エリゼと入れ替かわるように、ひとりの見知った少女が扉の前に立ち塞ふさがっていた。扉の内側に向かって、イチノたちを見み渡わたす。

「……来てしまったんですか」

「シオン……！」

　外で控ひかえていたのか、あるいは急いでここにやってきたのかはわからないが、寂さびしそうな表情だ。

「やっぱり、私とは歩めないんですね。イチノ」

「何度も言った。エリゼをどうしたんだ！」

「私には……わかりません。何をするかも聞かされていませんでしたから……」

　シオンが愛剣〈グラシオグラーヴォ〉を抜ぬく。

　そして、軽かろやかに扉に向かって剣を振ふると、扉を氷で固めてしまった。イチノたちは唯ゆい一いつの脱出経路を塞がれる。

　だが、外のギルドメンバーたちも入ってくることはできないが。

　シオンはただひとり、その場に留とどまっていた。

「え、ちょ、ちょっと！　シオン！　なんであんたがここにいるのよ！」

「……ゆ、ユリ」

「も、もしかしてこれ壮そう大だいなドッキリ？　そ、そうよね。シオンがイチノやあたしに剣を向けるわけが……」

　その言葉は届かない。

　地を蹴けってシオンはイチノへと襲おそいかかった。

「し、シオン！　なんでよ！」

「仕方ないんです、ユリ。私はもう戻もどれない！」

「意味わかんない！」

　混乱醒さめやらぬユリが必死にシオンを言葉で留めようとするが、シオンは耳を貸そうとはしなかった。

〈グラシオグラーヴォ〉を容よう赦しやなくイチノへと振り下ろす。

　イチノはすぐに相そう殺さいをして攻こう撃げきを無効化した。

「お前は、このまま道を違たがえるのか!?」

「違えていても……！　私には……この道しかないから！」

　出入り口近くで巻き起こる戦せん闘とうに外に出ることができない。

「〈フレア・ボム〉！」

　シオンと敵対していることにまごつきながらも、ユリが氷こおり漬づけの扉に向けて爆発の魔法を放つ。

　だが、溶とかしても溶かしても残っている氷がすぐに増ぞう殖しよくして扉に張り付き、またも扉を固めてしまう。

　一度にすべてを溶かさなければならないようだったが、現状のユリには難しいようだった。どこかしら、氷が必ず残ってしまう。

「シオン！」

　サクラがシオンに斬りかかる。

　シオンはすぐに相殺し、サクラへ斬り返した。

　その斬り返しはサクラが相殺。無効化の繰くり返しが始まった。

　だが、幾いく分ぶん、サクラが有利なようだった。

「迷いがあるみたいね。剣筋が鈍にぶいわ！」

「ッ！」

　図星を衝つかれたかのように、シオンがムキになって剣を振る。

　だが、そんな剣がサクラに通じるはずもない。

　扉は未いまだに凍こおったままで、できることのないアレスとカレンはずっと彼女らふたりの戦いの趨すう勢せいを見守っていた。

「〈アリアドネの結けつ晶しよう〉とか使えないんですか？」

「……ここではその手のアイテムが通用しない」

　彼女を生かしたまま押し通ることは不可能だろう。

　あの氷はシオンが戦闘不能にならない限り、有効だ。

「倒たおすしか、ないってのか……！」

　イチノが剣を握にぎる手に力を込こめて──。

「ユリさん！　扉とびらから離はなれて！」

　カレンが突然、ユリに向かって叫さけぶ。

「へ？」と戸と惑まどった声をあげるユリを、イチノがすぐに抱だきかかえて壁かべから離れた。

　その瞬しゆん間かん、氷漬けの扉が壁ごと吹ふき飛んだ。

　爆発で舞まい上がる砂さ塵じんを見て、イチノはユリを下ろして油断なく剣を構える。

　その煙けむりの中から現れたのは──バルトロだった。

「やれやれ。のこのことやってくるとは。シオン、ご苦労様でした」

　バルトロがつま先で床ゆかを蹴ると、いきなり床が震しん動どうを始める。

　そして、気付いた時には部屋の床が、支柱が抜かれたかのように崩くずれ落ちていった。

「きゃあ！」「えっ！」「……しまった」「ええ～！」

　サクラ、ユリ、アレス、カレンが下へと落下していく。

「くっ！」

　シオンも落下しかかっていたが、〈グラシオグラーヴォ〉を振り、壁に氷の突とつ起きを作り出した。

　だが、その手は突起に届かない。

　そこにイチノがその突起に手をかけ、もう片方の手で落下するシオンの手をすれすれのところで摑つかむことに成功した。

「い、イチノ……なんで」

「さあ、な……！」

　シオンは助けられたことに戸惑っていた。

　まさか敵対している者を助けるとは思ってもみなかったのだろう。

　そして、バルトロが味方ごと罠わなにはめようとしていたことにも失望していたのかもしれない。バルトロに険のある目つきを向けている。

「サクラ！　ユリ！　カレン！　アレス！」

　落ちていった四人はどうなったのか。

　そもそもユリが浮ふ遊ゆう魔法で浮ういてこない。

　彼女だけは魔法で助かるはずなのに、である。

「まったくしぶとい人たちだ」

　そこにバルトロが現れる。

　だが、イチノは不敵な笑えみをバルトロに向けた。

「資料はもらったんだ。後はあれを外に出せばいいだけだ」

「……やれやれ。君らはここから落ちてもう二度と出ることは叶かなわないのですけどね。そのまま落下ダメージで死んでくれることが望ましいですが、あなたのことだ。どうせ生き残るでしょう。まあ、すべてが終わった後には出してあげますがね。落ち着くまでは地下で頭を冷やしていてください」

　イチノの手に支えられているシオンが不可解な表情になる。

「ば、バルトロ？　何をする気……！」

「君だけでは勝てないですからね。君ひとりで名うてのプレイヤー五人を地下に封ふうじ込めることができるならありがたい話だ」

「な……！」

「エリゼも捕とらえたし、君ひとりで相あい討うちならば上出来過ぎる。〈八や咫た烏がらす〉のために殉じゆんじてください」

　バルトロが虚こ空くうで指を動かす。

　すると、シオンのアイテム袋ぶくろの中から《メモリーフラグメント》が飛び出した。

「な……、それは！」

「念のためこれは返してもらいます。イチノ殿どのの手に渡わたっても面めん倒どうくさいのでね」

《メモリーフラグメント》を自身のアイテム袋の中に入れ、バルトロはイチノの指を氷の突起ごと蹴け飛とばす。

「うあっ！」

　イチノたちの持つ氷はあっさりと折れ、その身は地下の暗くら闇やみへと消えていった。

「これで資料は闇やみの中。完全なバックアップを取ってさっさと現実側の対処を待たなければな……」

　底に沈しずむ闇を見つめながら、バルトロは嗤わらった。




　イチノは落下してから、すぐに剣を取り出した。

　シオンの手を離さないようにして、その剣を以前と同じように壁に突つき立てる。

　かなり強い衝しよう撃げきを伴ともなったものの、イチノたちはどうにか止まった。

「……ふぅ、またこれをやる羽目になるとは……。ゲームならではだよな。実際にやったら剣も腕うでも使い物にならなくなるだろうし」

　そんなことを呟つぶやきながらイチノは下を見る。

「シオン、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……なんで、助けたの？」

「咄とつ嗟さだったからな。それにお前も俺の手を摑んだだろ」

「………」

　そうイチノが言うと、シオンは俯うつむいてしまう。

　その表情はイチノから見ることができず、どんな気持ちでいるのかもわからない。

「さて、以前と同じような状じよう況きようだが、どうするかな。というか、先に落ちた四人は大丈夫なのか？」

　眼を凝こらすと、小さな火が灯ともっているのが見えた。

　松明たいまつの炎ほのおが揺ゆらめき、微かすかに動いている。四人全員かどうかは不明だが、どうにか無事らしい。

　であるならば、下ではおそらくユリが魔ま法ほうを使えるはずだった。

　そうでなければユリも含ふくめて落下ダメージで全員が死んでいるだろう。

「シオン、松明って持ってるか？」

「……持ってないです」

「捨ててもいいアイテムは？」

「……それでしたら」

「余った片方の手で、それを出して落としてくれ。たぶん、それで気付いてくれるはずだ。ユリに〈レビテーション〉を掛かけてもらおう」

「ですが、私は……」

「今は何も言うな。休戦だ。お前死にたいのか？」

「……半分ぐらい」

「そうか。でも、残念だったな。俺はこの手を離すつもりはないぞ。現実じゃ力ちから尽つきるかもしれないが、この世界だったら離れる理由もないからな」

　シオンは諦あきらめたようにアイテム袋の中から回復薬の入った瓶びんを取り出し、それを下へと落とす。

　微かに音が反はん響きようした。

「イチノー！　いるのー!?」

　ユリの声が微かに聞こえる。

「ああ、いるぞ！　すまないが、〈レビテーション〉を頼たのむ！」

　言うが早いか、イチノは壁に突き刺ささった剣けんを抜ぬいて、そのまま重力に身を任せる。

　しばらくしてユリの慌あわてた声と共に、ふわっとした浮遊感に包まれた。

「さっきと同じことやってるよなぁ……」

　前回はサクラだったが。

　こういう時は飛行できるユリが羨うらやましくなる。

　浮遊感に任せて落ちながら、そのままイチノは地に足を付ける。

「ちょっとイチノ！　何やってるのよ！　もうちょっとこっちの準備とか考えてよね！」

「いや、ユリなら大丈夫だろ、と思って」

「もう。適当すぎ！」

　ぷんぷん怒おこるユリだったが、隣となりに立つシオンを見て表情が固まった。

　彼女にとってはイチノと同じく仲間であり、突とつ如じよ敵となってしまったのだ。

　わけがわからないにもほどがあるだろう。

「……シオン」

　サクラがユリの前に立ち、剣を抜いてその切っ先をシオンに向けた。

　そのサクラをイチノが手で制す。

　すると、サクラは小さく溜ため息いきを吐ついて剣を鞘さやに収めた。

「シオン。あいつはお前ごと、一いつ緒しよに落としたぞ。それでも、お前の歩む道は〈八咫烏〉にあるのか？」

「……それは」

　シオンも混乱しているのだろう。

　しかし、イチノは一歩近づいてその肩かたに手を乗せた。

「お前が何に悩なやんで、〈八咫烏〉に入る答えを出したのかは知らない。聞いてないし、俺は言われなきゃ気付けない男だしな」

「イチノ……」

「でも、何よりも。俺としてはな、シオン。これだけは言っておくが、仲間ごと陥おとしいれるようなギルドにお前をそのままにしておけないよ」

　すると、シオンはその瞳ひとみから涙なみだをこぼす。

　冷れい徹てつな表情が歪ゆがみ、止とめ処どなく雫しずくが床を塗ぬらしていった。

「今いま更さら、遅おそいですよ」

「遅くない」

「もう私は〈八咫烏〉に手を貸してしまった。イチノにもユリにも剣を向けた……」

「だからなんだ。そこのアレスなんか、何度も俺を裏切ったことがあるぞ。ダンジョンの案内役を頼んだら、モンスターハウスみたいな場所に落とされたりとかな」

　イチノが言うと、アレスが大きく溜息を吐く。

「……まだ根に持ってたのか」

「ＳＰが尽つきて、あと一撃でやられてたんだぞ、お前。半年近くかけてこなしてきたクエストがパーになるところだった」

　だが、そんなやり取りを見ても、シオンの表情は晴れない。

「ソウルアウトできないなんて、冒険者の皆みなさんに大迷めい惑わくをかけた仲間なんですよ」

「お前がそう命令を下したのか？　違ちがうだろう」

「ですが……」

　イチノは摑んでいる肩を揺さぶる。

「シオン。言えないか？」

「………」

「確かに俺は頼たよりないかもしれない。でも、まったくお前の役には立てないのか？　猫ねこの手にすらなれないのか？」

　だが、シオンはふるふると首を振ふった。

「やめてください。優やさしくしないで……！　私は、イチノを忘れられなくなる」

「忘れられてたまるものかよ。俺はお前とまた冒険がしたいんだ」

　すると、シオンは小さく、

「……無理なんです」

　と囁ささやいた。

　首を傾かしげるイチノ。彼女の声を聞いていた他ほかのメンバーもまた黙だまり込んだ。

　しばらく静せい寂じやくが続いたが、シオンが一言漏もらす。

「私、死ぬんですよ」

　その声は震ふるえていた。

　シオンの言葉を、五人は一いつ瞬しゆん理解できなかった。

　思いがけないその言葉。

　冗じよう談だんとしか思えない。

　だが、シオンはこんな時に冗談を言ったりはしないことを、ギルド仲間だったイチノとユリは知っている。

　そして、今止め処なく流れている涙──その涙を出している感情は本物だ。〈アストラル・イノベーター〉では感情を誤ご魔ま化かすことは難しい。

「今すぐ死ぬわけではないですが、十年は無理と言われています」

「普ふ段だん、そんな姿見せてなかっただろ……。なんで、そんな」

「そんなことないですよ。イチノにはできる限り見せてなかっただけです」

　そう言われ、イチノはすぐに思い至った。

　以前、デートのような真似まね事ごとをした時、一瞬顔色を悪くしていたこと。その時、小さく咳せきもしていた。

　だが、それが、まさかそんな重じゆう症しようだとは思ってもみなかった。

　シオンはギルドにいた頃ころ、そんなことを一言も言っていなかったし、咳も人と同じようにしていただけだ。

「だから、私はこのデジタルイミグラント政策を実行するための法案が通って欲しい。医い療りようでまだ実現されてない完全なデジタルの住人になって少しでも……仮かり初そめだとしても、生きたかった」

〈アストラル・イノベーター〉に使われる安価なコールドスリープ技術は、当然ゲームだけではなく、軍事や医療等、様々な面で恩おん恵けいをもたらしている。

　主に医療において、将来的に患わずらっている病気が治る人は率先してそれを受け容いれていた。

　ただ、そんな状況になってもコールドスリープに入る人はごく少数だ。

　人は、生きていた時間の差異が生まれることを嫌きらった。

　起きたらすでに知り合いは全員死んでいたという状況は、あまりにも辛つらいのだろう。

　病気を患っても、多少なりとも苦しんでも、共に時間を過ごすという選せん択たくをする者は多かった。

　だからこそ、治る目め処どのない病気を患った大半の者は、コールドスリープによる延命医療を拒きよ否ひしている。

「シオン。お前は、ずっとこっちの世界で過ごすつもりで……」

　シオンがこくりと頷うなずく。

　彼女はもう現実の医療には期待していないのだ。

　緩かん慢まんに迫せまる現実における死を受け入れている。

　だが、デジタルの世界であれば話は別だ。

　プリシラの構築したコールドスリープ技術は、デジタルにおける居住を容易にした。

　ゲーム酔よいの問題さえクリアできれば、完全なるもうひとつの世界が実現する。

〈八や咫た烏がらす〉は〈アストラル・イノベーター〉をその先さき駆がけにしようとしていたのだろう。

　魂たましいの革新というのは、ある意味ではデジタルを生きる魂として生まれ変わる。そんな意味が込こめられていたのかもしれない。

「あのままじゃ〈アストラル・イノベーター〉を始めとしたヴァーチャルの世界でずっと住むなんていうのは無理だった。でも、〈八咫烏〉は……目的はどうあれ、それを促そく進しんしたから」

「………」

「私は人類を救うなんてお題目は持ってない。ただただ、自分が生きたい。それだけで『デジタルイミグラント政策』を支持してるの……」

　彼女の言葉に噓うそはなかった。

　だとすれば、彼女が〈八咫烏〉に協力するのも当然かもしれない。

　彼女には、もう死に神が見えてしまっているのだ。

　サクラは何も言うことができなかった。

　ユリは悔くやしそうに彼女を見る。

　アレスもカレンも何も言わない。ただただ、何と言っていいのか言葉を探している。

　イチノはシオンの肩を摑つかんだまま、

「じゃあ、俺はシオンに協力しよう」

　そうあっけらかんと口にした。

　その言葉にシオンはもとより、他の四人も目を見開く。

「ちょ、ちょっと、イチノ！　〈八咫烏〉に協力するとかどういうつもりよ!?」

　すぐにサクラが眦まなじりを吊つり上げて問い詰つめた。

　いくら何でもここでの鞍くら替がえなど、耳を疑ってしまう。

「早合点するなって、サクラ。俺は〈八咫烏〉に協力するわけじゃない。シオンに協力するって言ったんだ」

　すると、シオンは顔を上げた。その表情は驚おどろいているというよりも、戸と惑まどっているかのようだ。

「え、私に……？」

　シオンの目を見ながらイチノは力強く頷いた。

「別に俺はデジタル移民自体を否定するつもりはないよ。運営や〈八咫烏〉が作る世界は胡う散さん臭くさいし、その手段として色んな人に迷惑をかけている。これまでも秘ひ密みつ裏りに実験もしてきて、どんなディストピアを作る気だよって言いたくなる」

「で、ですが……」

「だから今の運営に協力するのは絶対に嫌いやだけど、デジタルのアナザーワールドがあること自体は別にいいだろう。誰だれも困らない」

　イチノは静かに語る。

「デジタル移民自体なら俺は賛成だ。だから俺はシオン個人に協力する。どこまでできるかはわからないけどな。一緒に正しい道で歩んで行ければいいと思う」

「イチノ……」

　そう言うとユリも手を挙げた。

「あたしもシオンのためなら協力するよ！」

「ユリ……」

「ホントに、不器用なんだから……。こういうことは早くぶちまけた方がいいんだよ！」

　すると、アレスも神しん妙みような様子で口を出す。

「……二十四時間、この世界に入れるようになったら、現実から逃とう避ひする者も出てくるんじゃないか？」

「まあ、いるだろうな。俺もこっちで過ごしてもいいかなって気がするし。そこは折り合いをつけていけばいいことだ。ふたつ世界があるだけで、世界は広がるだろ」

「……問題にはなると思うが」

「その時はその時になったら解決すればいい。技術ってのは、結局は使いようだろ。ゲームが悪いわけじゃない。小学生や中学生には制限を付けるとか、そういう分別は必要かもだけどな」

「……なぜ小学生を制限した」

「特に他意はないよ。ただ、〈アストラル・イノベーター〉でも、その手の注意書きがあったから、それを引用しただけだ。何でそこに反応するんだよ」

「……そうか。いや、別に」

　イチノは改めてシオンに向き直る。

「〈八咫烏〉には妹や父親を苦しませたことへの、ケジメは付けてもらうがな。シオンはその辺り、何か知ってるのか？」

　シオンはふるふると首を振る。

「私は、彼女がそうなっていることを後で知っただけです」

「ならいいさ。レナもシオンには懐なついていたからな。だから救出に協力してくれ」

「今いま更さら、私が……いいの？」

「何度も言うな。今更も何もない。だから、まずは協力してここを脱だつ出しゆつしよう。話は全部、それからだ」

　イチノはシオンへ手を差し出す。

　シオンは罪悪感を感じているのか、なかなかイチノの手を握にぎろうとしない。

「ほら」

　それをサクラが強引に摑んで、イチノの手を握らせた。

「さ、サクラ。あなた……」

「もう悩なやむ必要なんてないでしょう？」

「………」

「吹ふっ切ればいいじゃない。もし、あなたがまだ罪の意識を感じているなら、行動で示せばいいのよ」

　その言葉にシオンは、怖おず怖おずと頷いた。

「また、これからよろしくな。シオン」

「はい」

　イチノの言葉に、シオンの心が解けていく。

　浮うかんでいた涙なみだは悲しみではなく、嬉うれしさに満ちていた。

















■第三章









　暗い地の底をイチノたちは進む。

　サクラを先頭にユリとアレス、シオンとカレンが中衛、そしてイチノが殿しんがりだ。

　敵は出てきたが強くない。それこそ街の周辺に出てくるような危険度の低い敵しかいなかった。

　それだけに一層、この場所は何なのかと訝いぶかしむ。

　その上、ギルドホームの特性が残っているのか、脱出アイテムも脱出系の魔ま法ほうも通じない。往々にして、ダンジョンから脱出できないということは、入り口でイベントが起こるためという場合が多いが、ここがそうとは限らない。

　そもそも地上に繫つながっている保証すらないのだ。

「ここはなんなんだ？」

「私も知らされてなくて、よくわからない」

　シオンも知らされていないらしい。ここは一部の運営直属の人間にしか教えられていないようだった。

「でも、やっぱりこれどこかで見たことあるよね……」

　サクラがぽつりと呟つぶやく。

　ユリもその横で頷いていた。

「カレンは見たことないんですけど……」

「俺も見たことないな」

　カレンとイチノは訝いぶかしげな表情だ。

　すると、アレスがこれ見よがしに溜ため息いきを吐つく。お前らは何を言っているんだと言わんばかりの溜息だ。

「……わからないのか？」

　アレスが呆あきれたように言う。

「アレスは知ってるっていうの？」

　ユリがアレスの方へ顔を向けると、彼は頷いた。

「……お前らは忘れているだけだ。もっとも、イチノは知らないだろう。入ったことがないはずだからな」

「俺が入ってない……？」

　イチノとて未み踏とう破はのダンジョンなど腐くさるほどある。

　だが、アレスの言い様と、サクラやユリがすでに行ったことがあるダンジョンとなれば、思い浮かぶ場所があった。

「って、まさかチュートリアルダンジョンか？」

　そのイチノの答えにアレスはようやく気付いたかという表情を浮かべた。

「……あの場所と繫がっているかどうかは知らん。だが、ダンジョンのテクスチャや材質、硬かたさ、床ゆかの形、雰ふん囲い気き、すべて合がつ致ちしている」

　イチノは周囲を見み渡わたして改めて確かく認にんする。

　サクラとユリもまた同じように眺ながめて、確信を得たらしい。

「そうだ。確かにゲームに入って、すぐここに来た記き憶おくある。アナウンスに誘ゆう導どうされたのを覚えてる」

「よくよく考えれば出てくるモンスターも同じだわ。かんっぺきに忘れてた」

「言われてみれば……」

　シオンもまた思い出したようだ。

「カレンは入ってないのでわかりませんねぇ」

　ひとりだけ、イチノと同じようにチュートリアルダンジョンに入っていないようだが、カレンは例外だろう。

　イチノもようやく納なつ得とくした表情を浮かべた。

「どうりで俺は見たことがないはずだ。どこにもないぞ、こういう素材。言われてみれば攻こう略りやくサイトに載のっていたような気もするが、実物を見ないと気付けないな」

「……あのダンジョンだけは特とく殊しゆなようだ。あるいは、ここの運営による特殊な実験場だったのかもしれんが」

　アレスが仮説を説明をするが、イチノは不思議そうな顔をする。

「でも、だとしたら、何で俺たちが入れてるんだ？　レベル１しか入れないんだろ」

　チュートリアルダンジョンに入れるのはレベル１の時だけだ。

　チュートリアルダンジョンでは、弱いモンスターと練習のように戦えて、幾いくつか有用なアイテムも手に入る。

　イチノのようにチュートリアルダンジョンに入らないというのが異い端たんだった。

　そして、一度でもそこから出て郊こう外がいで戦せん闘とうをすれば、すぐにレベルアップしてしまい、もう二度と入ることはできなくなる。

　如何いかに経験値が『デジタルへの順応』の補正を受けていようと、レベルの低い内は大した差にはならない。

「……制約がかかっているのは入り口だけということだろう」

「え。じゃあ、そこさえ抜ぬければレベルが高くても入れるのか？」

「……わからん。一部の好こう奇き心しん旺おう盛せいな冒険者プレイヤーたちが、ダンジョンの上から穴を開けて入ろうとしたらしいがな」

「ああ。聞いたことがあるぞ。それでも入れなかったんだろ？」

「……その通り。だからおそらくは〈八や咫た烏がらす〉のギルドホームでの落下トラップの方に何かしらの問題でもあったのだろうな。あのチュートリアルダンジョンに入れてしまう例外的な問題が。あるいはバルトロがその制限を一時的に解いたか。そうしなければ、お前をこの地下に閉じ込めることはできない」

　なるほど、と納得しながらイチノたちは出口を探す。

　レベル１の制約がないのはありがたい話だったが、出口らしい出口はまだ見つからない。

　ひとつひとつ通路を確かめ、進んでいくしかなかった。




「……この辺りか」

　アレスが足を止める。

「どうした？」

「……イチノ。ここはチュートリアルダンジョンと同じ材質だが、おそらくは正規のダンジョンと繫がってはいないだろう。だが、壁かべを爆ばく破はすればそちらと繫がる可能性はある。座標的ターゲツテイングにはチュートリアルダンジョンと同じ辺りに広がっているだろうからな」

「爆破ァ？」

　ユリが嫌いやそうな顔をした。

　壁を爆破するとしたら彼女しかいない。

「……座標的にはここが一番近いはずだ。ここから西側に掘ほり進め」

　そして、アレスは壁の場所を示すように手の甲こうでコンコンと叩たたいた。

「汚よごれるから嫌なんだけど……」

「……そんなことを言っている場合か。そもそも汚れたところで、この世界ゲームならば時間が経たてば自然と綺き麗れいになるだろう」

「そりゃそうだけど……」

　仕方なさそうにユリが杖つえを構える。

「悪いな、ユリ」

「いいわよ。こういう役目はあたししかできないだろうし。こんな狭せまいところだと粉ふん塵じん飛ぶから下がってた方がいいわよ」

　ユリの言葉を受けて、イチノたちは後ろへと下がった。

「我は渇かつ望ぼうする。受け入れよ、我が世界──」

　詠えい唱しようを始め、杖に火のような光源が灯ともる。

「〈フレア・ボム！〉」

　杖から射出された魔法力は壁へとぶつかった。

　火と風が容よう赦しやなく岩を削けずり、轟ごう音おんと共に削さく岩がん機きのように壁を掘る。

　しかし、僅わずかに削れただけで終わった。

「確認しておくけど、本当にこの先にあるんでしょうね!?」

「……疑うなら透とう視しでもすればいい」

「むう……」

　アレスに言われ、クレヤボヤンス透視を使って確かめるユリ。

　その表情は困ったように歪ゆがみ、首を傾かしげる。

「向こうに光源がないから暗くら闇やみしか見えないんだけど。というか、これ岩なんじゃ」

「……ＳＰスキルポイント回復アイテムは大量に持ってる。とにかく撃うて」

「わかったわよ、もう！」

　ぷんすか怒おこりながらユリは〈フレア・ボム〉を撃ちまくった。

　少しずつ壁が削れていく。

　その間にイチノたちも先に進んで周囲を確認していたが、今の場所は完全に袋ふくろ小路こうじになっていた。どこにも繫がっていない。

「入り組んだダンジョンだったな」

「もー！　疲つかれたー！　疲れてないけど疲れた！」

　ユリが杖を放ほうり投げて、ふわりとフリル付きのスカートを浮うかせながら後ろ向きに身体からだを投げ出す。

　痛みなどないから岩の尖とがった部分も気にならないらしい。

「お疲れ。少し休め」

　イチノが隣となりにしゃがみ込む。

「崩ほう落らくの危険があるから調整も面めん倒どうなんだよ、もう」

「悪かったな。俺の持ってる爆ばく弾だんだと、強力すぎて崩落の危険性もあるし」

「別にいいけどさ……。あたししかいないわけだし。ハジ、連れてくればよかったなー。寂さびしい……」

　今はいないペットの鳥の名を出しながら溜息を吐く。

「お前、あの鳥、好きだよな」

「そりゃ、可愛かわいがってるし」

「というか、名前の由来聞いてなかったな。なんでハジなんだ」

「イチノの本名を捩もじったに決まってるでしょ」

　弌はじめから二文字取って、ハジ。

　イチノはまったく気付いていなかった。

　ユリの話にイチノよりも先にシオンが反応する。

「な、なんでユリがイチノの本名を知ってますの？」

「レナに聞いたに決まってるでしょ。ちょっと取引して」

　イチノが溜息を吐く。

「何をやってるんだ、あいつは……。というか、何でペットに俺の名前を付けたんだ。確かにモンスターの卵を取ってくるのに協力したけど」

「むぅ。ここまで言っても気付かないなんて……。イチノにはヒミツよ」

　それから不ふ機き嫌げんそうにユリは立ち上がった。

「離はなれてて」

　再び杖を構えて彼女は魔ま法ほうを放ち始める。

　まるで掘くつ削さく機が暴れているかのような音を響ひびかせていた。その甲か斐いあって、少しずつ壁は削れている。

「ばーか！　ばーか！　鈍どん感かん！」

　何やら辛しん辣らつな言葉で誰だれかを罵ののしっているようだったが。

「いきなり機嫌悪くなったな。なんでだ」

「まあ、私はわかったけど」

「私もわかりました」

「カレンもー」

　サクラとシオンが呆あきれた表情をイチノに向ける。カレンはにゅふふと口を歪めて楽しんでいた。

「……まあ、せいぜい背中を刺さされんようにな」

「アレスまで何を言ってるんだ」

　それから少しして、爆発音に妙みような音が混ざり始めた。

　壁が壊こわれる音には違ちがいないのだが、響いていた音の反はん響きようが向きを変えたかのように分散している。

　イチノは粉塵が収まらぬ中、壁に向かって松明たいまつを照らした。

　そこには別の通路が広がっており、奥側への通路が見える。

　ついに向こうとの壁が取り払はらわれたのだ。

「やったー！　開いたよ！」

　ユリが嬉うれしそうにガッツポーズを取る。

　サクラと一いつ緒しよに腕うでを叩き合って喜んでいた。

　微かすかに開いた穴をさらに爆発で広げると、人が通れる大きさとなった。

「サンキュー、ユリ」

「まあ、任せといてよ」

　先さき程ほどまでの疲れが一気に吹ふき飛んだような笑え顔がおだった。

「……ユリ。今のうちに回復を。これがオレの持ってる最後のＳＰ回復アイテムだ」

　ユリはアレスから瓶びんを受け取り、ＳＰを回復させる。

　イチノたちはすぐに穴を抜け、チュートリアルダンジョン側と思おぼしき場所へと足を踏ふみ入れた。

　そして、再び陣じん形けいを組んで進んでいく。

「こんな通路あったっけ？」

　歩きながらサクラが呟つぶやく。

「そう言えばこんな狭い通路なかったですね」

　そんなシオンの言葉に、イチノが不安な表情を浮かべた。

「おい、まさか繫つながったのがチュートリアルダンジョンじゃないとかいうオチじゃないだろうな」

　アレスはゆっくりと首を振ふる。間違ってはいないというように。

「……いや。チュートリアルダンジョンのはずだ。座標的には。ただ、入り口近くではない。むしろ、これは奥側だ」

「奥側？」

「……このチュートリアルダンジョンの奥にはボスがいて、そのボスを倒たおすと、今度はイベント戦せん闘とう。その時に強制敗北し、街へと戻もどる。だが、その奥にも道はある。意味があるのかどうかは知らんが、奥には誰も行けていないはずだ。オレも見たことがないから、予想でしかないがな」

　アレスの説明に、ふと皆みんなの言葉が止まる。

　気付けばダンジョンの奥側のイベント発生地点までやってきていた。

　通路から出て、歪いびつな形をした広いスペースに出る。基本的にはドーム状で壁と天てん井じようの区分けがしにくい上に、綺麗な曲線を描えがいておらず歪んでいた。

　そこの中央に、立っているものがいる。

〈アストラル・イノベーター〉、事実上のラスボス──イルアグレッサー。

　イチノが以前から倒すために動いていた、チュートリアルにおけるイベントボス。

　レベル１では決して倒すことの叶かなわない、ボスモンスターだ。

『まさかこのような場所で、お前のような危険因子が見つかるとはな』

　イルアグレッサーが、エコーのかかった声でイベント的な口上を述べる。

　二メートルは優に越こすであろう闇やみ色の身体に、黒い翼つばさ。屈くつ強きような腕わん力りよくを持つであろう腕に、獣けもののような足。人型ではあるものの、そのモンスターは地に足を付けず、翼で浮ふ遊ゆうしている。

　その翼の背後で、六つの剣けんが黒いオーラを放ちながら浮遊していた。

　軽く余興のように振る剣筋が、黒い軌き跡せきを描いている。

　部屋が密室になるでもなく、逃にげることを許さず追いかけてくるこのモンスターは、一いつ瞬しゆんの内にプレイヤーを絶命させてきた。

　ここでチュートリアルダンジョンを進んできた初心者は、いずれ戦うこのイルアグレッサーの強さを否いや応おうなく思い知ることになる。

「もうこいつの《メモリーフラグメント》は奪うばってるんだよな？」

　イチノが呟くと、水を向けられたと思ったらしいシオンは頷うなずいた。

「ええ。間違いなく」

「なら、倒さずにやり過ごしたいが……」

「……無理だろうな。奴やつを倒した話どころか、逃げ切った冒険者も聞いたことがない」

　アレスが絶望的な説明をする。

「じゃあ、どうしろってんだ」

　しかし、ここを避さけては入り口へ行くことはできない。

　イチノが悩なやんでいると、サクラが前へ出た。

「何を」と問う暇ひまもなく、サクラがイルアグレッサーへと斬きりかかる。

「行って！　イチノ！」

「おい、サクラ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。所しよ詮せん、こいつはレベル１なら勝てないってだけで、あたしみたいな高レベルのことは考こう慮りよされてないはずよ」

「馬ば鹿か！　よそ見してるな！」

　イルアグレッサーの操あやつる六つの剣の内、ひとつがどす黒い闇を放ちながらサクラに襲おそいかかった。

　確実にその身を斬り裂さくはずだった攻こう撃げきは、しかし、僅わずかに届かない。

　シオンの剣によって相そう殺さいされていたからだ。

「危なっかしいですね、サクラ」

「し、シオン……？」

　いつの間にか、シオンもまたイチノたちの前へ出ていた。

　サクラを庇かばうようにして立ち、剣を強く握にぎり締しめている。すでに剣は周囲の空気を凍こおらせているのか、ノイズのように音を撒まき散らしていた。

「ここにいるイルアグレッサーはシミュレーターですと、レベル50でも勝てないようになってます」

「そ、そうだったんだ……。本来のダンジョンにいるイルアグレッサーはレベル30ぐらいで倒せるから……」

　冒険者がこの世界でクリアしなければならないイルアグレッサーは、早い段階で倒すことができる。だが、〈アストラル・イノベーター〉はそこで終わるわけではない。

　むしろ、そこからが本番と言われている。

「ここにいるイルアグレッサーと、本来のダンジョンにいるイルアグレッサーは別物ですから。早く体勢を立て直しなさい」

　そう言われ、サクラはイルアグレッサーから離れ、構え直す。

　シオンもまた、イチノたちへ向かわせないように位置取り、イルアグレッサーへと斬り込んだ。

「イチノ！　ここは私たちふたりに任せなさい！　一刻も早く出口へ！」

「イチノ、行って！」

　イチノは悩むものの、

「わかった！　ふたりとも、死んだりするなよ！」

　ふたりを信じ、先へと進む。イチノとユリ、カレン、アレスがそれぞれ真正面にある通路へ、壁かべに沿って走った。

　それをイルアグレッサーが追いかけるが、今度はサクラの剣がそれを阻そ害がいする。

「ま、死んでも変な場所に送られて閉じ込められるぐらいだと思うけどね」

「何をされるかわかりません。死ぬわけにはいきません」

「当然」

　そして、ふたりは剣を携たずさえ、イルアグレッサーに立ち向かう。
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　サクラとシオンの剣けん戟げきが、何度も往復してラスボス、イルアグレッサーの頭、胴どう、腕、足を斬り裂いていく。

　人間型のイルアグレッサーはボス用ＡＩを積んだだけのステータス能力の高いモンスターであり、通常であれば倒せない相手ではない。

　イルアグレッサーは、五大街から離はなれた城のダンジョンで待ち構えている。

　その攻撃方法は多た彩さいだ。

　空中に六本の剣を浮うかべて、それを操って攻撃をしてくる。六本の剣による連れん携けい攻撃、乱らん舞ぶ攻撃もある。自身の体術による攻撃もあり、時折思い出したように肉にく薄はくしてくることもあった。

　魔法による攻撃も多た岐きに渡わたり、広こう範はん囲いにダメージ衝撃を与あたえる攻撃魔ま法ほう、デバフ弱化の魔法、自身を転送させる魔法など枚挙に暇いとまがない。

「全然、減らない……」

　サクラが歯を食いしばるようにして剣を振る。

　何度も何度も、相殺をしながらイルアグレッサーにダメージを与えていた。もちろん、相殺は失敗することもあったが、一撃でやられることもない。

〈エグザマインストーン〉でモンスターの情報が頭の中に入ってくるが、そのＨＰヒツトポイントが全然減ってくれないのだ。

「減っているわ。ただ、それに近いぐらい回復しているだけよ」

　シオンも〈グラシオグラーヴォ〉で氷のエフェクトを出しながら、縦じゆう横おう無む尽じんに部屋を駆かけては必殺の一撃を叩たたき込んでいた。

「どんな回復力よ……！」

　サクラがイルアグレッサーを睨にらみながら唸うなる。

　サクラやシオンはすでにこの魔王と目されるラスボス、イルアグレッサーを〈アストラル・イノベーター〉の中で打だ倒とうしていた。

　それでもここまで苦戦した記き憶おくはない。

　以前倒したものよりも強いとは言わないが、あまりにも死ににくくなっていた。

　元々、レベル１では倒せないようにと設定されたラスボスは、常時回復の特性まで身に付けているからだ。もっともイチノが懸け念ねんしていた特性だ。これがなければ、イチノはもっと早くこの場所に来ていただろう。

　絶えずイルアグレッサーはＨＰを回復させており、ダメージを与え続けていなければ瞬またたく間に全快してしまう。

　レベル１を対象にした強制敗北イベントのわりに、常じよう軌きを逸いつした念の入れ様だ。

「こんなのイチノはどうやって倒そうとしていたの？」

「彼は爆ばく弾だんを色々と集めていたらしいから、おそらくはアイテムを持ち寄って、どうにかしようとしていたのね」

　事実、イチノはダメージ固定の爆弾を使用し、その後はすべてクリティカル攻撃で倒すことをフローチャートの基本線としていた。

　そのために、あらゆる爆弾アイテムの素材を集め、〈ゴスペル・クァイア〉が偶ぐう然ぜん開発した〈アミドプルバー〉を個人的に頼たのんでいる。

　アレスに頼んでいた捜そう索さくには《メモリーフラグメント》だけでなく、爆弾アイテムの素材も含ふくまれていた。〈ファイアレッド〉から作られる〈クラスターボム〉、〈ボムベース〉から作られる〈ボムボックス〉等々、それらアイテムの収集にも余念がない。

　イチノの部屋にあるアイテムチェストには、レナのアイテムと共に爆弾用のアイテムが敷しき詰つめられていた。

「確かに色んな爆弾を集めてたけど……」

「それに、彼ならこのモンスターの攻撃は、全部相殺できてたんじゃないかしら」

「クリティカル狙ねらいならダメージは入るでしょうけど……。何時間かけるつもりだったんだろう」

「相手が倒たおれるまで、でしょうね」

　こんなモンスターをイチノは単独で倒す気でいたのかと、サクラは空そら恐おそろしくなる。

　正直に言えば、サクラがもしひとりで戦っていたらやられていただろう。

　シオンの援えん護ごがあってこそ、サクラはどうにか戦えていた。

　もっとも、それはシオンも同じだ。彼女もひとりではイルアグレッサーとは互ご角かくには戦えない。

　サクラに攻撃が集中することで、シオンもフォローに回ることができている。

　逆にシオンが攻せめる時は、サクラがそのフォローをしていた。

　拙つたなかったコンビネーションは、十数分の戦いを通してあっという間に洗練されている。

「まさか、あなたとここまで力を合わせられるとは思わなかったわ」

「私もそう思う。でも、お互たがい相棒がイチノだったからね。それで合わせやすいんじゃないかな」

「お互いイチノが相棒、か。……そうかもね」

　まだまだわだかまりはあるだろう。

　しかし、受け入れるようにシオンは笑った。

「あら、素す直なおじゃない」

「心の枷かせが取れたからよ。イチノに受け入れてもらって……でも、戦友の座をむざむざ渡す気はないわ」

「こっちの台詞せりふよ。あなたがイチノにどれだけ教わったのだとしても、私は絶対に渡さない」

「いいわ。その宣戦布告。受け取ってあげる。勝つのは私だけどね！」

　六つの剣けんを避よけながら、サクラとシオンは憎にくまれ口ぐちを叩き合う。

　彼女のたちの剣けん閃せんは衰おとろえることを知らない。

　さらにここまで戦ってきたことによるプレイングスキルの上じよう昇しよう──慣れも出てきた。

　少しずつ少しずつ、六つの剣の相殺成功の確率が上がっていく。

「よく見て……！」

　サクラは縦横無尽に飛び交かう黒き剣を見ながら独りごちる。

　どれだけ多彩な攻撃を見せてこようとも、相手はＡＩを積んだモンスターだ。人ではない。

　いくら剣が多かろうと、その軌き道どうや待機位置は変わらない。

　振ふられていない剣はイルアグレッサーの翼つばさの後ろで、範囲内に入った相手を斬り払はらうだけだ。そして、その軌道は五種類程度しか存在していない。

　問題は六つの剣が組み合わさって起動する時である。
















　ようやく、そこまでをサクラは見切った。

　六本といえど見み極きわめてしまえば、あとは集中力の勝負だ。

「ここだッ！」

　挟はさみ込むように斬きりかかってくる二本の剣を、サクラは角度を調整しながら払うようにしてまとめて相殺。

　攻撃判定は死に、イルアグレッサーの懐ふところに飛び込むべく大地を蹴ける。

　だが、イルアグレッサーの手はサクラに向かって伸のびていた。

　黒き炎ほのおがその手に宿り、まるでレーザーのようにサクラに一直線に放たれる。

「サクラ！」

　シオンが慌あわてた声をあげたが、

「〈風精剣ゼフィランサス〉！」

　サクラはそれすらも予測していた。僅か数フレームにしか判定の猶ゆう予よがない中、サクラはレーザーを真上から斬り裂く。

　黒き炎の魔法は切断された。

　その余勢を駆って、スキルが発動。六ろく芒ぼう星せいを描えがく六連撃が、イルアグレッサーを容よう赦しやなく斬り刻む。

「よーしっ！　これでどうだっ！」

　かなり大きく敵のＨＰが減った手て応ごたえ。しかし、敵のＨＰは見る見るうちに回復していった。

　サクラに魔法が効かないとみるや、イルアグレッサーはその強力な魔法攻こう撃げきをシオンに向ける。

「くうっ！」

　最初はかろうじて避けていたシオンだったが、すべてを避けることはできない。

　その上彼女は技量があっても、武器の都合上、魔法切断が使えなかった。魔法切断ができるのは、〈ヒヒイロカネ〉で作られた武器だけだ。

「しまっ──」

　そして、シオンが魔法の一撃を食らい、大きくＨＰが減少。

「一いつ旦たん下がって！」

　サクラの言葉に従い、シオンはサクラの後ろに下がり、すぐにアイテムを取り出して回復する。

　サクラがどうにかＨＰの回復だけはさせないように攻撃しているが、サクラひとりではその鍔つば迫ぜり合いのような戦いを打破できない。

　じり貧。

　泥どろ仕じ合あいの様相を呈ていしてくる。

　だが、不利なのはサクラとシオンの方だった。

「倒せると思う？」

「聞きにくいことを聞くわね、あなた」

「計算上だと厳しそうだし。何かあなたに奥の手でもないかと思って」

「ないわよ。回復アイテムも尽つきたわ。私には魔法を切断する手段がない」

「つくづく絶望的ね」

　そんな絶望的な状じよう況きようでも笑うサクラに、シオンも小さく笑えみを浮かべた。

「あなたは絶望的には見えないけど？」

「そんなことないわよ」

「……でも、そうね。イチノたちを先に行かせるって目的は果たしたもの。時間稼かせぎは充じゆう分ぶんやったわよね」

　すると、突とつ然ぜん。サクラがイルアグレッサーの剣けん戟げきを相そう殺さいする中、シオンが駆ける。

　自らの身体からだに闇やみの剣による攻撃を喰くらうのも厭いとわず。

　見る見るうちにＨＰが減っていくのが、目に見えてわかった。

「何する気!?」

「奥の手がないって言ったわね。噓うそよ。実はあるわ」

　剣を突つき出したまま、シオンは剣の嵐あらしの中を突き進む。

　イルアグレッサーは六つの剣でシオンの突とつ撃げきを防ごうとしているが、間に合わず抑おさえきれない。

「イチノを守りなさいよ、サクラ！」

　そして、彼女はその剣をイルアグレッサーへと突き刺さした。

「〈クリスタルスマッシャー〉！」

　剣がイルアグレッサーの身体に突き刺さったまま、シオンのスキルが発動する。

　氷の凍こおる音、内臓を突き破るような音が同時に響ひびいた。

　冷気による白い靄もやが晴れると、イルアグレッサーの身体から氷が突き出ているのがサクラの視界に入る。

　凄すさまじい威い力りよくだったようで、イルアグレッサーは思わず蹈鞴たたらを踏ふんだ。

　だが、その威力はシオンもまた喰らっていた。

〈クリスタルスマッシャー〉。

　それは自身のＨＰと引き替かえに、敵に大ダメージを与あたえるスキルだった。

「ばっ……！」

　怯ひるんだ隙すきに、サクラは慌ててシオンの下もとへ向かう。

「何やってんのよ！」

　だが、そこに六つの剣と無数の魔法がシオンに襲おそいかかった。

　イルアグレッサーの全方位攻撃だ。

　すでにシオンのＨＰは風前の灯ともし火び。一撃でも喰らえば戦せん闘とう不能──拠きよ点てん送りとなる。おそらくは〈八や咫た烏がらす〉のギルドホームへ。

　サクラはその剣をすべて視界に収め、覚かく悟ごを決めて剣を構えた。

「このおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　無む軌き道どうに飛び交う剣を相殺し、同時に魔法を切断。

　イチノにすらできるかどうかわからない、その剣けん捌さばきで、シオンに向かうあらゆる攻撃判定をサクラは叩たたき斬った。

　凄まじい気き迫はくだった。

　攻撃から守り切ったサクラは、シオンを睨にらむ。

「何やってんのよ！　自じ爆ばく攻撃なんて！」

「し、仕方ないじゃない。他ほかに方法は……」

「ある！　イチノと同じ。攻撃を喰らわなければいいだけよ！」

「こ、こっちは魔法が──」

「魔法は私が全部切断してみせる！　あなたは攻撃に集中して！　私も隙を見て攻撃するから！　あと、剣の相殺は全部任せた！」

「な、何を無茶言ってるの!?」

「無茶でも何でもやるの！　やるしかないんだ！　ふたりで生き残るために！」

　そんな無茶にシオンが、突き動かされる。

　イチノはこんな女に惚ほれられているのか。

　無茶をするイチノにお似合い。

　ある意味、似たもの同士だった。

「上等じゃない。もう一撃も食らわずに倒すわよ」

「足を引っ張らないでよね、シオン」

「そっちこそ、サクラ」

「最後まで一いつ緒しよに戦うわよ！」

　そして、シオンとサクラの、もう一撃も喰らってはならないという戦闘は始まった。
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　サクラとシオンが響かせる剣戟の音を背にイチノたちは先へ進んだ。

「サクラたち、大だい丈じよう夫ぶかな」

「あのふたりならなんとかなる。なんとかできるはずだ」

　ユリにそう言いつつも、イチノの表情からは不安は消えない。

「……はっきり言えば、時間稼ぎさえしてもらえればいい。後は時間の勝負だろう」

「アレス、お前な」

「……最優先目標はこのアイテムを届けることだ。違ちがうか？」

　戦闘不能に陥おちいれば〈八咫烏〉の特とく殊しゆ施し設せつとやらに行く。要するに、一度恋れんが入り、人格データを分ぶん割かつされた場所だ。

　人格データはバルトロの口ぶりだと相当な時間がかかるようだし、ここから出れば助けに行くこともできるだろう。資料データを外に出してからでも間に合う。

　だが、資料をどうにかしなければ、運営の陰いん謀ぼうは暴あばくことはできない。

　アレスは、プライオリティを間違えるな、と言っているのだ。

　そう思ってはいても、彼女たちを置いていくことはやはり心が痛む。

「わかってるよ」

　不満そうな表情を作ってイチノはアレスを先頭に進む。

　そうしていると、隣となりを進むカレンが声を掛かけてきた。

「大丈夫ですよ、イチノさん。あのふたりなら」

「何でそんなことが言えるんだよ」

「強いからです。これ以上の説明がいりますか？　イチノさんは信じて待っていればいいんです」

　そう言われ、彼女たちの強さを不安視していたことに気付いた。

「それも……そうだな」

　あのふたりは強い。

　相殺を教え、マニュアル操作を教え、熟達の冒険者になったのだ。

　もちろん、今の彼女たちの強さは自身の才覚もあるだろう。

　だが、その一助にはなっているという自負がイチノにもあった。

「お前も時々、こっちの心を見み透すかしたようなこと言うよな」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　自分は褒めてるのだろうか……？　と疑問に思いつつもイチノはダンジョンの先へと進む。

　このチュートリアルダンジョンは、レベル１の時には攻こう略りやくに三時間ほどかかるダンジョンである。

　ここで身体の動かし方、モンスターへの攻撃方法、アイテムの使い方、スキルの使い方等々、すべてを覚える必要があるため、とても長かった。

　ひとつひとつをしっかりと覚え、ダンジョン攻略に必要な行動をとることで、先へと進むことができる。

　今いる場所は真っ暗で、松明たいまつがなければ光源など何もないが、ここで光源となるものを使って道を照らすことを冒険者たちは覚えるのだ。

〈アストラル・イノベーター〉が、現実と同じようなデザインを構築しているからこそ、そこに誤ご魔ま化かしは存在していない。モンスターとの戦闘だって、容よう赦しやなく発生する。

　だが、イチノたちはここにいる初心者がかろうじて倒たおせるモンスターをほぼ無視できた。今もアレスやカレンが一撃でモンスターを倒している。ユリですら、ここのモンスターであれば手に持った杖つえで倒せるのだ。

　ダンジョンの形さえ覚えていれば、奥から入り口まで走破するのに一時間もかからない。

　そして、イルアグレッサーのいた場所から三十分ほど経たった頃ころ、イチノたちは再び広い空くう洞どうへと出た。

「……これでようやく半分を踏とう破はしたな」

　ここまで来ると床ゆかや壁かべ、天てん井じようはうっすらと光っており、松明の必要がなくなる。

　本来であれば、ここから奥へ行く時に松明を使う行動を強しいられるが、逆走しているイチノたちは、ここからは松明が必要ない。

「こんなに広かったっけ、このダンジョン。久しぶりで忘れちゃってたわ。しかも、やっぱり脱だつ出しゆつ魔ま法ほう使えないし……」

　ユリが杖を振ふって脱出魔法で足あ搔がいていたその時──。

「……来るぞ」

「は？　何が来るのよ？」

　その瞬しゆん間かん、床に無数の赤い紋もん様ようが刻まれる。

　その床の光源よりも遥はるかに強く輝かがやくその紋様は、召しよう喚かんの魔ま法ほう陣じんだ。

　この場所で、こんなイベントは存在しない。それを見たイチノたちは嫌いやな予感しか抱いだけなかった。

「……ユリ。無力化」

「む、無理！　転送されてくる奴やつを少なくするぐらいしか……！」

　ユリが慌あわてて詠えい唱しようしながら杖を振るうが、あまりにも多い魔法陣をすべて消すことはできない。

　焼け石に水のような状態だ。

「……チッ。まったく。面めん倒どうな」

　赤い魔法陣から無数の影かげが現れる。

　いや、影ではなかった。ただただ黒い装備を着込んでいただけだ。

「黒くろ騎き士しだと？」

　イチノは目を瞠みはる。

　出てきたのは、黒騎士だった。以前戦った者と装備はまったく同じ。ブラックナイトシリーズとブラックヘルムをつけた冒険者だ。

「いや、しかし、これは……」

　この連中は、〈アマツマウラ〉のホームである〈ピストレイア〉で悪さをした冒険者たちではない。

　どちらかと言えば、あのバルトロが連れていた黒騎士のような不気味さを醸かもし出している。

　ただ、あの黒騎士だとすれば苦戦は必至。一体だけならともかく、合計で五十体近くもいるのだ。

　イチノたちが構えると、それをアレスが制した。

「……イチノ。これを持っていけ」

　そう言って手て渡わたしてきたのは資料データが詰つまっているという石版を模したアイテムだ。

「何言ってんだ。持っていくならお前だろ」

「……駄だ目めだ。魔法のないお前じゃ制圧力が足りないし、こいつらを部屋に閉じ込める手段を持たないのではこの黒騎士に追いかけられる」

「それはそうだが……」

　まごつくイチノにアレスは無理矢理アイテムを渡した。

「我は渇かつ望ぼうする。受け入れよ、我が世界──」

　そして、ユリがいつの間にか、詠唱を始める。

「〈グラウンド・スラスト〉！」

　黒騎士たちのいる床が地じ響ひびきを起こして、針が天高く隆りゆう起きした。

　土の針に貫つらぬかれた者もいれば、その針と針の間に挟はさまれた者もいる。

「イチノ、今のうちに行って！　ここはあたしとアレスに任せて！　大丈夫、すぐ追いつくから。あたしの魔法で瞬しゆん殺さつしてね！」

　ユリもまたイチノの背中を押す。

　もうすでに戦せん闘とう態勢に入ったのだ。その彼女を邪じや魔ますることなどできはしない。

「ああ、わかった！　死ぬなよ！」

「ふたりとも、ご武運を！」

　イチノとカレンは彼らに背を向け走り出した。

　土の針から逃のがれた黒騎士が、その斧おのを振りかざして襲おそってくるが、相そう殺さいしつつ、その大部屋を走り抜ぬける。

　さらに大量の黒騎士がイチノへ向かうが、

「我は渇望する。受け入れよ、我が世界。霧の国ニブルヘイムより来たれ、氷の大地レクイエム！」

　部屋全体の温度が一気に降下する。

　氷が黒騎士たちの足に絡からんでいき、その氷はさらに黒騎士の身体からだすべてを包みこもうと広がった。

　部屋全体がすべて氷に包まれ、すぐにその氷は砕くだけ散る。

　これで黒騎士がすべて戦闘不能になったわけではなかったが、一時的に行動を奪うばい、自分たちにヘイトを向けるのは成功したようだった。
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「……イチノは行ったな。なら、いい。〈ブラインドウォール〉」

　アレスがスキルを発動すると、イチノが出ていった通路が岩によって塞ふさがれた。

　追つい跡せきを妨ぼう害がいするためのスキルであるが、殲せん滅めつするために閉じ込めることもできる。

「ねえ、それ使って全員逃にげれば良かったんじゃないの!?」

「……無理だ。あれには大した耐たい久きゆう力はない。すぐに破は壊かいされる。だが、こちらにヘイトを向けてれば、こちらを倒すまではあの壁を壊こわしてイチノを追跡しようとはしない。要するに、ＡＩが狙ねらうプライオリティの問題だ」

「量多いなぁ。倒せるのかなぁ」

「……期待しているぞ」

「あんたとふたりって今までになかったけど、どうにかするしかないわよねっ！」

　ユリは意い気き揚よう々ようと杖を掲かかげ、黒騎士たちに向けた。

　何度も氷柱つららを放っては、〈レビテーション〉で空を飛んで移動する。

　長期戦が予想されるため、〈レビテーション〉の常時使用と攻こう撃げき魔法の併へい用ようは避さけ、できる限り効率的に魔法を放ち続けた。

　そのため、大地に足を縛しばり付ける土属性の魔法や、一時的に行動を縛る氷属性の魔法を中心に使用している。

　その魔法を潜くぐり抜けた黒騎士たちは、アレスとユリへとその武器を持って襲いかかる。

「何なの、こいつら！　普ふ通つうのモンスターと違ちがって動きが……！」

「かなり洗練されてるな。モーション動作がかなり多い。その上、フェイントまで掛けてくる」

「何か連れん携けいまでしてくるし！　どうするのよーっ！」

　アレスに援えん護ごを受けながら応対するが、すべてを避よけることはできない。

　斧や槍やり、様々な攻こう撃げき判定がユリへと容赦なく降り注いだ。

　だが、それはただ突つき抜けるだけだった。

　そして、ユリの姿はまるで幻げん影えいだったかのように消えていく。

「……残像。〈ミストイリュージョン〉だ」

「ほんと、あんたみょーなスキル、ゴロゴロ持ってるわね」

　いつの間にか広間の隅すみにいるアレスの横にユリがいた。

　ユリが魔法を放った瞬間、アレスはスキルを使い、幻影を残したのだ。

「多少、動きの洗練されたＡＩであっても、幻影──情報を見抜く目を持っていなかったか。これなら」

「これＡＩなの？　それにしちゃ、人間くさいんだけど」

「……固定された動きをしないし、高度に連携してくるから、人間のように見えるがな。これはおそらくＡＩだ」

「なんでよ。あいつらが一言も喋しやべらないから、とか言わないでよ」

「……瞳ひとみを見ればわかる。ＮＰＣは視覚を目に頼たよっていない。もちろん視線を反映して、見えている見えていないは判断しているのだろうが、ＮＰＣはそもそも戦闘中に目が一いつ切さい動かない。こちらが避けた時に、目で追わずに顔を向けるからだ」

「よく見てるわねぇ……。でも、そういや、イチノも似たようなことを言ってた気がするけど」

　黒騎士たちは何かを探すようにキョロキョロと周囲を見渡している。

　アレスは現在、スキルでカモフラージュを施ほどこして、自分たちの姿を見えないようにしていた。黒騎士は未いまだに気付かない。

「このままやり過ごすとかできないの？」

「……できるが、オレたちがいないことがわかれば、連中はすぐにあの出入り口の障害物を破壊して、イチノを追いかけ始めるだろうな。そのうちオレたちを諦あきらめて、プライオリティが変わる」

「まったく。結局、やるしかないのね……。今攻撃したら奇き襲しゆう判定にならないの？」

「……詠唱したら今、視覚を阻そ害がいしているスキルは無効化されるぞ」

「わかったわよ。ちょっとデカい魔法使うから、守ってくれない？　五分ぐらい」

「……イチノよりも要望の難易度が甚はなはだしいな。まあ、いいだろう。ここを生きて抜けるためだ」

　アレスが短たん剣けん二本を逆手に持ち、まるで雷らい鳴めいのような速度で黒騎士たちに斬きりかかる。

　普ふ段だんは見せないが、アレスが本気で戦う時のスタイルだ。

　黒騎士たちはそれを脅きよう威いと見たか、その視線はすべてアレスに集まった。

　その攻撃を喰くらわないよう、アレスは動きを誘ゆう導どうし、振ってきた武器の当たり判定を躱かわす。

　アレスにはイチノのような相殺はできないが、避けることに特化さえすればそうそう当たらない実力を持っている。

　こう動けば、相手はこう動く……という基本的な予測と高度な誘導を駆く使しすることで、アレスは回かい避ひ特化型の壁として機能できた。

　問題はそれは一対一の時の話だ。

　多人数が相手となると、フェイントや視線による誘導も難しくなる。

　だが、今は一身に攻撃を引き受けるしかないのだ。

　アレスには、この黒騎士たちを壊かい滅めつさせる手段がない。

　あるとすれば、ユリの魔法だけだ。

「……イチノが行ってから、これでようやく十五分ぐらいか」

　時間稼かせぎは充じゆう分ぶんしただろうが、それでも戦闘不能になることはどうにか避けたい。

　気の遠くなるような、長い時間に思う五分。

　アレスはどうにか、すべての攻撃を避けきった。

「……五分経たったぞ。やればできるもんだな」

　アレスは黒騎士たちの中央から天高く跳とび、天てん井じようを蹴けって、そのまま方向修正し、ユリの下もとへ戻もどった。

「くたばれ、黒いの！　〈ホワイトプレアデス〉！」

　洞どう窟くつの中に突とつ如じよ、光源が六つ生まれる。

　その光源から輝かがやく岩が射出され、黒騎士たちへ襲いかかった。

　六つの巨きよ大だいな星々が輝きながら落下し、黒騎士たちを一撃の下に消していく。

　六つの星が落ちた時、床ゆかはクレーターでほぼ破壊されており、見る影かげもなくなっていた。

「……なんだこれは」

「星を呼び寄せる魔法よ。洞窟で使ったのは初めてだけど」

　ユリの奥の手の魔法である。

　巨大な岩と光による爆ばく発はつで、中級のボスモンスターすら一撃で倒たおす必殺の魔法だ。広こう範はん囲いに攻撃できる上に、六発の連続ダメージととてつもないダメージを叩たたき出す。

　ただ、長い詠えい唱しようが必要な分、その身は無防備になってしまい、誰だれかが守る必要があった。

「……限度がある。崩ほう落らくしなくてよかったな」

「まあ、そうそう壊れないって」

「……黒くろ騎き士したちも一部壊れなかったようだがな」

　倒れている黒騎士たちがいた。

　だが、倒れているということは拠きよ点てん送りにされていないということだ。

　黒の鎧よろいを纏まとった者たちがよろよろと起き上がる。

「……仕方ない。もう一発撃うて。黒騎士の数も減ったし、時間は稼げるだろう」

「ご、ごめん」

「……嫌いやな予感しかしないが、何を謝る？」

「今のって、ＳＰ回復瓶びんも使った必殺の魔法なのよね。もう撃てない。ＳＰすっからかんだし」
















「………」

　呆あきれたような目を向け、アレスは溜ため息いきを吐つく。

〈ホワイトプレアデス〉のデメリットは時間がかかるだけではなく、過か剰じようなほどＳＰを使うというものもあった。

　アレスの持っていたＳＰ回復アイテムは、すでに先さき程ほどユリが壁かべを破壊する時に使い切っている。

　もうユリは魔法を使うことができない。ＳＰの尽つきたソーサラーは無力である。

「……どうするつもりだ」

「どうしよっか？　まさか打ち漏もらすなんて。アレス、あんたにこの場を華か麗れいに打開する術は？」

「……あったら、どうにかしてる。あの連中を可か及きゆう的てき速すみやかに無力化する手段をオレは持ってない」

「八はつ方ぽう塞ふさがりってやつ？」

「……まあ、身を潜ひそめて時間稼ぎ終しゆう了りようでもいいがな」

　そう言っている間にも黒騎士たちはアレスたちを警けい戒かいするようににじり寄ってくる。

「……打つ手なし、だ」

　普ふ段だん抑よく揚ようのないアレスの声が、この時ばかりは上うわ擦ずっていた。
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　イチノがその大部屋を出ると、いきなり出入り口が岩で塞がり入れなくなった。

「なるほど、これが黒騎士たちを行かせないための手段か」

　スキル、〈ブラインドウォール〉によって、出入り口は塞がれ、戻ることはもはやできない。

　イチノの場合、もう入るのには時間がかかる。

　この岩には弱点が設定されておらず、クリティカルが出せない。そうなれば単純に攻撃力と防ぼう御ぎよ力の比ひ較かくになる。

　そうなれば、イチノの攻撃力では雀すずめの涙なみだのようなダメージしか出せないだろう。カレンも同じだ。

　だから、振ふり返らない。

　アレスが行けと言っているのだ。

「行きましょう、イチノさん」

「ああ」

　進みながらカレンに視線を向ける。

「……最後にお前とふたりになるとは、どういう縁えんだろうな。今いま更さらだが、お前何でついてきたんだ」

「うーん、なんとなく？」

「またそれかよ」

「まあまあ、いいじゃないですか。弾たまよけぐらいにはなりますよ」

「万が一、敵が出てきた時の弱体化と、ＳＰ回復をやってくれると嬉うれしいが」

「らじゃ！」

　カレンが軽い仕草で敬礼する。

　そして、入り口へ向かってふたりは急いだ。

　外に出て、この資料をプリシラに渡わたさなくてはならない。

　システムの限界まで走っても、スタミナが途と切ぎれないこの世界をありがたく思う。

「分かれ道です。どっちに行けば……」

「右だ」

　分かれ道にもかかわらず、イチノは迷わず進んだ。

「イチノさん、入ったことなかったんじゃ……」

「有名なダンジョンは攻こう略りやくサイトでマップも出てるからな。特にここみたいなチュートリアルとか、初心者用のダンジョンは凄すごい情報量だぞ」

「そうなんですか。カレンは見たことないんでわかりませんが……」

　それからも幾いくつかの分かれ道はあったが、イチノはすでにダンジョンの構造を覚えている。

　いずれ来るであろう、ここのイルアグレッサーとの対戦のために。

　意外なところで役に立った。

　一気に駆かけ抜ぬけて出入り口へと向かう。

　そして、洞窟入り口へと辿たどり着いた。広くロビーのような空間となっている。

「まさかイルアグレッサーや黒騎士たちを押しのけて、ここまでやってくるとは……意外でした」

　そこに入り込んだ瞬しゆん間かん、空間中を照らす光源が瞬またたいた。

　出入り口を塞ふさぐようにバルトロと、ギルドメンバーら十数人がいる。そのギルドメンバーたちは〈八や咫た烏がらす〉の仮面を被かぶりながら、イチノを照らすように魔法を使っていた。

「どけぇっ！」

　連中がいるかもしれないことなど、いくつかの予想の中のひとつとしてある。元々、主導権は連中にあるのだから。

　故ゆえにイチノはまったく驚おどろくことなく、罷まかり通るという強い意志で跳ちよう躍やくした。

「………」

　だが、その跳躍軌き道どうに影が割り込む。

　同時に襲おそい来る鋭するどい──鋭すぎる攻こう撃げき判定。

　イチノはかろうじてそれを相そう殺さいし、相手の身体からだを蹴って元の位置へと着地した。カレンが心配そうに隣となりに寄り添そう。

「あんた……」

　影が一瞬見せた剣けん。

　イチノは見覚えがある。

　昨日、散々目にして、その力を見ていた。

「………」

　美男子と見み紛まがう、線の細い女性。

　腰こしにはその身体には不ふ釣つり合いなほど、大ぶりな二本の剣があった。彼女の強さを支え、両りよう翼よくとなる二対ついの剣だ。

　顔は〈八咫烏〉の仮面によって見えないが、獅し子しの鬣たてがみを思わせる首にかけたマフラーが彼女の正体を示している。間ま違ちがいなくエリゼだ。

　落下前に引き離はなされてから何があったのか、仮面から覗のぞく殺気の絶えなかった鋭い瞳ひとみは、今、完全に無表情となっている。

「エリゼ！　お前……!?」

「………」

　有う無むを言わさずにエリゼが、イチノへと襲いかかった。

〈ヤルシュカ〉が打ったという〈天てん魔ま剣けんエクスブレード〉は元より、イチノが前回の戦いで叩き折ったはずの〈聖光剣エクスカリバー〉まである。

　二刀の攻撃判定が容よう赦しやなくイチノを切り刻むべく躍おどり狂くるった。

　イチノは相手の剣筋に合わせてどうにか相殺。

「なんで〈エクスカリバー〉が復活してるんだ……！　いや、そもそもなぜエリゼが……！」

　エリゼは答えない。だが、その代わりにバルトロが愉ゆ悦えつの笑えみを浮うかべて語る。

「エリゼ殿どのは強ごう情じようだったのでね。こちらで少し強引な協力を要よう請せいしました。彼女は二つ返事で了りよう承しようしてくれましたよ」

「馬ば鹿かな！」

　エリゼの気高さは情勢に疎うといイチノも知っている。

『この世界を汚けがすなど、こればかりは許すことはできない』

　この事件が起こった時に、憤いきどおりを見せたことも。

　そんな彼女が〈八咫烏〉に協力するなどあり得ない。

「ははは。こちらは運営の持つ手が幾つも使えます。面めん倒どうで複雑な制約もありますがね。それに彼女の『デジタルへの順応』レベルはほぼ二十四時間行けると思い、レベルを強引に99に引き上げました。どうです？　攻撃はさらに鋭い物になったでしょう？」

「貴様ら、エリゼを洗脳したのか……？」

　シオンが現れる前、エリゼは何があったわけでもなく苦しみ、膝ひざをついていた。

　あの時、連中は洗脳を行ったのだ。

「ええ、ようやく人の意識を奪うばうためのツールが完成して渡されましてね。まだひとりだけしか操あやつれない代しろ物ものですが、ゆくゆくは全冒険者を操れるでしょう。それよりもいいのですか？　その剣は〈聖光剣エクスカリバー〉ではない。〈神聖剣エクスカリバー・ツヴァイ〉。要するに〈エクスカリバー〉の上位にある剣です」

　確かに姿形は以前叩たたき折った〈エクスカリバー〉だが、今の〈エクスカリバー〉はあまりにも禍まが々まがしい。白い軌き跡せきは黒き軌跡に変わり、〈エクスブレード〉と共に無軌道を描えがいてくる。

　その一本、〈エクスブレード〉を相殺。

　迫せまり来る〈エクスカリバー〉を〈アストラル・ガード〉で防ぎ、反撃をしようと頭の中でフローチャートを作り上げる。

「……ッ！」

　凄すさまじく嫌な予感が全身を[image: 迸]ほとばしり、そのフローチャートをすぐに崩くずした。

〈エクスカリバー〉を後ろに跳躍し、大きく避よける。本来のイチノであれば決してしない、攻撃に移れない避け方だった。

　普ふ段だんであれば〈アストラル・ガード〉が鉄板の行動。しかし、それをしなかったのは予感があったからだ。

「ほう、避けましたか。勘かんのいい」

　バルトロの余よ裕ゆうといい、口ぶりといい、〈アストラル・ガード〉など意味がないと言っているかのようだった。

〈アストラル・ガード〉は、レベル分のＳＰを消費して、あらゆる攻撃を無効化するスキルだ。

　だが、以前アレスに聞いたことがある。

　存在自体あやふやなものだったが、イチノは初めて目まの辺りにした。

「この剣、スキルを無効化するな？」

「ご名答。あなたの最終防衛ラインである〈アストラル・ガード〉は、あらゆる攻撃を防ぐ厄やつ介かいな代物だ。だが、こうしてスキルを封ふうじる特性があれば……あなたの限界は早い」

　バルトロが意い気き揚よう々ようと、勝ち誇ほこったように笑いながら答える。

「チッ……」

　イチノは舌打ちした。

　イチノの防御行動は、まず避ける、それが叶かなわないなら相殺や受け流し、それすらも不可能であれば〈アストラル・ガード〉となる。

〈アストラル・ガード〉は最後の防衛戦だ。

　いつも最後の最後で救ってくれたその〈アストラル・ガード〉が使えない。

「舐なめるなぁ！」

　それはイチノを集中させ、エリゼに対する相殺の精度を上げた。

　だが、手数が違いすぎる。

　あらゆる行動を相殺に費ついやすため、攻撃に転じるタイミングが摑つかめない。

　その上、エリゼの攻撃は攻撃範はん囲い内に入った者が避けることを許そうとしなかった。

　そして、それは──エリゼにかかり切りになってしまうということだ。

「さて。あなたを殺して、例の施し設せつへ送って差し上げましょう。資料を消すのはその後でも充じゆう分ぶん間に合う。あとはヒルトルートとヤルシュカを倒たおせば、ソウルアウト制限も解かれます。そのために──」

　バルトロが銃じゆうを抜き、その銃口をイチノへ向ける。

　周囲のギルドメンバーたちも魔ま法ほうや弓を構え、イチノへ殺気が飛んだ。

「死になさい」

　あらゆる攻撃判定がイチノへと飛ぶ。

　エリゼにも当たるだろうが、そんなことはお構いなしだ。

　この攻撃のいずれも、無効化できなければイチノは死ぬ。イチノはレベル１のＨＰしか持っていないのだ。

〈アストラル・ガード〉を使ったところで、〈エクスカリバー・ツヴァイ〉には通じない。防ぼう御ぎよを固めたところを狙ねらわれる。

　もはや、八はつ方ぽう塞ふさがり。イチノが助かる術すべは──ない。

　そこに横から何者かの影かげがイチノへと覆おおい被かぶさった。

「イチノさんッ！」

　カレンだった。法衣をはためかせながら、彼女は必死に物理と魔法の結界を張りながらイチノを守る。

　エリゼの攻撃を結界によって逸そらすことに成功した。

　だが。

　脆ぜい弱じやくな結界は物量という名の殺意に破は壊かいされ、バルトロの攻撃判定を含ふくめたすべての攻撃はカレンの身に降り注いだ。

　カレンが衝しよう撃げきで地面へと倒れ伏ふす。

「イチノさん、よかった……。まも、れた……」

「カレン！　何やって……！　と、というか、お、お前……！」

　イチノは倒れたカレンを急いで支えた。

　彼女のＨＰは、確実にゼロになっただろう。

　だが、彼女の身体は拠きよ点てん送りにならず消えない。

　それどころか、その身体はうっすらと光り始めていた。

















■第四章









　カレンは消えることなく、その場に留とどまっている。

　その身体は淡あわく明めい滅めつを繰くり返しながら光り続けていた。

　この世界ゲームではシステムを弄いじられでもしない限り、痛覚を感じることはない。以前の黒くろ騎き士し事件のようにシステムは弄られていないのだ。

　だから、攻撃を喰くらって、こんな苦しそうな表情をするのはおかしい。そんな表情を浮かべたまま、がくりと膝をつくのも不自然だった。

　ゲーム酔よいでならあり得るが、彼女のそれはまた違っている。

「カレン！」

　イチノはその身体を抱だきかかえた。

　まだそこから体温も感じる。データとして、まだカレンの身体に情報は残っていた。

　明らかにＨＰヒツトポイントはゼロになったはずだった。あれほどの攻こう撃げきをまとめて喰らっては、よほどレベルが高くなければどうにもならない。

　だが、彼女は拠点送りになることもなく、消えることもなく、この場に留まっている。

　そのことに疑問を抱いだく余裕もなく、バルトロたちがじりじりと包囲を狭せばめている。

「確かに死んでいるはずですが……何が起こったのか興味はありますね。ですが、今はあなたを倒すことの方が先決です。やりなさい、エリゼ」

　バルトロにそう言われると、エリゼは無表情のまま剣けんを構え、イチノたちに向けて振ふり上げたところで仮面を抑おさえた。

「あ、が……！　ぐ……！」

　その奥にある瞳が苦痛に歪ゆがんでいる。

　その姿は内なる欲よつ求きゆうに対して、必死に抵てい抗こうしているかのようだった。

「どうしたのです、エリゼ。やりなさい」

「ああああああああああああああああああああああああっ！」

　その剣を勢いよく振り下ろす。

　バルトロたちの方へと向けて。

　あまりにも予想外だったのか、その一撃で包囲の一角を形成していた一部のギルドメンバーらが吹ふき飛び、戦せん闘とう不能となり消え失うせる。

「じゃ……、邪じや魔ま、を、する、な!!」

　歯を食いしばって彼女はバルトロの命令に抗あらがった。

「い……い、け！」

　微かすかな声でエリゼがイチノに言う。

「エリゼ、お前は……！」

「あ、あと、から……行く！　先、に、行け！」

　その言葉を聞いたイチノは、すぐに抱きかかえたカレンを担かつぎ、エリゼの崩してくれた包囲を抜ぬけた。

　来た道を戻もどり、ダンジョンの奥へと戻る。

　それを見届けたエリゼは、すぐにバルトロの方へ向き直り剣を構えた。その身体からだは震ふるえ、今にも崩れ落ちそうで、歯が折れそうなほど食いしばっていた。

　それでも、その眼まな差ざしは死んでいない。

「……まったく、想定したことがすべて崩れていきますね」

　溜ため息いきを吐ついて、バルトロはエリゼに向き直った。




　カレンを担いだまま、イチノは奥まった場所へと向かう。

　順路からは外れた道を進み行き止まりの窪くぼんだ場所に到とう着ちやくすると、持っていた布を使って不慣れな偽ぎ装そうを施ほどこし、少しでも見つからないように足あ搔がいた。

　そして、床ゆかにカレンの身体を横たえ、必死に呼び掛かける。

「おい！　カレン！　何をやってるんだ、お前は……！」

「……カレン？」

「お、おい!?」

「……そっか、カレンの名前、だよね」

「何で庇かばったんだ！　お前には何の関係もないのに……！」

　辛つらそうにしながらも、カレンは微笑ほほえんだ。




「関係あるよ。お兄ちゃんを、助けたかったから」




　その言葉にイチノの呼吸が一いつ瞬しゆん止まる。

　何を言っているんだ、とすぐには理解できなかった。

　性格や雰ふん囲い気きに似たところはあるが、顔も身体も声もまったく似ていないというのに……。

「全部、思い出したよ。お兄ちゃん……。あたし、レナだ」

　今にも消えそうな声でカレン──レナは語った。

「あたし、やられた後、〈八や咫た烏がらす〉のギルドホームに転送されてて……。あのバルトロに協力を要よう請せいされたの。デジタルイミグラント政策のためにって。でも断ったら、囚とらわれて……分ぶん割かつされちゃったんだ。元々、お父さんを運営から引き離はなすことが目的だったみたい……。あと、お兄ちゃんをレベル99にすること」

　すべて、運営が糸を引いていたのだ。

　仁じんを運営から引き離すために。

　仁がいれば運営のよからぬ目的に気付くからだろう。

　目的を果たすために仁は邪魔だったのだ。

「あたしが分割されて《メモリーフラグメント》になった時、ひとつだけペットの卵っていう属性がついたアイテム道具になっちゃってね……。それでこんな風になっちゃったんだ」

「ペットシステム？」

　この世界のシステムとして、フィールドに徘はい徊かいするモンスターの卵を拾って育てることができるものがあった。卵となったアイテムは保持していれば、いずれ孵ふ化かし、モンスターとなる。

　生まれたモンスターはマスターとなるプレイヤーに忠誠を誓ちかい、マスターを守るように行動し、マスターの攻撃をサポートするというのがペットのシステムだ。

　だが、人が生まれるなどという事例は聞いたことがない。

　ただ、《メモリーフラグメント》はレナの人格データを保持していた。

　だからこそ、異常が生じたのだろう。

「この辺りは全部偶ぐう然ぜんだったんだと思う……」

　幾いくつかの中ちゆう途と半はん端ぱな記き憶おくと、《メモリーフラグメント》を集めなければならないという本能を携たずさえて、レナの生まれ変わりであるカレンは生まれた。

　ペットシステムで生まれたモンスターは飼い主に似るという。カレンの姿も、《メモリーフラグメント》を拾った者に似たという可能性もある。

　すべては推測。仮説に過ぎないが、カレンにとってはどうでもよかった。

「でも、あたしはお兄ちゃんとお父さんを助けたかったから、きっとこんな姿になったんじゃないかなって思ってる……」

「……レナ」

「お兄ちゃん。お父さんを、助けてあげて」

「わかってる。だから、お前も死ぬんじゃない！」

「ううん。カレンは死んじゃうから……だから託たくすから」

　カレンはアイテム袋ぶくろから《メモリーフラグメント》を取り出した。

　そして、それをゆっくりと床に置く。

「カレンが死ねば……たぶん所有権はなくなるから、お兄ちゃんにも取れるよ」

「カレン……！　いや、レナ……！」

「お兄ちゃん、泣かないでもいいよ。これは決まってたこと。カレンが死なないと、駄だ目めだから。それに、カレンは死んでも、レナは死なないよ……」

　そう言い残すと、カレンの身体の輝かがやきはさらに強くなる。

　そして、視界を覆うほどの光が溢あふれ、すぐに光は収まった。

　カレンの身体があった場所に、親指大の石が残る。

　カレン自身だったという《メモリーフラグメント》だ。

　彼女が持っていた物とで、ふたつの《メモリーフラグメント》が揃そろう。

　そのふたつを、イチノは手に取った。

《メモリーフラグメント》に水すい滴てきがこぼれ落ちる。

　目に滲にじんだものを拭ふき取りながら、イチノは立ち上がった。

「く、そ……！」

　拳こぶしを握にぎり、表情を怒いかりに滲ませる。

〈八咫烏〉や運営にではない。

　カレンを守ることができなかった自身の弱さにだ。

「ちくしょう！」

　その時──。

　ふと、

「負けないでね。お兄ちゃん」

　というカレンの声が、イチノに聞こえてきた気がした。

　摑つかんでいた〈ワンサイドブレード〉の刀身が、イチノの怒りと悲しみに呼応するように共鳴するような音で鳴く。その刀身からは微かに蒼あおい靄もやが立ち上った。

　イチノは未いまだに動くことができず、拳を握るだけ。

　もし、この場でイチノのステータス能力を見るものがいれば、その数値に目を疑ったことだろう。

　イチノのステータスはすべての値あたいがＵｎｋｎｏｗｎとなっているのだ。〈ワンサイドブレード〉の数値が変わったわけではなく、イチノのステータスが。

　もっとも、それも一瞬。すぐに表示もすべて戻り、その値はレベル１のものになった。頼たよりない一ひと桁けただらけの数字に。

　次いで〈ワンサイドブレード〉から出ていた靄も消え、静せい寂じやくだけがその場に残った。




　カレンが消えてから、イチノはすぐに気持ちを切り替かえようとする。

　だが、無理だった。カレンはレナの一部だったと聞いても、やはり彼女が死んだという感覚が拭ぬぐえない。

　早く〈八咫烏〉の包囲を突とつ破ぱして、資料を渡わたさなければならないというのに身体が動いてくれなかった。

　感傷に浸ひたっている場合ではないとわかっているのに、どうしても脳は身体に動けという信号を出せない。

　そんな状じよう況きようの中、足音が響ひびく。

　バルトロたちがいた方からだった。ただ、足音といってもそれはどこか足を引き摺ずるような音。武器を引き摺っている音も一いつ緒しよに響いている。

「ぐ、う……！」

　イチノを捜さがしに来た〈八咫烏〉のギルドメンバーかと思いきや、その冒険者プレイヤーはエリゼだった。

　二本の剣を腰こしに差すことすらせずに、引き摺りながら息も絶え絶えに歩いている。

　どこか目的があるわけでもなく、ただただ必死に逃にげるように。すでに仮面は外れており、表情も見えているが、まるで死人のように見える。

「お、おい。エリゼ？」

「ああ、君か……く、そ……」

　イチノは迷めい彩さいを一いつ旦たん解き、彼女を行き止まりの奥まった場所へ引き入れた。そして、壁かべを背に座らせる。

　だが、その表情は冴さえない。ともすれば殺気をイチノへ放ち、それを抑おさえようと呼吸を逸そらせて耐たえていた。

　イチノが再び迷彩を施していると、彼女は事情を語るでもなく、驚おどろきべく要望を伝えてくる。

「殺してくれ」

　と。

「何を言ってるんだ、あんた」

　エリゼは息も絶え絶えな様子で口を開いた。

「……わたしは、ほぼ完全にバルトロに意識伝達のデジタル信号を押さえられているらしい。どうにか抵てい抗こうできているが、また奴やつが近づけばその限りじゃない。そうなれば、また君に剣けんを向けることになる」

「何があったんだ」

「君らが落下してからバルトロに、妙みようなものを入れられた……。それから意識が飛び飛びなんだ……。だが、やつの手下となって非道を働いているのは理解している……」

　状況的にはあの落下した時に、ひとり残った時だろう。

　あの時にバルトロに何かされたのだ。

「こんな状況でわたしは君と戦いたくないし、そもそも連中の思い通りに動いていることが不快なんだ……」

　悔くやしそうに歯は嚙がみする。

　だが、それすらも彼女には上手うまくできないらしい。ただただ口が震ふるえるだけで、そこにだらしなく涎よだれが垂れるだけだ。

　闘とう技ぎ場で戦った時にあった彼女の威い厳げんはそこにはなかった。

「だから……、頼たのむ……。ひと思いにやってくれ……。今だったら無む抵てい抗こうで殺されることができるはずだ……」

　だが、殺してしまえば彼女を研究室へと送ることになるかもしれない。

　そうなった時、彼女がどうなるか。人格の分割よりも悪質なことをされる可能性だってある。

「どうにかできないのか？　ひとり電子データに詳くわしい奴がいるから、そいつに……」

　プリシラに頼めば何とかできるかもしれない。

　彼女は抵抗して、こうして意識を保っているのだから、何とかするための手段はあるはずだ。

　だが、やはりここから出なければならないが……。

「いや、いいんだ……。結局、わたしはこの程度の器うつわだったということだ……」

「器？」

「早く……！」

　厳しい表情で彼女はイチノへ殺せと訴うつたえる。

　だが、そんな必死なエリゼに、イチノは首を振ふった。

「できるかよ、そんなこと。俺は無抵抗のプレイヤーを殺すような真似まねはできない。ましてや、お前みたいな高潔なプレイヤーなら特にだ」

「……高潔なプレイヤー、だと？」

「違ちがうのか？　ずっと最前線を走ってきた〈リザルターナイン〉なんだろう、お前は。〈獅子聖サンオブザリオン〉の名前は、〈リザルターナイン〉について詳しくなかった俺ですら知ってたぞ」

　すると、エリゼの表情がさらに暗くなる。

「わたしが高潔なんて言われる筋合いはない……。わたしは、もっと情けない人間だ。君のようにレベル１と、信念を持ってやってる人間の方がよほど高潔だ……」

「情けない……？」

　意識が朦もう朧ろうとしているせいだろう。

　もしかしたら、傍そばにイチノがいることで精神的な均きん衡こうが崩くずれていたのかもしれない。不安定になっていたのかもしれない。

　決して言うことはないであろう台詞せりふが、エリゼの口から溢れる。

「わたしは、ただただ、注目を集めたかっただけだ……」

「そんなのは、程度の差こそあれ、当たり前じゃないのか？」

「いや、わたしはそれこそ病気のようなものだった……。わたしの実生活は地味で、誇ほこれるものが何もなかった。それで家族にすら疎うとまれていた……。この世界に入って……ようやく見つけたんだ。こんなわたしでも、一目置かれる方法が。みんなが、わたしを話題にしてくれる。みんなが、わたしを恐おそれてくれる……。みんなが、わたしを賞賛してくれる。現実では得られなかった、わたしの欲よつ求きゆうがここでは満たされた……」

　まるで懺ざん悔げのように彼女は語る。

「『ゴレスデン』でも、〈ローズリッター〉とまるで敵対するような真似をしてしまった……。不用意に祀まつられ、『ゴレスデン』にはわたしが相応ふさわしいと、幾いく人にんもの冒険者が噂うわさするのを聞いた……。それをわたしは、当然だと考え……しかし、彼らを収める行動は何も起こさなかった」

「………」

「だが、そのうち怖おそれを抱いだくようになった。もし、力を失えば、また元もとの木もく阿あ弥みになってしまうと。そんなことになれば、きっとわたしを誰だれも見てくれなくなる……。きっと、陰かげでわたしを嫌きらい、蔑さげすむようになると……。だから、わたしは弱くなるわけにはいかなかった。そんな後ろ向きな気持ちの者がずっと最前線にいたんだ。滑こつ稽けいだろう？」

「いや……」

「まさか、それが……運営に利用されるとは……思わなかったが……」

　イチノはそんなエリゼの気持ちなど知る由よしもなかった。

　そもそも彼女は多くを語ってこない。謎なぞめいたトップランカーとして〈アストラル・イノベーター〉に君臨していたのだから。

「否定などしなくてもいい。気を遣つかう必要もない……。こんな気持ちを言えるのは、君しかいない」

「……なんでだよ。なぜそれを、よりにもよって俺に言ったんだ」

　誰に言うことでもなかったのだろう。

　彼女は群れることを嫌い、ずっとひとりでいたのだから。

　そんな気持ちを本心として抱いていたとしても、すべてを隠かくしていれば何も問題はなかったはずだ。

「君にならその立場を、託たくせると思ったから。全プレイヤーの、模も範はんとなれる……。いや、わたしは君を、追いたいんだ……」

「馬ば鹿か言うなよ……。ああいうのは、俺はごめんだ」

「そう、だな。馬鹿なことを言っていると思う。それにわたしが求めていたのは、結局プレイヤーたちの賞賛なんかじゃなかった。身近な人間が一目わたしに置いてくれる、それだけでよかった。存在しているわたしを身近な人間が無視しない世界でよかった。だから、分不相応な賞賛をいくら浴びても、心は満たされなかった」

　そんな懺悔のような言葉をイチノは静かに聞いていた。

　彼女に何を言ったところでイチノの言葉では、エリゼに届くとは思えなかったからだ。

「そんなところを……奴に衝つかれた」

「……バルトロか」

「奴は最初から現実でのわたしを知っていた。奴はさぞ、わたしを滑稽な人間だと思っていたのだろうな……」

「それで部下になれと？」

「武ぶ闘とう大会に行く前に〈八や咫た烏がらす〉の傘さん下かに入れと、そんな話を受けた……。その時はまだ現実についてのわたしについてを明かされはしなかったから断ったがな……」

　エリゼは苦しそうにするが、それでも言うことが義務だというかのように口を開く。

「それを指し摘てきされたのはつい先さき程ほどだ。それを〈八咫烏〉のギルドメンバーがいるところで、明かされ……わたしは動けなくなった。まるで嘲ちよう笑しようされているようで……。だが、バルトロはまるで羽毛に触ふれるが如ごとく穏おん和わな口調で言ってきたんだ」

「それが、まさか……」

「そうだ。この世界でレベル99になり、デジタルイミグラントの第一号になれば、現実世界においても君は賞賛を浴びる、と。わたしは、そんな甘かん言げんに一いつ瞬しゆん、心を突つき動かされてしまった」

「だが、だからといってこんなことになるわけがないだろう。バルトロに、何をされたんだ？」

「その瞬間に、電子ドラッグを入れられた……。わたしは完全に戦せん闘とう特化にされ、今も目の前の君を殺せと、そんな欲求が湧わき上がっているんだ……」

「………」

「だから、早く殺してくれ。もう疲つかれた……。これ以上、バルトロの手足となって働くぐらいなら……わたしをひと思いにやってほしい……」

　エリゼはぎこちない仕草で顎あごを上げる。

　まるで隙すきだらけの首を斬きれとでも言うように。

　それでもイチノは首を振る。

「……わたしに、苦しめというのか？」

　イチノはそんなエリゼの言葉に頷うなずいた。エリゼは失望した表情を浮うかべる。

「ひどい、男だな……きみは……」

「悪かったな。だが、考えなしに斬らないわけじゃない。簡単に言えば、お前はそんな電子ドラッグに負けると思っていないからだ」

「……馬鹿を言うな。わたしは弱い人間だと言ったはずだ」

「いや、強いさ。動機はどうあれ、最前線をひた走ることなんて、誰にでもできることじゃない。お前を輝かがやかせる場所が現実じゃなくてこっちだった。それだけの話だし、別にそれでもいいだろう」

「ゲームは作られた世界、だとしてもか？」

「ルール仕様の中でどれだけのことができるか突き詰つめるのも、カッコいいと思うぜ。この世界で賞賛される人間だって、自分たちの作ったルールの中で上下決めてんだ。ゲームだって変わりない。電子データだから意味がないなんて抜ぬかす奴やつは無視すればいい。そんなのは、百年ぐらい前から思考が止まってる化石の脳みそを持ってる奴だけだ」

　エリゼは苦しそうにしながらも、イチノの言葉に小さく吹ふき出す。

「……君は、単純だ」

「お前が難しく考えすぎなんだ」

「そう、かもな……」

　そう言って、イチノは会話を止める。

　手を剣にかけることは決してしなかった。

「近くにいるはず。燻いぶり出すのです」

　それからすぐにバルトロの声と多くの足音が聞こえてくる。

　そして、壁かべに向かって魔ま法ほうまで撃うち始めて、轟ごう音おんまで響ひびき渡わたった。

「まったく。罠わなの看破ができる者を連れてくるべきでしたね。ここのデータベースを操作できれば訳ないのに……」

「チュートリアルダンジョンはかなり高度に構築されてますから、操作するためには上の承しよう認にんを待たなければなりません。それも仁の構築したシステムのせいでままなりませんが……」

「言われなくてもわかっています。ですが、承認要求を出してから音おと沙さ汰たがありませんから、すぐに来るという期待はできません。まったく……まさかダンジョンを繫つなげて脱だつ出しゆつしようとは」

　耳を澄すませていると、石が破は砕さいする音が響く中、そんな愚ぐ痴ち混じりの言葉がイチノたちの耳に届く。

　もはやここにいたら、燻り出されるか、そのまま魔法で攻こう撃げきされて死んでしまう。

　ダンジョンの分ぶん岐き路ろに多くの冒険者を割り当てているのか、数はそう多くない。

　分岐路にもかけた迷めい彩さいが功を奏して、彼らはこちらを素通りしてくれた。

「今のうちに奥へ逃にげるぞ」

　入り口はすでに多くの冒険者に固められてしまっているだろう。

　奥に行けば、まだ希望は残っているかもしれない。そう考えて、イチノは奥へ向かうことを決断する。

　イチノは迷彩を手早く解き、音をできる限り立てずにエリゼを抱かかえた。

「わたしは……放ほうっておけ」

「放っておけるか。どうせ重さなんか感じないんだ。じっとしてろ」

　こういう時、ゲームであることをありがたく思う。現実でこんな真似まねは女性とはいえ、鎧よろい込みの人を持ち上げる自信がイチノにはない。

　それから静かに奥へと向かう。光源があるせいで見つかりやすいため、イチノは細心の注意を払はらいながらそちらへ進んだ。

「はぁ……はぁ……」

　その間もエリゼは苦しそうにしている。少しずつ顔色も悪くなっていた。ゲーム酔よいとは違ちがうが、現実における発熱を思わせる。

　そして、十分ほど歩いただろうか。入り口へ向かっている途と中ちゆうに通った楕だ円えん形の広場へと出た。

「どうする、つもりだ……」

「奥へずっと逃げるだけだ！」

　そうして広場の中央までやってきた時に、微かすかな足音が聞こえてくる。

「さすがに、追いついて、きたか。わたしを、放せ。盾たてぐらいには……」

「いや、そんな必要はない」

　確かにイチノが来た方角、その遠くから複数の足音が響いていた。

　だが、それだけではない。

　向かう先の方からくる複数の足音を、イチノの耳は聞き取った。

　向こう側から来るとしたら──彼女たちしかいないのだ。

「イチノ！」

「サクラ！」

　やってきたのは、サクラとシオン、そしてユリとアレス。

　イチノと共にきたメンバーたちだ。

　ここに来たということは、イルアグレッサーも、黒くろ騎き士したちも倒たおしてきたということである。

　そして、その四人だけではなかった。

「よっ。イチノ。さっきぶり」

　ヤルシュカと、そのギルドメンバーたちまでいた。

　ヤルシュカ以外のメンバーはイチノに軽く礼をしている。

「なんで、あんたがここに」

「あたいらも資料奪うばうの終わって逃げてたら、地下に落とされてな。削けずりながら進んでたら、ここに出たって寸法よ」

「ピンチだったけど、助けてもらっちゃった」

　と、ユリが複雑そうな表情で言う。

「そっか。ユリたちを助けてくれてサンキューな。ヤルシュカ」

「まあ、いいっていいって。あたいと戦ってくれれば」

　こんな時でもヤルシュカは変わらない。

「……まあ、これが全部終わった後にな」

「で、お前さんが抱えてるの……エリゼか？」

　ただならぬことがあったのだと察したのだろう。

　そもそもイチノがここまで戻もどってきていることの方がおかしいのだ。

　そして、もうひとり──見えない姿があることにサクラたちが気付く。

「ね、ねえ。イチノ……カレンちゃんは？」

「………」

　その沈ちん黙もくで、サクラは察した。

「俺は……あいつを守ることができなかった」

「じゃあ、〈八咫烏〉の研究室に……？」

「いや……ここに、いる」

　イチノはベルトに括くくり付けた道具袋ぶくろを見下ろした。

　カレンが《メモリーフラグメント》へと変化してしまったことを知るのはイチノしかいない。そして、カレンの正体もまたイチノしか知らない。

　だから、その仕草の意味を誰だれも察することはできなかった。

　ただ、イチノが悲しみを抱いだいているということだけがわかるのみ。

「イチノ、どういうことなの？」

「カレンは──」

「ようやく追いつきましたよ」

　そこに禍まが々まがしい声が、水を差す。

　バルトロと、そして部下のギルドメンバーたちだ。

「まったく。そろそろ諦あきらめていただきたいものですな」

　バルトロは袋から禍々しい石を取り出した。

　どこにでも落ちていそうな、真っ黒で歪いびつな石。不気味に明めい滅めつしており、この暗い中でも闇やみを放っているのがわかる。

「電子ドラッグ!?」

「これはマシューに渡したような紛まがい物とは違いますがね。それに、これはエリゼの中に入れたものをさらに強化する代しろ物ものです」

　以前よりも早く、深い明滅。

　見ているだけでも不ふ愉ゆ快かいになるその光は、さらに禍々しくなっていた。

「まあ、マシューはマシューで電子ドラッグでも、黒騎士の動きのパターンとしてもいいデータが取れましたがね」

「あ、が……！　が、あ!!」

　光がさらに強くなり、さらにエリゼを苦しめた。

「い、イチノ……！　はや、く……ころ、せ……」

　エリゼは懇こん願がんした表情をイチノに向ける。

　だが、イチノは首を振ふった。

「あんたは、そんなものに負けるやつじゃない！」

　そのやり取りを見守るサクラたち。

　それで、彼女たちはエリゼに何が起こったのかを察した。

「あああああああああああああああああああああああああああっ！」

　エリゼが二本の剣けんを地面へと突つき刺さした。

　その瞬しゆん間かん、イチノたちは吹き飛ばされる。

　ダメージ衝撃判定はなかったが、完全に仲間との連れん携けいができなくなるほど引き離はなされてしまった。

「さあ、その厄やつ介かいな御ご仁じんを倒すのです。エリゼ」

　エリゼはその言葉に従うかのように、二本の剣をイチノに向ける。

　跳ちよう躍やくし、回転。その勢いで巻き込むように、まるで竜たつ巻まきのような暴風となってイチノへと襲おそいかかった。

　イチノはそれを横に避よけて、エリゼを見み据すえる。

　それからイチノの横に、体勢を立て直したサクラとシオンがそれぞれ駆かけ寄った。

「イチノ、どうするの？」

「エリゼは操あやつられているようですが……」

「ああ、だけどさっきまでかなり抵てい抗こうできていたんだ。だから……」

　心の弱さを衝つかれたとエリゼは言った。

　であれば、その弱さを克こく服ふくしてくれればいい。

「じゃ、倒さないように押さえ込んでいればいいわけね？」

「また難易度の高いミッションですね」

　あっけらかんとふたりは言う。

　エリゼを助けたいと思っているのは、イチノの我が儘ままだ。

　リスクを考えれば、確実に彼女を殺しておくべきだっただろう。

　今からでも殺せるのであれば殺すべきだった。

　イチノはサクラやシオンを危険に晒さらすことは躊躇ためらっていたが、彼女たち自身がすでにイチノの望みを果たそうとしている。

「……ふたりとも、頼たのむ！　エリゼを押さえるぞ！」

「もちろん！　イチノの望み、しっかりと聞き届けたから！」

「イチノが我が儘を言うのも珍めずらしいですからね。一いつ緒しよにやりましょう」

「どれだけ時間がかかるかはわからない。三人で連携していくぞ！」

　イチノを中心とした三人は、エリゼに立ち向かう。

　それを尻しり目めに、バルトロたちは部下を使って徐じよ々じよに包囲を始めたが、それを〈アマツマウラ〉のギルドメンバーたちが阻そ止しした。

「っと。お前さんにあの戦いへの茶々入れはさせねぇぜ」

「ヤルシュカ。もはや、あなたに用はない。いや、奪っていったものを寄よ越こせば見み逃のがしてもいいですが」

「お前にはなくとも、あたいにはあんだよ。あたいの街で好き勝手やってくれたこと、落とし前、付けてもらうぜ。ああ、ちなみに資料を持ったやつなら、運よく落下せずに別ルートで今いま頃ごろ、脱だつ出しゆつ済みだ。よかったな。後こう顧この憂うれいはなくなったぜ？」

「また、激しい痛みを味わいたいですか？」

　バルトロがつま先を上げる。

　それは普ふ段だんからチート行こう為いを行うための予備動作。

　以前のように、ペインコントロールを操作されれば、またこの世界でも現実と同じ痛覚が襲ってくる。

「ほら、下ろしてみろよ、バルトロ」

「………」

「ま、下ろせないよなぁ。この領域は特とく殊しゆでデバッグモードとやらが効かない。途中で締しめ上げたお前のお仲間が言ってたぜ？　いやー、いい部下に恵めぐまれてるな、羨うらやましいぜ」

「貴様……」

「チートなんかナシで行こうぜ、バルトロよぉ。それともチートなしじゃ、お前、何もできねぇか？　いつもいつも、次は何をすればいい？　って聞いてきてたもんなぁ」

「………」

「いいぜいいぜ、そういう顔。いつも上手うまく行くはずなのに、今回はなぜか上手く行かない。ま、痛覚があろうがなかろうが……あたいはお前に負けるつもりはないけどよ！」

　ふたりが構える。

　ヤルシュカはすでに愛あい銃じゆう〈ハンマーリボルバー〉と、愛剣ホワイトサーペントを構えていた。最初から全力で行こうとしている。

　そして、バルトロもその巨きよ大だいな銃を抜ぬいた。

「パーティの始まりだ！」

「地じ獄ごくの間ま違ちがいですな！」

　ふたりの間に銃じゆう弾だんが飛び交う。

　バルトロは言うだけあって、しっかりとターゲッティングして銃を放っていた。

　だが、ふたりは攻こう撃げきを浴びながらも、目を逸そらさず狙ねらいを相手に定めている。

「……邪じや魔まをする」

　そんなふたりの戦いの中に、アレスがバルトロに対して短刀を抜き、斬きりかかった。

　不意を衝かれたバルトロはそれをまともに喰くらったが、大したダメージにはならない。その上、毒も麻ま痺ひもステータス異常もない。

「なんだ、貴様は!?　この程度でッ」

「……塵ちりも積もれば山になる」

「貴様など、物の数ではありません！　塵と自覚しているならば消えなさいッ！　たかる蠅はえは邪魔なだけです！」

　バルトロはアレスを脅きよう威いにならないと判断し、蹴けって吹ふき飛ばすだけですぐにヤルシュカに向き直る。

　アレスを攻撃するような余よ裕ゆうはない。そっちに少しでも注力すれば、ヤルシュカに付け込まれてしまう。

　ヤルシュカとて、〈リザルターナイン〉なのだ。その上、エリゼが出てくる前は最強だった冒険者である。

「……チッ」

　アレスが飛んだ先ではユリが必死に包囲を狭せばめてくるバルトロの仲間たちを突き崩くずすべく魔ま法ほうを放っていた。

　サクラやシオンに強化をかけるなど、縦じゆう横おう無む尽じんに動き回って大おお忙いそがしである。

「アレス何やってるのよ！　あいつに敵かなうほど強くないでしょ！」

「……そんなことは知っている。まあ、サービスのようなものだ」

　ヤルシュカに対するサービスなのだろうか、とユリは考えるものの、アレスは再びバルトロへ向かっていく。

「ちょっと、こっちを手伝いなさいよー！」

「そこのソーサラー、ウザったいんだよ！　死ねっ！」

「死ぬのはあんただ、〈フレア・ボム〉！」

　ユリは〈アマツマウラ〉のメンバーに混ざって、敵と戦い、爆ばく風ふうを巻き上げる。

　周囲で爆発が起こる中、イチノたちとエリゼの戦いは押されていた。

　イチノはエリゼの攻撃をすべて相そう殺さいするために、凄すさまじい表情で剣を振っている。かつてないほどに集中していた。

　エリゼのフェイント、剣を繰くり出す角度、速度、軌き道どう、ありとあらゆるものを予想し、頭の中で次々に幾いく多たものフローチャートを作り上げている。

　サクラやシオンのおかげもあるだろう。ふたりに気を散らされることで、エリゼのイチノへの攻撃は僅わずかに甘くなっていた。

　気を散らされてるといっても、その攻撃は一時も油断できるものではない。

　その上、〈エクスカリバー・ツヴァイ〉の方はスキルを無視する。イチノが〈アストラル・ガード〉を使えないよう、〈エクスブレード〉で露つゆ払はらいしながら、エリゼは〈エクスカリバー・ツヴァイ〉を叩たたきつけた。

　その攻撃をどうにか避けると、エリゼはさらに畳たたみかける。

「くっ！」

「イチノ！」

「俺に構うな、サクラ！」

　サクラがイチノを庇かばうが、エリゼはお構いなしだ。サクラとイチノでかろうじて相殺していると、シオンが隙すきだらけの背後へ斬りかかる。

　後ろ向きに振った〈エクスブレード〉で相殺された。

「後ろに目でもついてるの!?　後ろ向きで相殺なんて……！」

　そこに、〈エクスカリバー〉の追撃が襲う。

　シオンは直撃を避けたものの、大きくダメージを喰らい、すぐに瓶びんを取り出して飲み干しＨＰを回復させる。

「〈アマツマウラ〉の人たちに分けてもらってなかったらと思うとぞっとするわね……」

　シオンが冷ひや汗あせをかきながら、エリゼから距きよ離りをとった。

　エリゼはシオンに向かっている。その隙に一撃を──しかし、サクラの攻撃は〈エクスブレード〉に相殺された。

「このままじゃ埒らちがあかない……！」

　戦いながらそう呟つぶやくサクラ。

　目の前にあるエリゼの表情には、何もない。そう見える。

　だが、先さき程ほどの独白を聞いた後だと泣いているようにもイチノには見えた。

　こんなことはしたくない、と。

「………」

　エリゼを無力化する。

　それにはＨＰを相当下げて、魔法で拘こう束そくする必要があった。

　だが、相手はレベル99に無理矢理引き上げられた生きつ粋すいの冒険者だ。ステータスも、冒険者なら誰だれもが夢見るような数値になってしまっている。

　サクラやシオンの攻撃が当たったところで、計算式の弾はじき出すダメージは雀すずめの涙なみだになるだろう。もはや倍近く、レベル差があるのだから。

　であれば、防ぼう御ぎよ力無視のクリティカルを狙う他ほかない。

　だが、シオンもサクラもエリゼの相殺を避けながらクリティカルを狙えるほど、確実な剣けん筋すじは持っていないのだ。

〈アストラル・ガード〉を封ふうじられているだけに、二刀の剣を防ぐ手段はない。

「くっ！」

　サクラに斬りかかるエリゼの攻撃をイチノは横から相殺し、その懐ふところに入り込む。予想外の行動だったのか、エリゼの反応は遅おくれた。

　ここで斬ったところでダメージは高が知れている。イチノはエリゼの腹を押し出すように蹴り出し、吹き飛ばす。

　どうにか戦せん闘とうを仕切り直した。

　シオンとサクラがイチノを守るように立つ。

「イチノ、何か私にできることはありませんか？」

「私、絶対に役に立って見せるから。盾たてとしてでも構わない。イチノが勝てる方法を教えて！」

　サクラの言葉を聞いて、イチノは一いつ瞬しゆん閃ひらめいた。

　今でもふたりに相当な負荷を掛かけているというのに……それ以上を望まなければならない。

　だが、打開できるとしたら、それしかなかった。

「サクラ、シオン。お前ら、今、相殺にどれぐらい自信がある？」

「エリゼの攻撃を相殺してほしいってこと？」

　イチノの言葉の意味を察したサクラが驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。さすがにこの質問は予想外だったらしい。

「そうだ」

「さすがにあの二刀を防ぐのは……」

　シオンも自信がなさげだ。

「ひとり一刀でやってくれればいい。サクラは〈エクスカリバー・ツヴァイ〉を。シオンは〈エクスブレード〉をだ」

　それぞれが、エリゼの一刀を封じるということだ。

「その間に、俺が攻撃に転じてクリティカルを叩き込む。できるか？」

　防御をすべてサクラとシオンに託たくし、そして、イチノは攻撃に集中。

　それはサクラとシオン、どちらかがミスをしてイチノに攻撃が行けば、イチノは死ぬということだ。

　そして、二刀をそれぞれ防ぐということは、サクラとシオンのコンビネーションもまた重要になってくる。

「………」

「………」

　サクラとシオンがお互たがいの顔を見合って黙だまり込んだ。

「俺はお前らふたりならできると思ってる。あいつを黙らせるには、これしかない。やってくれ」

　言うが早いか、イチノは床ゆかを蹴ってエリゼに向かう。

「俺はお前らを信用してる！　実力も、何もかもをな！」

　サクラとシオンは頷うなずき、そしてイチノを速断で追いかけた。

　いきなりの突とつ進しんに虚きよを突つかれたエリゼは、すぐにイチノの攻撃を相殺。

　もう片方の〈エクスブレード〉で斬りかかる。

「はっ！」

　その軌き跡せきを〈グラシオグラーヴォ〉が妨ぼう害がい、攻撃判定を無効化した。

「今のちょっと危なかったんじゃないの!?」

「そんな軽口叩く前に、自分の心配をしてください！」

　サクラとシオンが憎にくまれ口ぐちを叩き合っていると、〈エクスカリバー・ツヴァイ〉の刃やいばがイチノの眼前に迫せまる。

「くっ！」

　サクラはエリゼの繰り出す剣の軌跡に、角度とスピードをすべて合わせて〈ゼフィランサス〉を振ふる。

〈エクスカリバー・ツヴァイ〉による攻撃は完全に遮しや断だんされた。

「よしっ！　いいぞ！」

　その隙にイチノが、〈ワンサイドブレード〉でエリゼの首筋をなぞるように一いつ閃せん。

　手て応ごたえあった。

　だが、エリゼもすぐに体勢を立て直し、イチノを狙ねらう。

「させないっ！」

「こっちだって！」

　競きそい合うように、エリゼの攻こう撃げきを無効化するふたり。

　正直なイチノの感想としては予想以上の成果だった。二刀は無理でも一刀ずつ、ふたりはしっかりと相殺をこなしている。慣れない内のミスに備えて、僅かに相殺もできる構えをしていたが、イチノは完全に攻撃をするためだけの構えを見せた。

　一度もミスすることなく、彼女たちは壁かべとしてエリゼの前に立ちはだかった。

「なら、こっちもいいところは見せないとなっ！」

　イチノもまた、エリゼの弱点となる箇か所しよに攻撃──クリティカルを出していく。

　攻撃と攻撃の間かん隙げきを縫ぬって攻撃しているため、カウンターも容易だった。三対一だからこそ、その隙を衝つくことができる。

　見る見るうちに劣れつ勢せいがひっくり返っていった。

「今の！　コンマ一秒遅れてたらアウトだったわよ！」

「そっちこそ！　角度が一度でも違ちがってたら死んでたでしょうね！」

　多少危あぶなっかしい場面もあったが、サクラもシオンも防御に特化して壁となり、完全にエリゼの攻撃を封じていた。

「どっちも最高の仕事してる！　最高の剣士だ、お前ら！」

　次々とイチノの剣がエリゼのクリティカルポイントを斬きり裂さいていく。

　情勢は完全にイチノたちに傾かたむいていた。

「……く、あ……！」

　まだまだエリゼのＨＰは残っている。

　だが、エリゼの様子は少しずつ変化してきていた。

　エリゼの剣が明らかに鈍にぶっている。

　それがまた相殺を容易にさせていた。

「……ぐ、ぐ……う……！」

　さらに剣を振らないことも多くなってくる。

　フェイントでも、別の狙いがあるわけでもない。

　ただただ、耐たえるようにして振らなかった。

　イチノがエリゼを真正面から見み据すえる。

　彼女はどこか怖こわがっているようにも見えた。

　──いや、違う。

　彼女は正気を取り戻もどしつつあるのだ。

　プリシラは言っていた。

『揺ゆるぎない意志の力でその手のデジタル信号を追いやることは可能だよ』

　と。洗脳だってデジタル信号だ。意志で撥はね除のけることはできるはず。

「エリゼ！　気をしっかり持て！」

「………」

「お前はゲームしか誇ほこれるものがないといったな？」

「………」

「そんなもの俺も同じだ！　だからこそ、誇れるように研けん鑽さんしてきたんだろう！」

　イチノは〈ワンサイドブレード〉で攻撃しながら、エリゼに訴うつたえかける。

「それに、今のお前は俺を羨うらやましがっている。何しろ、お前の攻撃を相殺できる仲間ふたりと一いつ緒しよに戦っているんだ！」

　それはイチノ自身も、久しぶりに味わった感情だ。

　これまで集団戦において、タンク防御役しか担になってこなかったイチノも、ここにきての役割ロールの変へん更こうに気が昂たかぶっている。

　攻撃一いつ辺ぺん倒とうな自分の役割に、ただただ敵を攻撃することだけという行動に興奮しているのだ。

　守るだけでは戦闘に勝てないのだ。

「お前も来い！　ソロにはソロの楽しみがあるが、たまにはパーティで協力し合うのもいいもんだ！」

　それをイヤイヤするかのようにエリゼは〈エクスカリバー・ツヴァイ〉を振り上げる。

　だが、その攻撃をすぐにサクラが相殺した。

「させないんだからっ！」

　そのサクラは──笑っていた。

　この緊きん張ちよう感かんが支配する戦いの中で、彼女だけは笑えみを浮かべて戦っている。

　戦せん闘とう狂きようなわけではない。

　この時に得られるもので、必死に楽しもうと努力をしているのだ。

　たかがゲーム。

　彼女はそのたかがゲームにのめり込んでいる。

　そして、そのたかがゲームは、世界のエネルギー問題等という代しろ物ものの命運を決める位置にいる。

　それでも、サクラは楽しさというものを失っていなかった。

　──ゲームを誇ってもいいのか？

　静かに、透すき通る声。

　誰だれに言うでもない。

　ただ、イチノの耳だけが捉とらえた声。

　イチノが笑みを浮かべて頷く。

　それでエリゼの表情は無感情なものから、いつもの無表情に戻り、二刀がぱたりと止まった。

　表情の違いはわかりにくい。

　だが、

「まだ……間に合うのだろうか？」

「当たり前だ。一緒に、楽しもう。これからもな」

　心なしかその表情は楽しそうにイチノの目には映った。




　戦闘は収束に向かいつつあった。

　エリゼはバルトロの支配下から完全に脱だつし、今は手の空いた〈アマツマウラ〉のメンバーに回復をされている。

　バルトロはヤルシュカとアレスで抑おさえられていた。

　そして、バルトロの配下たちも、ユリと、そして、イチノやシオン、サクラに蹴け散ちらされた。

「お前らに恨うらみはないが……すまないな」

「がはっ……！」

　最後のギルドメンバーをイチノが倒たおし、拠きよ点てん送りとなった。

　残るはバルトロのみ。

　ヤルシュカとアレスが戦っている範囲エリアを、イチノたちが包囲した。

「オラオラァ！」

「ええい、ウザったい！」

　バルトロが突とつ然ぜん、ヤルシュカに突進し体当たりをする。

　ヤルシュカは後方へと吹ふき飛ばされたが、空中で体勢を立て直して着地した。着地後も後方に勢いで引き摺ずられたが、足を踏ふん張って無理矢理止める。
















　アレスもそれを見て、一いつ旦たん距きよ離りを取った。包囲の一角として、その合間に立つ。

「ちっ。言ってもわからぬ、言っても気付かぬ愚ぐ物ぶつ共め！　デジタルイミグラント政策を進めるために、地球を救うために必要だということがわからないのか！」

　バルトロは周囲を見み渡わたしながら、そんな憎まれ口を叩たたいた。

　イチノはそれに反論する。

「お前らがやりたいことは、それは高こう尚しようなことなのかもしれない。だが、やり方を間違えたんだよ」

「黙だまれ素人しろうとが！　知った風な口を！　目的のために、誰かが苦しむことなど、当然ではないか！」

「マキャヴェリズムなんて流行はやらないんだよ。俺の妹の人格データをバラバラにして、俺の父さんの人生を狂くるわせて、この世界のプレイヤーを今は苦しめている。目的は手段を正当化しない。やるなら、もっと穏おん和わにやるべきだった！」

「ふん。本当に頭の硬かたい連中だ。貴様ら全員にこの話がわかるための知ち恵えを今すぐに授さずけられたらと思う。次のデジタイズデジタル化ＭＭＯ多人数同時参加型オンラインＲＰＧでは、知識のインストールも考えなければならないな」

　バルトロの表情は僅わずかに焦あせっているようだったが、それでも恐きよう怖ふや不安は感じていないようだった。

「終わりだ。バルトロ」

　イチノが一歩前に出る。それを見たバルトロはイチノを睨にらみ付けた。

　あまりにも常じよう軌きを逸いつした血走った目に、背筋に悪お寒かんが走る。嫌いやな予感──第六感が働いたのかもしれない。

「まったく。現実の身体からだの方が、しばらく動かなくなるからこれを使いたくはなかったんですが……」

　バルトロはまたも袋ふくろからアイテムを取り出す。

　それは先さき程ほどエリゼに向けていたものと似ていたが、同一のものではない。

　すべてを吸い込むような黒き闇やみは、存在するだけでは飽あき足らず、霧きりのような禍まが々まがしい闇のエフェクトを放っていた。

　それを見たエリゼが叫さけぶ。

「また誰かを操あやつる気か？」

「これはそんなものではない。これは……こう使うものだ」

　その指先大の禍々しい石を額の中に埋うめ込んでいった。

　ずぶりぐちゅりと、不快な音を立てて頭の中に吸い込まれていく。

「く、くくく、はははは！　はははははははははははははははははははははは……やはり、この瞬しゆん間かんだけは、〈アストラル・イノベーター〉でしか味わえない至高の感覚──！」

　その身体が人間から逸いつ脱だつしていく。

　鱗うろこが生え、肩かたから腕うでが生え、身体全体が巨きよ大だい化し始めた。

「容姿が変わるのはモンスターのデータも組み込んだせいでしょうが、もはや拙せつ者しやは──いや、我は普ふ通つうの冒険者と思わない方がよい」

　腕を大地に叩きつける。無造作に。

　だが、その衝しよう撃げきだけで吹き飛びそうなほどの圧力がイチノたちを襲おそった。

　アレスは完全に吹き飛ばされ、壁かべに叩きつけられている。危険を察知したからか、すぐに気配をその場から消した。

「もはや、すべて我ひとりで充じゆう分ぶん。まずは〈伝説創世ジエネシス〉、貴様にしよう」

　床ゆかを踏み、削けずりながら突とつ進しんし、バルトロはヤルシュカに肉にく薄はく。

　あっという間だった。この中にいる誰よりも速かった。

　誰も反応できず、ヤルシュカは無防備になっている。

「こいつ、巨きよ体たいなのに速い!?」

　ヤルシュカが驚おどろくのも無理はない。

　だが、驚いている暇ひまなどなかった。

　下から腹を身体ごとかち上げられヤルシュカが天てん井じようまで打ち上げられる。

「く、はっ……！」

　天井に当たったヤルシュカは落下し、床へと落ち、そして、そのままその身体を消してしまった。

　ＨＰがただの拳こぶしの一撃だけで０にされたのだ。

「こ、こいつ、全部のステータスがバグってる！」

　ユリがバルトロのステータスを見たのだろう。慌あわてた様子でイチノたちに伝えた。

「ひとりずつ、やっていこう」

　バルトロは肩から生えた右腕で、人差し指にあたる部分を立てる。まるでひとり目を倒したと言わんばかりに。

「次はソーサラー、貴様だ」

　発声した者を襲うモンスターのようにバルトロはユリを狙ねらう。

　その突進はあまりにも速く、ユリはあっさりと接近を許してしまった。

　無ぶ遠えん慮りよな蹴けりがユリの身体に突つき刺ささる──その前にイチノが間に合い、足あ搔がいて抵てい抗こうする。ギリギリ間に合ったが、相そう殺さいはできなかった。攻こう撃げきを僅かに逸そらし、ユリへの直撃を避さけさせた程度だ。受け流しにすら失敗している。

　攻撃を逸らした甲か斐いもなく、ユリは後方へ吹き飛ばされ、まったく動かなくなる。

　一度に急激なダメージを受けたことでスタン簡易麻痺が発生したのだろう。そして本当に気絶してしまったのかもしれない。身体こそ消えなかったが、ぴくりともしなかった。

　本来、気絶した際は強制的にソウルアウトされるはずだが、ソウルアウトが制限されてるからか、それは叶かなわない。

「次は貴様にしよう」

　ひとりずつ、というように次はシオンを襲う。

　バルトロの拳を、シオンはどうにか武器で防ぼう御ぎよしたが、それでも衝撃は強く後方へと飛ばされる。

　まともに喰くらっていないのに、一撃で瀕ひん死しにされていた。武器で防御していなかったら、おそらくは戦せん闘とう不能だっただろう。

　シオンを助けようとして、サクラが彼女の下もとに向かった。

「今度は、〈アドベントフェアリー〉、貴様だ」

　それをバルトロは見み逃のがさない。拳を放ち、その身体を強風でも起こしたかのように吹き飛ばす。

「サクラァ！」

　サクラも一撃で瀕死にされ、もはや風前の灯ともし火びだ。

　回復薬はすでに尽つきたようで、もはやサクラもシオンも戦いには参戦できないだろう。

「これで残る冒険者は、〈コンプリート・ノービス未経験者を極めた者〉イチノと、〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼのみ。貴様らふたりも葬ほうむって差し上げましょう。瀕死の者たちは怯おびえているがいい。研究室に送ったら、現実では味わえない苦痛と快楽を同時に楽しませてあげます」

　イチノと共にエリゼが、バルトロの前に立つ。

「ふたり同時ですか。それもいいでしょう！」

　バルトロの四本の腕による攻撃。それをふたりはすべて相殺した。

　左側の腕はイチノが、右側の腕をエリゼが担当。位置的に自然と決まる。

「やはり貴様らだけは格が違ちがう。いいぞ。今の我は力を持てあましているのだ。その技術、そのレベル、その信念、ありとあらゆる貴様らの積み重ねを、すべて無む駄だなのだと削りきって悟さとらせてあげましょう！」

　ここを脱だつ出しゆつしようもこの男は、それを簡単に許しはしないだろう。

　ここで倒さなくてはならなかった。

　だが、バルトロの攻撃はあまりにも苛か烈れつで、イチノとエリゼの相殺でも一部の攻撃を通してしまう。イチノはそれをどうにか〈アストラル・ガード〉で防いでいるが、エリゼは少しずつＨＰを減らしていった。

「くくく、気合いが入っていて面おも白しろいことだ。我の動きを捉えられるとでも？」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度のバルトロを、エリゼが睨み付ける。

「今までの貴様の動きではないな。何をした」

「はっはっは。今までの成果というものだ。貴様らマニュアル操作の者に追いつくためのな。〈アストラル・イノベーター〉の強者を集め、そのデータを収集し、敵を倒すために洗練された動きだけを吸収していったのだ。その中にはモンスターのＡＩが積んだ情報も含ふくまれている。こんな身体になってしまったが、むしろ好都合だろう」

　すると、バルトロは戦闘を仕切り直すように後ろへと跳とんだ。逃にげたわけではない。

　ただ、まるで拳で戦うのが飽きたかのように腕を振ふっている。

「せっかくですし、こちらも使いましょうか」

　そして、バルトロは一本の虹にじ色いろに輝かがやく塊かたまりを取りだした。

《オリジンウェポン》、〈無む形けい鋼こうアモルファス〉。ローズリッターが所持して、イチノが取ってきた武ぶ闘とう大会の賞品だ。

　それを取りだしたバルトロが、塊を掲かかげる。

　すると、〈アモルファス〉は四つに分かれ、剣けん、大剣、槍やり、斧おのへと変化した。

「〈アモルファス〉は、武器を複数作ることもできる。さあ、第二ラウンドと行きましょうか」

　如何いかにデータを収集しようと、イチノもエリゼもプレイヤースキルではそう負けないと自負している。武器を持とうと同じことだ。

　だが、イチノの剣はほんの僅か、鈍にぶっていた。

《メモリーフラグメント》は、奴やつの手の内にある。

　奴を倒たおしてしまえば、デスペナルティで失われる可能性があった。

　それでも、イチノはどうにかしてこの状じよう況きようを覆くつがえすための方策を必死に練る。

　イチノはその表情を変えずに、剣を構えてバルトロを睨みつけた。

「御ご託たくはいい。かかってこい。如何にパワーアップしようと、当たらなきゃいいだけの話だ。お前にはスキル封ふうじもなさそうだしな」

「ふふ、そんなことを言っていいのか？」

　バルトロは、左手に持っていた剣を床に突き刺し、その手を道具袋ぶくろの中へと入れた。

　そして、袋からまたもアイテムを取り出す。

　それは親指大の石。何の変へん哲てつもないように見える石。

　だが、それは《メモリーフラグメント》に違いなかった。距きよ離りが離はなれていても、それは《メモリーフラグメント》と同じ形をしているのがわかる。落下する寸前に、シオンから奪うばった代しろ物ものだ。

「貴様……」

「これがなくては、貴様の妹──恋れんは復活できない。それがどういうことかわかっているのだろう？」

　イチノはどうにか奪だつ還かんしようと頭を巡めぐらせる。

　だが、今は状況が悪すぎた。奪おうにも所有権はバルトロにある上に、倒してしまえば失われる可能性もある。

　第一、バルトロが強すぎて、攻こう略りやくに至るフローが未いまだにイチノの中にできていない。

　そして、その心情をバルトロは完全に理解している。

「土下座すれば渡わたしてやってもいい──そう思っていたが、気が変わった」

　バルトロがその石を握にぎり込む。

　イチノが悲ひ愴そうの表情を浮うかべるのとは対照的に、バルトロは愉ゆ楽らくを感じているかのように笑っている。

「破は壊かいしたら、貴様はどんな顔するかな？」

「お、おい！　やめろ！　それを壊こわしたら──」

「そうだ！　貴様の妹は永久に目覚めない！」

　反射的にイチノが動く。

　だが──音を立てて、無残にも鈍いその石は破壊された。

　ばらばらとなって、床にばらまかれ、風に流されたように消えていく。

「はははははははははははははははははははははははははははははははははは。どうだ、イチノ。これまで己おのれが追い求めてきたものを壊された気分は？　我にはわからないが、さぞかし絶望なのだろう」

　消えていった《メモリーフラグメント》を、呆ぼう然ぜんとイチノは見送った。

　もう、恋は目覚めないかもしれない。

　これだけが、恋を目覚めさせる手段だったかもしれないというのに……！

「……バルトロ」

「いい顔だ、イチノ」

「お前は絶対に許さん」

「そうだ。それでいい。これで貴様の『我を倒したら《メモリーフラグメント》が消えるかもしれない』という憂うれいもなくなった。もっと、限界を超こえた本気を見せるがいい」

　眼光鋭するどくイチノはバルトロを睨にらみ付ける。

　剣を握る手には、今まで以上に強く力が籠こもっていた。

　どれだけ力を込こめようと、イチノのステータスは変わらない。

「だが、我をどうやって倒す？　貴様がどれだけ強かろうと、クリティカルで防御力を無視しようと、我のＨＰはケローネーと同じく５０００００００まで上がっているぞ。何回攻撃するつもりだ、貴様は。それともまたヒルトルートに頼たよるか？」

「何度でも、だ。何千回であろうと、何万回であろうと叩たたき斬きってやるぞ、バルトロ。お前が死ぬまで、容よう赦しやはしない……ッ！」

　現実的でないことは承知している。

〈ワンサイドブレード〉があるとはいえ、イチノはレベル１。攻撃力は微び々びたるものだ。

　防御力を無視できるクリティカルを繰くり出しても、５００前後。

　十万回以上、攻撃をぶち当てなければならない。

　エリゼとてクリティカルでなくては攻撃が通らないのは同じ。

　エリゼであればクリティカルで３０００ダメージは入るだろうが、それでも一万回以上の攻撃が必ひつ須すとなる。

「できるものならやってみればいい。こちらも貴様を倒す。デジタルイミグラント政策が始まったら、貴様を真っ先にこちらの世界に閉じ込めて、研究対象として扱あつかわせてもらおう」

　バルトロの槍がイチノを襲おそう。

　エリゼの援えん護ごもあって、どうにか相殺できていたが、それでもかなりギリギリだ。

　マシューが使っていたものとは、放たれる圧力からして比べものにならない。

「絶望に身を焦こがされる気分はどうだ。こっちは非常に気分が高こう揚ようしている。貴様の絶望が手に取るようにわかるぞ！」

　絶え間なく続くバルトロの攻こう撃げき。

　それをイチノとエリゼはどうにか防御し続けているが、まったく攻撃に転じることが出来なかった。

　その上、イチノの動きが鈍い。動どう揺ようが剣に伝わっている。

　相殺を失敗し、かろうじて〈アストラル・ガード〉で防ぐものの、そんな攻こう防ぼうが何度も続いた。

　次々に〈アストラル・ガード〉でＳＰスキルポイントが削けずられ、瞬またたく間にイチノのＳＰは０になる。

　その上、ＳＰを回復するような余よ裕ゆうも、バルトロは与あたえはしなかった。

「しまっ……」

　左ひだり腕うでの一本、その相殺をミスってしまう。

　相殺の盾たてをすり抜ぬけて、攻撃判定がイチノへ向かった。

「何をしているんだっ！」

　それを横からエリゼが相そう殺さいする。

　一本をその相殺に使った結果、エリゼに向かう攻撃をひとつ通してしまった。エリゼがダメージを負ってしまう。

　直撃は避さけたために死ぬようなダメージにはならなかったが、それでもダメージはダメージだ。

「すまん……！」

「わたしが言うような言葉ではないが、気をしっかり持て！　悩なやむのはこの戦いが終わってからだ！」

　エリゼの叱しつ咤たにも、イチノは未だ動揺を完全に抑おさえきることができない。

　大事な大事な妹の命が終わってしまったのだ。

　やはりイチノの動きは戻もどらない。

　激しい動揺と強い怒いかりで、身体からだに伝わる信号がアンバランスになってしまっていた。

「その粘ねばりは賞賛に値あたいする。だが、もはや貴様に我を倒す標しるしは存在しない」

　エリゼへの攻撃を止め、すべてをイチノに集中する。

　その反応にイチノが僅わずかにもたついた。５フレームほど遅おくれたであろう実感。

　２４０分の５秒。

　僅か０・０２１秒に満たない刹せつ那な。

　だが、それが致ち命めい的てきだった。

　イチノの相殺の壁かべを抜けた剣が、嬉き々きとして牙きばを剝むく。

　すでにＳＰは枯こ渇かつ。エリゼの剣も間に合わない。

　──死。

　それが目前に迫せまっていた。

　目的も果たせず。

　妹を助けることもできず。

（俺は、ここまで……なのか？）

　フローを組み立てても、それを嘲あざ笑わらうかのように崩される。

　もはや、イチノにできることは何もない。

　一フレームごとに、剣がイチノへと近づく。

　終わりが近づいているのだ。

　──死にたくない。

　何も為なしていないというのに。

　むざむざと死んで堪たまるものか。

　気力はまだある。いくらでも戦える。

　何時間でも。

　何日でも。

　何ヶ月だろうと、戦える！

　──だから、頼たのむ。

　この攻撃を避よけさえすれば……！

　無情に迫る刃やいばは、しかし、残り一フレームでイチノに命中することになる。

　──誰だれか、俺に、奇き蹟せきをくれ！




　風が吹ふいた。




　いつも彼女が纏まとう穏おだやかな風。

「イチノ────────────────────────────ッ！」

　それが限界を超えたかつてない疾しつ風ぷうへ変へん貌ぼうし、フレームとフレームの間に割り込んだ。

「な……！」

　突とつ然ぜんの風にバルトロの巨きよ体たいが揺ゆれる。

　そして、イチノの身体に命中する寸前、向かっていたはずの刃は避けるように逸れた。

「なんということだ……」

　バルトロが目を見開いた。

　サクラの〈ゼフィランサス〉が荒あれ狂くるっている。

　彼女の怒りに反応しているかのように、その刀身が凄すさまじいほどの力を宿していた。

　その〈ゼフィランサス〉の放った疾風が、当たるはずだった攻撃を逸らしたのである。

「イチノッ！」

　さらに驚おどろくべきことに、瀕ひん死しのサクラがイチノの前に立った。

「今いま更さらッ！」

　バルトロがその四本の剣けんで容赦なくサクラへと襲いかかる。

　二本を相殺。しかし、残り二本がサクラに向かった。

　それを風の盾が防ぐ。

　それはまるで〈アストラル・ガード〉のようだった。

「また〈ゼフィランサス〉の力を引き出したのか……！」

　バルトロが感心したように言う。

　サクラに向かう攻撃を、緑色の風がすべて遮しや断だんしていた。

　元々スキル〈ゼフィランサス〉は攻防一体の技わざ。その防が今この時に花開いたのだ。

　戦友を──イチノを想おもう気持ちに、剣が応こたえている。

「だが、それだけです。それもまたＳＰ消費スキル。何度も使えまい」

　バルトロの言葉にサクラの顔が焦あせりに滲にじむ。

　この〈ゼフィランサス〉の防ぼう御ぎよスキルもまたレベル分のＳＰ消費だった。レベル52となったサクラでは、ＳＰが３００弱しかないため、そう何度も使えない。

「サクラ！　もう下がれ！」

「下がらない！　イチノはいつも私を守ってくれた！　だから、今度は私がイチノを、守らないといけないから！」

　サクラは命を削るように、イチノへの攻撃をシャットアウトしている。

「待たせた！」

　そこにエリゼが加わって、バルトロの攻撃はさらにシャットアウトされ始めた。

　だが、すべてではない。通る攻撃はサクラのＳＰを削り、エリゼのＨＰを削っている。

　ギリギリの攻防。あと一撃でも喰くらったら、サクラは死ぬというのに──。

「これが……イチノの見てる世界……！」

「やめろ、サクラ！」

「やめないっ！　私は知りたかった、イチノの見ている本当の世界を！　刹那の世界を！　私はイチノに会った時から魅みせられたんだよ！　そのすべてに！　だから、私は……イチノの隣となりに立ちたいんだ！」

　イチノはそこに入るタイミングを摑つかめない。あまりにも攻撃の行き来が激しすぎて、容易に参加ができなかった。

　バルトロの攻撃は絶え間なく続き、その度たびに相殺を抜けた攻撃がサクラを襲う。

　そして、ついにサクラのＳＰが枯渇した。

「驚かされましたが……ここでゲームオーバーです。死になさい」

　サクラへの攻撃。

　その攻撃への相殺を、サクラはミスしてしまう。

　だが、彼女はそれでも笑っている。

　イチノを見て、完全に信しん頼らいしきった目で。

「サクラァ───────────────ッ！」

　死なせるわけにはいかない。

　彼女は奇蹟を起こした。奇蹟の風を起こしてくれた。

　当たるはずだった攻撃を、彼女は逸らしてくれたのだ。

　イチノならどうにかしてくると、完全に信じ切って。

　──命をかけてくれたのだ。

　その想いに応えられなければ……！

「男じゃないッ！」

　あまりにも単純かつ、大事な戦友への純じゆん粋すいな思い。

　それがイチノの剣を、神速で閃ひらめかせた。

　蒼あおい軌き跡せきを描えがいたその剣筋は、バルトロの斧おのへと命中し、相殺──その刹那。

　突とつ如じよ、光が溢あふれた。

　この空くう洞どうをすべて照らすような強きよう烈れつな光。

「ぐおっ！」

　バルトロが衝しよう撃げきでも喰らったのか、イチノたちから離はなれるように壁まで吹き飛ばされる。

「な、なんだ？」

　強烈な光を発しているのは、イチノのアイテム袋ぶくろの中だ。

　アイテム袋からアイテムが出てきて、虚こ空くうに浮うかび輪を形成する。

　それは今まで集めてきた《メモリーフラグメント》だ。

「あ、あれ？　私、のも？」

　サクラの持っていた《メモリーフラグメント》も現れ、その輪に加わる。

　八つの《メモリーフラグメント》は、さらに輝かがやき始めた。

　視界がすべて光で埋うまる中、




「しょうがないな、お兄ちゃんは……」




　そんな言葉が耳の中からイチノの心に染しみ渡わたっていった。

「カレン!?」

　光がやみ、その光がイチノの手へと吸い込まれる。

　確かに今、カレンの声が耳に届いたはずだった。

　しかし、そこにカレンはいない。

　先さき程ほどまで光を放っていたはずの《メモリーフラグメント》もなかった。

　アイテム袋の中を確かめると、まだ確かに存在しているが、先程の光は間ま違ちがいなく《メモリーフラグメント》が放っていたはずだ。

「何だったんだ、今のは……」

　エリゼも首を傾かしげる。

　だが、イチノは見た。確かに八つだった。

　壊こわされたひとつが元に戻もどったのか、あるいはただの幻げん覚かくだったのか。

　ただ、イチノの中に何かが入り込んだのは明白だった。

「イチノ。きっと恋ちゃんも応おう援えんしてくれてるんだよ」

「そう、か。そう、だよな」

　それはただの妄もう想そうかもしれない。

　仮説でもなんでもない。

　そう思いたかっただけの出来事。

　サクラの言ったことは、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな話だ。

　普ふ段だんなら一いつ笑しように付していただろう。

　だが、それでも。

　サクラが言っているのならば、そうかもしれないと、そう思ってしまう。

　イチノが信じるサクラの言葉なら、信じられてしまうのだ。

「何が起こったのです……！」

　バルトロが崩くずれた壁を崩しながら、不ふ愉ゆ快かいそうに目を眇すがめる。

　だが、異常な現象はまだ続いていた。

　今度はイチノの剣が光り出す。

　イチノのブラックスミス、キョウが作り出した最強の剣〈ワンサイドブレード〉が、蒼い光を刀身から放ち始めたのだ。

　今までの光を蒼に染めて反射させるようなもの淡あわいものではない。刀身自体が発光していた。

　シオンと戦った時のサクラの〈風精剣ゼフィランサス〉が、持ち主を認めて光ひかり輝いたように。

〈ワンサイドブレード〉もまた、己おのれの主あるじを認めて輝いている。

「これは……」

　自身がパワーアップしているのを、イチノは実感した。

　レベル１の脆ぜい弱じやくなステータスではないことを。

「レベルは１のまま……。だが、なんだ、そのステータスは……!?」

　バルトロが叫さけぶが、その言葉は尻しりすぼみになる。

　バルトロが言う通り、イチノのステータスは異常なほど上がっていた。

　隣にいるエリゼに引けを取らないほどの数値。

　今のエリゼは強制的にレベル99に上げられたのに、だ。

「まさか、貴様の内部経験値はすでにレベル99だったとでもいうのか？　それが、レベル１のままステータスだけレベル99になったと……？」

　そんなもの、イチノは知る由よしもない。

　ただただ思う。

　これは情けない兄に、妹が力を貸してくれた結果だと。

　それを繫つないでくれたキョウの剣のおかげだと。

　そう思わせてくれたサクラのおかげだと。

「バルトロ、覚かく悟ごしろ。妹の応援をもらった俺は、少しばかり今までとは違うぞ！」

　イチノは剣を構えて、バルトロにその剣先を向けた。

　そして、エリゼもまた二刀を構える。

「サクラ、下がっててくれ。それと……ありがとう」

　サクラにお礼を言って、イチノはバルトロに斬きりかかった。それにエリゼも続く。

　イチノたちは初めて攻こう勢せいに転じた。

　イチノとエリゼが連れん携けいして攻撃し、相手に攻撃を出させない。

　バルトロのＨＰは少しずつ少しずつ減っていく。

　バルトロの最大ＨＰはまだまだ凄すさまじい量が残っていたが、手応えはあった。

「一万回、攻撃するだけの覚悟はある！　逃にげるなら今のうちだぞ、バルトロ！」

「逃げる？　ふざけないでいただきたい。今の我にとって、レベル99がふたりでも物の数ではないぞ」

　その言葉通り、バルトロはふたりを苦しめる。

　それでも一方的な展開ではなくなっていた。

　完全に調子を取り戻したイチノはバルトロの攻撃を相そう殺さいしつつ、エリゼもまたバルトロの攻撃をすべて相殺している。

　相殺を抜ぬけられても、ステータスの上じよう昇しようはＳＰにまで及およんでいた。現在、イチノの現在ＳＰは４５５。

　相殺から漏もれた攻撃だけに絞しぼれば、〈アストラル・ガード〉でまだまだ継けい戦せんできる。

　攻撃力のステータスと相あい俟まって、エリゼとイチノの正確無比なクリティカル攻撃は少しずつ少しずつ、バルトロのＨＰを減らしていった。

　ついに、５０００００００から１０００００００を削けずることに成功する。

「まだまだ、我のＨＰは半分以上あるのです。イチノ、貴様のＳＰ４５５を削るのはわけはない」

「その時になったら考えればいい！」

　いつものようにフローチャートは作らない。

　ただただ全力で攻撃をしていく。

　バルトロもまたイチノとエリゼを全力で攻撃していた。

　完全な拮きつ抗こう状態。

　何度も何度も相殺と〈アストラル・ガード〉が発生し、そこらの高レベル冒険者を一撃で葬ほうむる攻撃が乱らん舞ぶしている。

　延々と続くかと思われた戦いは、しかし、少しずつバルトロへと傾かたむいていった。

「くっ！」

　エリゼの疲ひ弊へいが激しい。

　元々バルトロの支配下に置かれていた精神は、すでに悲鳴を上げつつある。ＨＰもすでに危険域に突とつ入にゆうしていた。

　明らかにその剣けん捌さばきが鈍にぶくなっており、相殺しきれなかった攻撃がそのＨＰを次々と削っている。

「これで貴様も終わりだッ！」

　バルトロの二本の剣と槍やりがエリゼの相殺の壁かべを抜け、その身に迫せまった。

　イチノが剣を逸そらしたが、槍はエリゼに向かう。

「わたしは、ここまでだ……！　後は頼たのんだぞ！」

　エリゼがもはや避よけられない剣を真正面から喰くらう。

　そして、その二刀を持った腕うでを上下に大きく広げた。

　まるで巨きよ大だいな獅し子しが、その獰どう猛もうな口を大きく開くように。

　槍を突つき出していたバルトロの手首を巻き込むようにして、その二刀を牙きばのように交差させる。

「〈ガッシュファング〉！」

　二刀のみに許されたスキル。〈ガッシュファング〉。

　攻撃力２０００パーセントという、単体に対して最強のダメージを誇ほこるこのスキルだが、実のところ使用者は余りいない。

　理由は単純。

　そのダメージ効率は、使用している剣と引き替かえ──破は壊かいしてしまうからだ。

　故ゆえにいらない剣を装備して使うのが定石だった。

「貴様、〈オリジンウェポン〉で、そのスキルを……!?」

「わたしたちの勝利のためならば、たとえ伝説の剣二本でも惜おしくなどない！」

　バルトロの手首を二刀の剣が喰らい斬る。

　凄まじい量のダメージが入ったのが、弾はじけ飛ぶエフェクトでもわかった。

　だが、それと引き替えに〈エクスカリバー・ツヴァイ〉も〈エクスブレード〉も粉々になって消えていく。

「見事ッ！　貴様の身体からだは今後の研究で大いに役立つであろう！」

　武器もなくなったエリゼは、バルトロの槍を受けたまま、大剣をまともに受けてしまった。イチノの相殺も間に合わない。

「後は任せた。イチノ……」

　そして、エリゼはそのＨＰを０にして消えていく。

　だが、その表情に後こう悔かいも不安もない。

　ただ、一時の相棒を信じる。

　そんな力強い表情をしていた。

「後は貴様だけだ、イチノ」

　ＨＰは大きく減らされたが、エリゼを倒たおし、まだまだバルトロには余よ裕ゆうがある。

　イチノのＳＰは２４２。

　まだまだ〈アストラル・ガード〉を使えるとはいえ、エリゼがいなくなった以上、その攻撃はさらに苛か烈れつになる。

「貴様とエリゼで、ようやく互ご角かくだったのだ。我の勝ちは揺ゆるがない」

「私がいるわっ！」

　突とつ如じよ、サクラがバルトロの背後から〈風精剣ゼフィランサス〉で襲おそいかかる。

「まだ何か奇き蹟せきを起こすか？　そんな何度も起こるものではない！」

　鋭するどい軌き跡せきで放たれた剣はバルトロに当たったものの、ダメージは通らない。クリティカルですらない普ふ通つうの攻撃は、計算式によって容よう赦しやなくダメージが１となる。

「いい加減、貴様も鬱うつ陶とうしい。消えよ！　今は我とイチノが戦っているのだ！」

　蹴けりを繰くり出され、サクラは必死に後ろへ跳とんで避ける。間かん一いつ髪ぱつだった。

「さあ、来なさいよ。私ぐらい、いつでも殺せるでしょう!?」

　こんな状じよう況きようでもサクラは不敵だ。楽しそうな笑えみを浮うかべている。

　もしかすると、それは挑ちよう発はつだったのかもしれないが確実に効いていた。

　そんな彼女を見て、イチノは不覚にも高こう揚ようする。こんな時だというのに、彼女と一いつ緒しよに戦えることを嬉うれしいと思ってしまった。

「サクラ！　頼む！」

「もちろん！」

　エリゼの代わりをサクラが務めた。

　イチノと並びたち、バルトロと攻撃を交かわしていく。

　しかし、やはり技量の向上が著いちじるしいといっても、まだまだエリゼに比べればサクラは青い。

　サクラはまだやられはしなかったものの、あっさりと追い詰つめられてしまう。

「くっ！」

　死を覚悟した──サクラの決死の特とつ攻こう。

　呼吸の合間、一いつ瞬しゆんの虚きよを突かれたバルトロだったが、すぐに対応し、綺き麗れいな弧こを描えがく翠みどりの軌跡を無ぶ粋すいに弾はじき飛ばした。

〈風精剣ゼフィランサス〉は空中でひゅんひゅんと音を鳴らしている。サクラの手から武器がなくなったのだ。

　丸まる腰ごしのサクラにバルトロは覆おおい被かぶさるようにして体当たりで突とつ撃げき。

「危ないっ！」

　突撃を受けるはずだったサクラの身をシオンが間一髪、かっ攫さらった。

「まったく危ない真似まねを……！」

「へへ。ごめん。でも、もう、目的は果たしたから！」

　その言葉に嫌いやな予感を覚えたバルトロは、殺気を放ち続けているイチノへと振ふり向いた。

　イチノの手には〈ワンサイドブレード〉と、そして、もうひとつ。

〈風精剣ゼフィランサス〉が握にぎられていた。

「馬ば鹿かな。レベル１で装備など効力は著しく──いや、確か〈ゼフィランサス〉は……！」

「そう。〈ゼフィランサス〉の制限はレベルじゃなくて速度のステータスよ！　今のイチノなら装備できる！」

　彼女の剣が不思議と手に馴な染じむ。

　まるでサクラがイチノに直接力を貸しているかのように。

　この蒼あおと翠の二刀が、イチノを完全に覚かく醒せいさせている。

　イチノを見たバルトロが顔を引き攣つらせた。

「ば、馬鹿な！　またステータスが上がっただと……！」

　蒼と翠の光が、イチノを守るようにその身体を覆う。

　そのステータスは、もうゲームのシステムすら超こえていた。

「このステータスになるには、レベル１００が必要なはず……！」

　だが、現実にレベルは１００ではない。

　それどころか。

　イチノのレベルは──０となっていた。

　最低値すら超ちよう越えつした０。

「まさか、こんなことが……」

　バルトロは恐おそれ戦おののく。

　如何いかに電子ドラッグを使おうと、いくら強くなろうと、生物的な本能が体を震ふるえさせている。

　今のイチノは完全にゲームを超えた未知の存在だ。

　レベル99までにキャップされたステータスすらも超え、イチノはありとあらゆるシステムを超越する。

　レベルとは、すなわち強さの証明。冒険者プレイヤーのレベルが上がれば、ステータス能力が行動内容に応じて上昇し、移動速度や相手に与あたえるダメージ衝撃が増加する。次々と現れる強きよう[image: 靭]じんなモンスターを倒すために、冒険者は率先してレベルを上げるのだ。

　戦せん闘とうの他ほか、様々な行動を実行し、数値化された経験値を得て、経験値を一定値まで溜ためることでレベルはひとつアップする。

　レベルが１でも違ちがえば、それだけで高い方が有利なのは勝率も証明している。

　だが、０とは何か？

「面おも白しろい！」

　バルトロが不敵に笑う。

　未知なる目の前の戦士に、彼は心を囚とらわれているかのようだった。

「来い。レベル０の最強剣けん士しよ！　デジタルイミグラントを止めたければ、我と戦うがいい！」

「言われなくても戦うさ」

　イチノが駆かける。

　もはや相そう殺さいすら考えずに攻こう撃げきへと傾けい倒とうする。

　バルトロの四つの武器による攻撃は、すべて〈アストラル・ガード〉で無効化した。

〈アストラル・ガード〉はレベル分のＳＰを消費する。

　だが、今のイチノはレベル０となり、文字通り消費なしで無限に使用できた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　愚ぐ直ちよくに剣を振り、ダメージを重ねていく。

　クリティカルが出る度たびに、レベル０のステータスはバルトロに万を越こえるダメージを与えていた。

〈ワンサイドブレード〉と〈風精剣ゼフィランサス〉が。

　蒼と翠の線が、無む軌き道どうに描かれ、バルトロの命を刈かり取っていく。

　イチノはエリゼのように一撃必殺となる攻撃を持ってなどいない。

　最初から最後まで、常に愚直に積み重ねていく。

　バルトロはイチノに一度もダメージを与えられずに、それでも鋭い攻撃を当てようとしては〈アストラル・ガード〉で無効化された。

「届かないというのか……！　これだけのことをして、チートを使っても、届かないというのか！」

「チートなんてしてるから、届かないんだよ！」

「それでも──我は勝ってみせる！」

　バルトロが〈アモルファス〉を分ぶん裂れつさせる。

　イチノを取り囲むように弾だん丸がんが囲んだ。

　逃にげ場はない。

「さあ、往ゆけっ！」

　上下左右、視界がすべて弾丸となっている。

　その矢が、すべて一いつ斉せいにイチノへと襲いかかった。

「こんな児じ戯ぎが今いま更さら通用するとでも!?」

〈アストラル・ガード〉によって、無数の弾丸は虚むなしく無効化されていく。

　だが、その弾たまが尽つきることはない。

　落ちた弾丸は再び舞まい上がり、イチノを襲う。

　だが、ＳＰは減らない。

　いくらでもいつまでも、防ぼう御ぎよできる。

　この程度のことで、イチノを倒せるとはバルトロも思っていない。

　今のイチノを倒すには、完全に意識の外にある攻撃を当てなければならないのだ。

〈アストラル・ガード〉を使わせない、捨て身の攻撃だ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　バルトロはいなくなっていた。

　上下左右どこにもいない。

　だとすれば──。

「イチノ！　上！」

　サクラが教えてくれる。

　だから、振り返らない。

「これで、終わりですッ！」

　バルトロが上空から巨きよ大だいな剣を構え、落ちながらそれを振り下ろす。

　イチノはそれを軽い足捌さばきで避よけた。まったく、事も無げに。

　バルトロが不可解な顔をする。まるで幽ゆう霊れいでも斬きったかのように愕がく然ぜんとした様子だ。手て応ごたえはあったはず。なのに、それは水のようにすり抜ぬけてしまった。

　データのラグを利用することで、相手から見える自分自身の映像データだけをそこに残すイチノの曲芸だ。それを斬ったところで、手応えなどあるわけがない。そこに実体当たり判定はないのだから。

「その戦い方じゃ、俺への勝ち筋は作れない！」

　イチノが二刀を構えた。

　バルトロはまだ落下し終えていない。

　そして、未いまだに攻撃中という判定となる。

〈ワンサイドブレード〉と〈風精剣ゼフィランサス〉が、蒼と翠の軌跡を描いてバルトロの首を喰くらうように薙ないだ。
















　その首にクリティカル攻撃成功の証あかし、星のエフェクトが大量に弾はじける。

　それだけではなく、蒼と翠の痕あとが、バルトロの首にうっすらと残っていた。

　それが、溜め込むように収縮し──バルトロの体全体を覆わんばかりに炸さく裂れつする。

「カウンター……か」

　カウンター。それは相手の攻撃力をそのまま敵へと返す一撃。

　ただし、カウンターの成功する瞬しゆん間かんは、相手が攻撃をしてきた特定の瞬間のみ。

　その刹せつ那なのタイミングで、イチノはそれを成功させたのだ。

　炸裂した衝撃で、落下寸前だったバルトロは壁かべへと吹ふき飛ばされた。

「俺の、俺たちの勝ちだ！」

　バルトロはクリティカルカウンターを喰らい、残ったＨＰを一撃で削けずられる。

「我の……拙せつ者しやの負けだ」

　そして、戦闘不能──その身はふうっと消えていった。







　バルトロを撃げき退たいし、洞どう窟くつの入り口へ向かうと、そこにはヒルトがホッとした表情で立っていた。

「お疲つかれ様でした。大だい丈じよう夫ぶだったようですね」

「ええ。なんとか」

　イチノはヒルトから不正データを渡わたしてもらう。

「ここに来るの早かったですね」

「ええ、彼女がすぐに来てくれたので」

　すると、ヒルトの後ろからヤルシュカが現れた。

「まったく、えらい目に遭あったぜ」

「研究室送りにされただろ、あんた。どうやって脱だつ出しゆつしたんだ？」

「力ずくに決まってるだろ。エリゼも来たから武器渡して壊こわしてもらったよ」

　ぶつくさ言いながら、イチノにデータを渡す。

「プリシラ。全部揃そろった。後は任せていいか？」

『オッケー。あとはこれを知人に渡せば問題ないね』

「信用できるのか？」

『うん。明日あしたにはニュースになると思うから。もし、駄だ目めだったら土下座でも何でもする。処女賭かけてもいいよ』

「……いや、いい」

『つれないなー』

　そんな冗じよう談だんに、イチノは付き合う気にはなれなかった。

　そして、希望に縋すがるように問う。

「なあ、プリシラ。恋は……やっぱり《メモリーフラグメント》がないとどうにもならないのか？」

『……無理、だね。無理矢理、起き上がらせることは可能だよ。でも、おそらく記き憶おくの方が死ぬ』

「なんとか、ならないのか……」

『………』

　戻もどってきたのは非情な沈ちん黙もく。

　七個までは戻ってきた。

　しかし、残り一個を破は壊かいされ、結局、すべてを集めることはできなかった。

　あの時、イチノを守ってくれた八個の《メモリーフラグメント》はやはり幻まぼろしでしかなかったのだ。

　溜ため息いきを吐つくこともできず、イチノはただただ俯うつむいている。

「……イチノ」

「なんだ？」

　そんなイチノにふとアレスが近寄った。

　バルトロの覚かく醒せいで吹き飛ばされて以降、姿を見せなかった彼だったが、どうやら偽ぎ装そうして隠かくれていたらしい。

　そんな彼が腰こしに括くくり付けた道具袋ぶくろから何かを取り出す。

　親指大の石。

　それは、紛まごうことなき《メモリーフラグメント》だった。

「……え!?」

　目を疑う他ない。

　確かに、間違いなく。

　最後の《メモリーフラグメント》は、バルトロに破壊された。

　消えていくのも、それを見送ったのも覚えている。

　そちらが幻だったと思うことはできない。

　だが、アレスの目の前に《メモリーフラグメント》は存在していた。

「……バルトロから盗ぬすんでやった。特別サービスだ」

「いや、しかし、キーアイテムは盗めないはずじゃ……？」

「……そんなことはない。小数点以下の確率で盗める」

「……こんな時に冗談を言うのか、お前は」

　アレスは咳せき払ばらいをして続けた。

「……オレもダメ元だった。だが、オレたちが落下した時、イチノ、お前はバルトロがシオンから《メモリーフラグメント》を奪うばったと言ったな？」

「ああ」

「……そこで、もしかしたらバルトロは、チートを使って取りだしたのではなく、チートを使ってキーアイテムという属性を変えてから盗んだのではないか、と思った。案の定だったというわけだ」

　それを聞いたユリが得心のいった顔になる。

「バルトロの周りをちょろちょろしてると思ったら、そういうことだったの」

「……まあな」

　若じやつ干かん得意げな顔をしているが、それはさておき。

　まだイチノは納なつ得とくできないことがある。

「じゃ、バルトロが壊したのはなんだ？」

「……お前が以前マシューに摑つかまされた偽にせ物ものを拝借してあってな。それと入れ替かえただけだ。アイテムがなくなれば向こうも気付く可能性が高い。オレが殺されるわけにはいかん」

「お前、あれ回収してたのかよ！」

「……備えあれば憂うれいなし、だ」

　抜け目のないシーフだった。

　いや、彼のような最高のシーフだからこそ、成し得たのだろう。

　そもそも、《メモリーフラグメント》のやり取りになると予測していたからこそ、彼は紛まがい物を所持していたはずなのだ。貴重なアイテムスロットを埋うめてまで。

「……この分は高く付くぞ」

「ああ、いくらでも持っていけ！」

　それからすぐにアレスからイチノは決けつ闘とうを通じて、《メモリーフラグメント》を受け取った。

　これで、すべてがイチノの手に揃う。

「よかったね、イチノ！」

「ああ、お前も。最後、ありがとうな、サクラ！　いや、ずっとだ！」

　思いあまってか、人目も憚はばからず抱だき合うふたり。

　ふたりは喜びのあまり、抱き合いながら回っている。

「コホン」「ゴホン！　ゴホン！」

　シオンとユリとヒルトが揃って、わざとらしく咳せきをすると慌あわてて離はなれた。

　イチノは顔を真っ赤にしながら、誤ご魔ま化かすように外への通信石に向かって喋しやべる。

「プリシラ！　集まったぞ！　《メモリーフラグメント》が全部！」

『！　了りよう解かい。すぐに解かい析せきして、対応する。ちょっと待っててほしい』

　それと時を同じくして、この世界へ様々な人が入ってきた。

　服装からして冒険者ではない。

　完全に場ば違ちがいな制服を着込んでいる。

「だ、誰だれあれ？」

　驚おどろいたサクラの質問に、ヒルトが答える。

「ようやく来ましたの……。サイバーエージェントたちですわ。これでこの話もようやく終わり、ですわね」

　後は様々な解析がなされ、運営の悪事が暴ばく露ろされるとのことだ。

　彼らが入ったと同時に、ソウルアウトの制限がなくなったようで、現実へ戻ることが出来るようになっていた。

『すぐに、教会のシステムを解除するよ』

　それからゲーム酔よいを起こしていた冒険者たちは、ヒルトたちの指導の下もと、即そく座ざにソウルアウトを行っている。

「ありがとう、イチノ。本当に君は、最高の男だ」

「イチノさん、ありがとうございました。またこの世界で、お会いしましょう」

　キョウやひばりもまたゲーム酔いで苦しそうにしながらも、イチノに笑え顔がおでお礼を言ってソウルアウトする。

　その他の冒険者たちも、次々とソウルアウトしていった。ヒルト曰いわく、一度サーバーを停止させるということらしい。だから、全冒険者に出ていってほしいというアナウンスがなされていた。

　ほとんどの冒険者がいなくなった街中で、イチノとサクラは最後まで残っている。

　すでに〈アストラル・イノベーター〉の世界は朝になろうとしていた。太陽が少しずつ昇のぼっている。

　朝日がふたりを照らし、長かった夜が明けた。

「これで、終わったね。イチノ」

　イチノに寄り添そいながら、サクラが口を開く。

「ああ、みんなのおかげだけど……。やっぱり、サクラ。お前に一番先に礼を言いたい」

「私、何もしてなかったよ」

「いや、お前のおかげで、俺はゲームの楽しさを忘れずにいられたし、何度も何度も助けられた。お前のおかげで、生きていられた」

「ううん。私の方こそ色んなことを教わったよ。人に限界ってないんだな、って思った」

「お前……人を化け物みたいに」

「化け物みたいなものだもの。でも、そこは人が至れる道にあるから」

　それきり会話が途と切ぎれ、ふたりは何を言うでもなく手を繫つないだ。

「戻ろうか、サクラ」

「うん、イチノ。私ね、イチノのこと──」

　ふたりの姿が世界から消える。

　こうして、〈アストラル・イノベーター〉における一連の事件は終しゆう焉えんを迎むかえた。

















■エピローグ









　世界ゲームを揺ゆるがしかねない〈八や咫た烏がらす〉事件が起こってから半年が経過した。

　デジタルイミグラント政策については世間で一時的に大おお騒さわぎになったが、日本ジヤパンにおいてはそれ以上の広がりを見せずひっそりと幕を閉じている。

　あれ以来、〈アストラル・イノベーター〉はサービスを停止し、開発と運営をしていた会社セプタゴン・クリアと、その出資会社である米国スピリットデザインは査察を受け、逮たい捕ほ者も出た。

　そのため、大きく報道されたのは、むしろプリシラのいる米国の方だ。

　主に上層部やそこに連なる者たち──エネルギー省と住宅都市開発省のお偉えら方がたとの関連が芋いもづる式に明かされ、政局を揺るがす大事件になっている。

　プリシラは一時、非難されていたものの、関かかわっていないことが判明し、また道具を悪用したことが問題だったのだという論調も広まって無罪となった。

　ただし、責任能力は問われ、最終的に米国スピリットデザインは倒とう産さん。プリシラの友人が新しい会社を作り、優ゆう秀しゆうな社員たちをそのままに、ほとぼりが冷めるまで彼女を待つという。

　それから、様々な陰いん謀ぼうの渦うず巻まいていたこのゲームは、一いつ旦たんアメリカ政府の管かん轄かつ下に置かれ、仁じんもそのためにアメリカへと出張していた。

　またデジタルイミグラント政策は米国で即座に否決され、一旦は保留とされている。もう少し様子を見て提出せよということだったが、これが続くかどうかは不明だ。

　ただ、その際に可能性だけは認められた。

　特に終末医い療りようの選せん択たく肢しとして活用していくという話が出て、シオン──月つき見み紅葉もみじは微び力りよくながらそちらの協力をしているらしい。

「すぐに死ぬってわけじゃないけど……それでも向こうの世界に行って生きられるなら、それでいいから」

　弌はじめの隣となりにいる紅葉は、そう語る。

　彼女はいつもの満面の笑みとは違ちがう、シオンの時のような微び笑しようを浮うかべた。

　十二月も半分が過ぎて、もうめっきりと寒くなり、彼女はコートを着込んでいる。

「お見送りありがと。いつもこうして、ここまででも送ってくれるとすっごく嬉うれしいんだよ？　役得かな？」

「まあ、倒たおれられても困るしな」

　学校の昇しよう降こう口で、少しだけ会話をする。紅葉はこれからその研究会社へ向かうのだ。今、外に送そう迎げい用の車が待っていた。

「色々と大変だったけど、こうして弌君の下に転校して来れたのは運営の手引きだったから、そこは怪け我がの功名かな？」

　彼女は未いまだに病気がちだ。だが、それでも気き丈じように振ふる舞まっている。

　ただ、何も空元気だけというわけではないらしい。

「五年後ぐらいを目め処どに特効薬を開発中って話もあるみたいだから。今のうちに被ひ験けん者しやとして、受けられるように祈いのっておきたいかな」

「俺も、祈るよ」

「ありがとう。あと、今日は研究所に行くからあっちに行くのは無理。ごめんね」

「いや、無理するなよ。明日あした、学校でまた会えればそれでいい」

「うん。ありがとう、弌君。その……」

　そして、紅葉は口くち籠ごもる。

「咲さく良らと、仲良くね」

　そう言い残して彼女は車に乗り込んだ。

　車はあっという間に学校の敷しき地ち内を出ていく。

　今でも彼女は学校で弌たちとよく遊んでいる。時折早退しているが、それでも彼女の未来が開けていることを弌は信じたかった。

「いや──きっと大だい丈じよう夫ぶだ」

　根こん拠きよがあるわけでもない。だが、弌はそれが叶かなうように呟つぶやく。

　弌は教室に戻もどると、すでに咲良は今日の掃そう除じ当番を終え、弌の鞄かばんを持って待っていた。

　弌は鞄を受け取って、また昇降口へ向かう。

「紅葉と何、話してたの？」

　歩きながら、咲良が妙みように厳しい視線をイチノに向けた。

　いつの間にか名前、しかも呼び捨てにしているふたりだが、特別仲がいいわけでもなく、以前と同じようによく喧けん嘩かをしている。

　ただ、それも喧嘩するほどなんとやらということで、弌はそこまで干かん渉しようしていない。

　昇降口で、靴くつに履はき替かえながら弌は先ほどの紅葉との話を語る。

「治るといいなって話さ。あと、今日は来られないって」

「そっか、残念だな。弌くんは、もちろん行くんだよね？」

「何度聞くんだよ。朝からずっとだぞ」

「えへへ」

　この日は、イチノたちにとって特別な日だった。

　いや、待ち望んでいたと言っても過言でもはない。

「ようやく再開の目処が付いて〈アストラル・イノベーター〉がまた始まるんだ。腕うでが鈍にぶってないか心配だよ」

「わ、私も……」

　そんな風に会話しながら寄り添うふたりの距きよ離りはとても近い。

　ふたりは正門を出ても、その距離は離れることはなかった。

　ふとした瞬しゆん間かんに、手が触ふれる。

「あっ」

「あ……」

　それだけでふたりは頰ほおを赤らめる。

　似たようなことはこの半年の間に、いくらでもあったが、今日だけは少し違った。

　弌がその咲良の手をそっと握にぎる。

「あ……」

　弌は顔を真っ赤にしたまま無言になった。

　だが、何を言いたいのかはその表情が如によ実じつに物語っている。

「……うん」

　そして、咲良も頰を桜色に染めながら、頭を預けるように弌に寄り添った。

「あーっ！　ずるい！」

　そんな甘い空気をものともせずに、姦かしましい声が響ひびく。

　やってきたのは中学生の少女だった。短い髪かみをサイドでまとめ、これまた短いツインテール。活発さが体全体から溢あふれ出ていた。

「お兄ちゃん、咲良さんにばっかり！　恋れんにはあんまりやってくれないのに！」

　野の上がみ恋。弌の妹だ。

　弌たちと同じで学校帰りなのか、その肩かたには鞄を提さげている。

「お前が何を言っているのか兄にはわからんが……本当に回復早かったな、お前」

「三ヶ月寝ねてただけだし。起きたら何かお兄ちゃんに恋こい人びとできてるし。抜ぬけ駆がけされた気分なんだよー」

「……アホなこと言ってるんじゃありません。まあ、ずるいと言うなら」

　そして、弌は優やさしげな表情を浮かべてもう片方の手を恋に差し出した。恋にしか見せない表情である。

　恋は勢いよくその手を摑つかんだ。

「いえーい。お兄ちゃん優しー」

「三ヶ月も寝させちまったからな。本当に遅おくれた。ごめんな、恋」

「えへへー、あったかーい。独ひとり占じめさせてあげられなくてごめんね、咲良さん」

「だ、大丈夫だよ。恋ちゃんだし……」

「むう。咲良さんに謝られると、こっちに罪悪感が……」

《メモリーフラグメント》が集まってから、すぐに恋も目を覚ました。

　恋は後こう遺い症しようもなく経過も順調で、一ヶ月後には学校に復帰している。

〈アストラル・イノベーター〉の中で起こったことを説明していると、

「何か凄すごい大冒ぼう険けん！　いいなー」

　と、こっちの苦労も知らないで、と言いたくなるように羨うらやましがっていた。

　ただ、

「何か妙に変な記き憶おくがあるんだよね。見知らぬ塔とうに登ってたり、レースクイーンやってたり……。何でレースクイーン？」

　カレンの記憶は僅わずかに残っているらしい。

　プリシラは《メモリーフラグメント》が、意志を持って動いていたから、データがフィードバックされているということらしい。

　ほとんどのことを覚えていないが、それでもカレンが遺のこしたものはあったのだろう。

　そのことに首を傾かしげながら、恋は唸うなっているが、

「ま、いっか！」

　で、最終的には済ませてしまうので、弌としても少し複雑だった。

「それじゃ、弌くん。また後でね。恋ちゃんも」

「ああ、またな」

「向こうではよろしくお願いしますー！　向こうでは初めましてになりまーす！」

　そして、弌は咲良と別れ、恋と共に家へと戻る。

「ただいまー」「ただいまっ！」

「おかえりなさい、弌。恋」

　家に帰って返ってきたのは、母親の出で迎むかえる声。

　母親も妹の目覚めに伴ともなって帰ってきている。今は仁がアメリカに行っているため、家族皆みんなで水入らずとはまだいかないが、〈アストラル・イノベーター〉の再開に伴い、また協力も済んだということでそろそろ帰ってくるようだった。

　噂うわさをすれば影かげ。その父から電話がきた。

「どうしたの、父さん」

「あー、いや……。恋は元気か？」

「元気だよ。声が聞きたいなら、恋に直接電話してくれ。ってか、本題は？」

「う、うむ。また、ちょっとお偉えらいさんにせっつかれてな。お前にこっちに来てほしいらしい。そのデジタルでの超ちよう反応を見たいってな」

「見世物みたいで、嫌いやなんだけどなぁ……」

「気持ちはわかる。だが、エリゼさんは承しよう諾だくしてくれたぞ」

「マジで？　あいつが珍めずらしいな……」

「だから、まあ、頼たのむ。今は無理でも冬休みがあるだろう？」

「いや、ちょっと幾いくつか予定入ってるし……。春休みで」

　主にクリスマス近辺はサクラとの約束が入っている。

「ふぅ、仕方ないな。そう伝えておこう」

「ああ、それと父さん」

「なんだ？」

「〈アストラル・イノベーター〉再開、おめでとう」

「ああ、ありがとう。今度は絶対に守っていくからな。安心してプレイしてくれ。それから──」「仁！　早く、早く！　代わって代わって！」

　電話口の向こうが賑にぎやかになる。

　仁と一いつ緒しよにやり取りしている声はプリシラのものだ。

「ハロー、弌！　元気してる？」

「ああ。そっちも元気そうだな」

「うん、元気元気。もうあらかた調査も終わったのに、まだ二、三、わからないところがあるとかで向こうが解放してくれなくてさ。ジャパンにも行けないんだよねー」

「逃にげないからいつでも来いよ。歓かん迎げいするから。〈アストラル・イノベーター〉の中でもいいしな」

「グッドアイディア。ま、今日は無理なんだけどね。再開後に問題ないかどうか、正常に動いているかどうかチェックしないといけないし」

「プリシラが見てるなら安心だな」

「任せといて。それじゃ、また！　バーイ！」

　それで通話が切れる。

　またプリシラに会う日が楽しみになった。

「ほら、お兄ちゃん！　早く早く！」

「焦あせるなっての。ちょっと待ってくれ。まだやることがあるんだからさ」

「えー！」

「悪いな。重要な用事なんだよ」

　そう言いながら弌がぽんぽんと恋の頭を撫なでると、すぐに彼女は落ち着いた。

　弌は部屋に戻ると、〈アストラル・イノベーター〉のサイトにログインする。

　そして、知り合いのリストの中からエリゼの名前を見つけ、それにチャットコールをした。

『イチノか？』

「ああ、エリゼ。久しぶり」

『また珍しいな。三ヶ月ぶりぐらいだが、何か用か？』

　エリゼの口調は大してゲームと変わらなかった。

　話によれば、自身の理想──エリゼの方に合わせているらしい。

「いや、米国の方に協力するって聞いてさ」

『耳が早いな、その通りだよ。冬休みに入ったら米国に向かう予定だ。だからこれからパスポートを取りに行くんだ。君は行かないのか？』

「俺は春休みに行こうかと。というか、エリゼが受けるとは思わなかった。それで少し気になってさ」

『まあ、わたしが役に立てるのであれば行くさ。一目も置かれるだろうしな』

「またそれか」

『そう簡単には性格は変わらない。だが、誇ほこれるものがあの時にできた。君と一緒に戦えた。それで充じゆう分ぶんさ』

「ならいいさ。でだ。じゃあお前は、今日はソウルインしないのか？」

『ああ、パスポートを申しん請せいして、それから色々と用意しなきゃいけないものもあるしね。でも、明日あしたは入るさ。それに向こうへ行っても〈アストラル・イノベーター〉には入れる。心配するな』

「おう、待ってるぜ。あの時の決着を付けたいからな」

『うん。楽しみにしてる』

　通話を切ると、恋がふくれっ面つらをしていた。

「もー！　早く早く！」

「わかったわかった」

　イチノはまた恋の頭を撫でる。

「そ、それだけじゃ、もう誤ご魔ま化かされないもん！」

「じゃあ、何をしたらいいんだ？」

「じゃ、寝る時、一緒のベッドで寝る！」

「……お前いつも夜、入り込んでくるじゃん」

「いいからいいから！　さ、入ろ入ろ。あー、久しぶりだなー！」

　恋に急せかされ、弌は再開された〈アストラル・イノベーター〉へとソウルインした。




　　　　▼　▼　▼




〈アストラル・イノベーター〉では、イチノとレナは同じ部屋を借りている。

　そのため、お互たがいがすぐ隣となりにいた。

「お前のその姿も久々だな」

「えへへー」

　カレンを思わせる法衣とモーニングスターがよく似合っている。

　すでに階下は騒さわがしくなっており、雲雀ひばり工こう房ぼうは今日も賑やかだった。

「あら。イチノさん、おはようございます。それにレナさんも、お久しぶりです」

「おはよう、ひばりさん」

「おはようございます、ひばりさん！　レナも会いたかったー！」

　抱だき合あうふたり。

　ひばりはレナの頭を優しく撫でながら、再会の喜びを分かち合っている。

　そして、食堂にはすでにサクラがいた。ユリもいる。

　珍しいことにキョウとアレスもいた。

　再会の日だからというのもあるだろう。勢せい揃ぞろいしていた。

「久々だな、ユリ」

「おひさ。レナも復帰ね。よかったわ。リーダーはまだちょっと来ないけど、そのうち来るから」

「ああ、ギルドにも復帰しないとな」

　そして、今度はアレスに話しかけた。

「お前にはまだ全然借りを返してなかったな。今日から少しずつ返していくから、これからもよろしくな」

「……まあ、せいぜい気張ってくれ。仕事はいつでも受け付ける」

　それから今度はキョウだ。

「サンキュー、キョウ。言い忘れてたけど、この剣けんが最後の力を貸してくれたよ」

「そうか。それは何よりだ。何やらレベル０になったと聞いたが？」

「なったみたいだな。でも、きっと、もうどうやってもなれないよ」

「もったいない」

「んなことはない。俺はやっぱり、レベル１で低レベル攻こう略りやくしてる方が好きなんだよ。あれはあの時限りの奇き蹟せき。それでいい」

　それからイチノは扉とびらに視線を向けた。

「さて、ちょっと時間もあるし、冒ぼう険けんに出るかね」

「あ、じゃあ、私も行く！」

「レナも！」

　そして、他ほかの面々もイチノに付いてくる。

「いってらっしゃい。気をつけて下さいね」

　ひばりの言葉を背中に受けながら扉を開けると、いつもと同じ街中の光景が広がっていた。

　これぞ〈アストラル・イノベーター〉と言わんばかりに、幾多の冒険者プレイヤーたちが行き交っている。

　戦士、魔ま法ほう使つかい、弓使い、同じ姿の者はひとりとしていない。

「さて、今日はどこのボスモンスターを攻略するかね」

　イチノが独りごちるように言うと、

「どんなモンスターでもいいわ。再開記念クエスト攻略、一番乗り行きたくない？」

　サクラがそんな提案をしてくる。

「オッケー。それで行くか」

　イチノが頷うなずき、それで今日の方針は決まった。

　きっと、この〈アストラル・イノベーター〉には様々な冒険が待っているだろう。

　それに心を躍おどらせて、今日も冒険者たちが旅立つ。
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　富士見ファンタジア文庫の読者の皆みな様さま、おはようございます。田た尾お典のり丈たけです。

　四巻に引き続き、お買い上げいただき、本当にありがとうございます。

　籠かご目めさんの素敵なイラストにダ○ソンのように吸引されてしまった方は是ぜ非ひ、そのままお買い上げ下さい！　全部のイラストが素敵ですので、一巻から四巻もまとめてどうぞ！




　というわけで近未来ＭＭＯＲＰＧ、第五巻でございます。

　そして、本編をすでに読んでいただいた方はおわかりかと思いますが、本作はこの巻にて最終巻となります。もう少し続けたかったところはありますが、切りもいいところですし、ここで締しめさせていただきたいと思います。




　ページもあることですし、メインキャラクターについて少々語りたいと思います。

　まずはイチノ。彼のイメージは言ってしまえば、ＴＡＳさんですね。そこまで万能ではないですが、それに近いことができるという感じです。乱数調整や状じよう況きよう再現など、そういったこともやらせたかったんですが、さすがにＮＧになりました。性格については、求道者というところですね。とにかく困難が好きで、それを乗のり越こえるのが好きなマゾです。

　そして、ヒロインのサクラ。イチノがゲームにおけるチートだとすれば、彼女は現実でのチートです。あまり見せませんが、強いんです。二面性については現実とゲームを行き来する段階で決定していました。籠目さんの絵を見て、かなりイメージが固まりましたね。

　カレンについては、狂きよう言げん回まわしという立場は決まってましたが、少々便利使いしてしまった面もありまして、そこは反省点ですね。カレンの姿はペットシステムの異常から始まったこともあり、《メモリーフラグメント》を拾った者の姿に酷こく似じしているという設定です。胸の大きさもそっちの影えい響きようです。現実の恋れんはちっぱいです。

　次はユリにいきましょう。元ギルド仲間というイチノの交友関係を担うひとりでした。恋の誤解を受け、ゲーム内の姿をロリっ子にしています。現実の彼女は少し大きめでそれがコンプレックスという設定がありました。現実でイチノと会わせたかったですね。

　ひばりさんもユリと同じくイチノの交友関係を担ってました。普ふ段だんはアイテム集めなどでイチノに頼たよっています。ひばりでも倒たおせるように戦術を練るのがイチノの役割です。その辺りのサイドストーリーも書いてみたかった気がします。

　キョウはバラさなくてもよかったかなぁ、と思いつつも女の子です。ひとつのことに没ぼつ頭とうするのが好きなのに、現実の彼女はモテまくってるせいでそれができないのです。イチノとの関係はまだ友人に近いもので、彼女自身もまだ戸と惑まどってる段階です。

　最終巻にて大活かつ躍やくしたアレスくん。作中でも匂におわせましたが○学生です。そのため親の制限を受けるなどログイン時間は非常に少なく、そんな中でレベルを上げていた猛も者さだったりします。将来は立派な廃はい人じんになるかもしれませんが、上手くやるでしょう。

　ヒルトさんについても。五大ギルドのひとつのリーダーという大おお仰ぎような役回りをやっていただきました。イチノの交友関係を担う人ですね。ある程度、大きな戦力を動かせるので便利な人でした。なお、彼女は本当に趣しゆ味みでアストラル・イノベーターに入っているだけで、今巻でお仕事をしたのは非番の警察みたいなものです。彼女の二つ名は永遠の謎なぞで。

　次にシオンを。サクラのライバルという形で、立場そのものを奪うばう形で参戦しました。彼女のテーマについては永遠のテーマだと思います。現実での死か、虚きよ構こうでの生か。もし、そういう時代が来たらもっと語られることになるんじゃないかと思います。

　プリシラですが、彼女は電子関係の天才という形で最初から設定は存在していました。もう少し早めにゲームの方で登場させればよかったかなー、と思っております。

　さて、最後にエリゼですね。イチノのライバルという形でこちらも最初から設定はありました。それらしさを出すのに苦労しましたが、籠目さんのイラストであっさりといい感じになってくれましたね。もう少しカッコいいところを書きたかったキャラクターです。

　もう少し語れることはありますが、過ぎても蛇だ足そくかと思いますので、これにて締めたいと思います。皆様の心に、今後も彼らが残るようであれば、私としては本望でございます。




　それでは、今回も謝辞に参ります。

　籠目様、また最後まで素敵なイラストと挿さし絵えをありがとうございました！　最終巻に相応ふさわしいイラストをありがとうございます！　もし、機会があればまたお願い致いたします！

　そして、担当である村主様と立ち上げて下さった小林様。最終巻までありがとうございました！　次の新作でも頑がん張ばりますので、ご指導ご鞭べん撻たつのほどお願いします。

　カバーデザインをして戴いただいたビィピィ様。最後まで丁てい寧ねいな仕事、ありがとうございます。

　また、この本を出版するにあたって関わったすべての皆様へ、厚く御お礼れい申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった読者の皆様に、この上ない感謝を。




　この作品が書けて本当によかったです！　では、次の新作でお会い致しましょう！


二〇一五年一月五日　田尾典丈
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